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　別世界・イルムシュタッドから戻り、奥さん達と念願の結婚式を挙げてから約一年が経った。

　本来であれば、結婚式のあとに新婚旅行としてイルムシュタッドへ赴こうと思っていたのだが、こちらの世界の復興の手伝いがあるため、そちらを優先したのである。

　なので、あれからイルムシュタッドへは行っていない。

　また、イルムシュタッドからこちらの世界へとやって来た、元・魔王のティアン、ファファル、ズードと、ジルン、リイシャさん、ダエルの龍達は、それぞれ思い思いに過ごしている。

　ティアンは、フロイドと共に俺のメイドとしてそのまま仕えているのだが、時折仲なか睦むつまじい姿を見かけるので、進展はしているようだ。

　ジルンは、シロと闇やみ女め神がみさんと行動を共にし、のんびりと過ごしていて、ズードとダエルは、筋肉を更に磨く旅だと言って世界を巡っている。

　俺の新たな恋人であるファファルは、奥さん達との仲も良好で、力を肌で感じたいと全員と拳を交え、強い強いと喜んでいた。

　特にハオスイとカガネがお気に入りのようで、毎日のように拳を交えている。

　二人がお気に入りの理由は、ファファルが負けたからだ。

　どうやら、ハオスイとカガネに勝つ事が目標らしい。

　ハオスイとカガネもライバルが出来たと喜び、ファファルとよく一緒に居るところを見る。

　けれど、それは戦闘方面だけで、家事方面となると、やはり最強なのはタタである事に変わりはなく、さすがのファファルも頭が上がらないようで、大人しく言う事を聞いていた。

　……まぁ、それは時折手伝う俺も同じだが。

　けれど、この約一年の中で最も驚いた出来事は、ラグニールとリイシャさんがお付き合いを始めた事である。

　いや、ほんとに。噓じゃなくて、本当に。

　こうなったのは、メルさんが妊娠した事で、出産に向けて余り動けなくなっていくし、手伝いはメギルさんが居るから大丈夫だから、それだとラグニールが寂しいだろうと、リイシャさんとのお付き合いを許したのだ。

　もちろん、メルさんの事が一番優先されるという条件の下で。

　メルさんの妊娠には、俺と奥さん達にラグニールとメギルさんも大いに喜んだが、もちろんリイシャさんも大いに喜ぶ。

　そこからラグニールとリイシャさんの清い交際が始まったのだが……これには別の問題が起こる。

　何しろ、リイシャさんは関わっていく内にメルさんの事を姉のように慕っていき、メルさんもまた、リイシャさんの事をとても気に入っていて、ラグニールよりも、メルさんとべったりになっていたのだ。

　端から見たリイシャさんの優先度は、

　絶対者（メギルさん）→→→→→心の姉（メルさん）→→→恋人（ラグニール）である。

　これは、奥さん達からも同意を得たので、多分間違いないだろう。

　………………うん。頑張れ、お義と父うさん！

　心の中だけで応援しておいた。

　ただまぁ、ラグニールが一家の大黒柱である事に間違いはないし、これからどうなっていくかもラグニール次第なので、助けられる事があれば助けていこうと思う。

　また、奥さん達もメルさんの出産の手伝いを願い出たが、こちらは大丈夫だから新婚旅行に行ってきなさいと促される。

　なので、その時には復興の目途が立っていたという事もあり、メルさんから促されたという事もあって、漸ようやく俺と奥さん達はイルムシュタッドへと新婚旅行に向かう事にした。

　そこからは大急ぎで新婚旅行の準備を始め、必要な荷物は全てメアルの時空間魔法の中に収納する。

　新婚旅行には、もちろんファファルも一緒だ。

　今度は、イルムシュタッドの世界をのんびり巡るつもりなので、どれ程の日数がかかるかはわからないけれど、奥さん達と共に考え、帰ってくる時期は決めてある。

　それは、メルさんの出産前までにはという事だ。

　おおよその予定日も聞いておいたし、日数にも余裕があるので大丈夫だろう。

　ちょくちょく様子も窺うかがいに来た方が良いかもしれない。

　そして、ラグニール達に見送られながら、俺と奥さん達はイルムシュタッドに新婚旅行へ行こうとしたのだが、それに待ったをかける者が居る。

「いやいやいやいや、ほんと大丈夫だから」

「いえいえいえいえ、執事として、やはり共に行かなければと思うのです」

　フロイドだ。

「いやほんと、フロイドには、イルムシュタッドへと行く事が出来る『世界間転移』を教えて貰もらっただけで充分だから」

　本来であれば、フロイドの力を借りてイルムシュタッドへと向かう予定だったのだが、何となく俺も出来そうだったので、「世界間転移」（命名：フロイド）を教えて貰った。

　この「世界間転移」とは、要は元々使っていた移動魔法「転移」の規模を大きくしたようなモノで、その名の通り、他の世界へと移動する事も可能になっている。

　ただし、他の世界といっても、認知している世界にしか行けないので、今のところはこの世界とイルムシュタッド間の行き来にしか使えないが。

　けれど、「世界間転移」には一つの便利な力があり、指定対象が「人」でも使えるのだ。

　これもその人を認知しているという制限は付くが、わざわざ近くまで移動して捜す手間が省けたと思えば便利だと思う。

　カガネがこの魔法を知った時、これでいつでも俺の寝込みを襲う事が出来ると言っていたが、世の中はそう甘くなく、現在この「世界間転移」を使用出来るのは、俺、フロイドと、恐らくイルムだけだろう。

　イルムが使用出来ると思う理由は、こちらの世界に帰ってきた時に使用したのが、多分この魔法だからだ。別に確かめるつもりはないけど。

「だから、俺もちゃんと使用出来るようになったし、思えばフロイドはこれまでずっと執事として常に動いていてくれたから、ちゃんと休ませようかと思ったんだよ。だから、俺と奥さん達が新婚旅行に行っている間は、ゆっくりと休んで欲しいんだって」

「はて？　私としては、毎日が休日のようなモノでしたが？」

　………………だろうね。

　けれど、俺もここで引く訳にはいかない。

「うん。だからな、これは新婚旅行なんだよ」

「承知しておりますよ。寧むしろ、違っていたら驚きなのですが？」

「………………つまりだ。俺と奥さん達、新しい家族で行く旅行なんだって」

「ですが、執事と言えば家族の一員、家族の一員といえば執事ではないでしょうか？」

「……初耳です」

　どうやら引く気は無いようなので、俺は仕方ないなと、フロイドと共にこの場から少し離れる。

　そして、離れた場所でフロイドと再び向き合い、奥さん達と楽しく談笑しているティアンの事を視線で指し示す。

　多分、奥さん達はイルムシュタッドの事を聞いているのだろう。

「……とりあえず、俺と奥さん達が話し合った結果なんだけど、フロイドとティアンと連れていく事はしない。というか、普段から執事とメイドとしてしか過ごしていなかったから、そういう時間をちゃんと作れていなかっただろ？　だから、新婚旅行に行っている間に、ティアンと一緒に過ごしなさいという、奥さん達からの気遣いだよ。ファファルは特に気にしているんだからな。だから、フロイドとティアンには上う手まくいって欲しいと、俺も思っている」

　そうして、何な故ぜ連れていかないかの理由をきちんと告げると、フロイドはポンッ！　と手を打ち、深々と頭を下げた。

「このような一介の執事に、そこまで配慮して頂けるとは……執事冥利に尽きます」

　……一介……ではないと思うが、ここはグッと堪こらえた。

　ここで反応してはいけない……ここで反応してはいけない……。

　そして、フロイドがハンカチを取り出して目元を押さえる。

「……わかりました。それでは、ワズ様と奥方様達の言葉に甘え、お帰りになられるまでティアンと共に過ごさせて頂きます。ですが、偶たまにはそちらに呼んで頂けると嬉しいのですが？」

　ふっ……水臭い事を言うなよ、フロイド。

　俺は満面の笑みを浮かべて答える。

「前向きに善処するよ」

「やはり、力ずくでも付いていくしかありませんね」

「やれるもんなら、やってみなっ！」

　……こういうやり取りも暫しばらく出来ないかと思うと、少し寂しく思えてしまうのが不思議だ。

　そして、フロイドと適当にじゃれ合った後、俺と奥さん達は新婚旅行へと出発する。

　見送りは、フロイドとティアンに、ラグニール、メルさん、メギルさん、リイシャさんだ。

「それじゃ、行ってくる」

「どうか、お気を付け下さいませ」

「わざわざ作ってくれた時間、大切にするわね」

「うむ。存分に羽を伸ばしてこい。こちらの事は我に任せておけ」

「いってらっしゃい。この子が生まれるまでに帰ってきてね」

「土産に期待しておこう。美う味まい酒を見つけておいておくれ」

「困った事が起こったら、いつでも呼んでくれて構わないわよ」

　それぞれの言葉に笑みを返し、奥さん達も一時の別れの挨拶を済ませた後、俺は「完全神格化」状態へと変わり、奥さん達と共に、イルムシュタッドへ向けて「世界間転移」を使用した。










「行ってしまわれましたか。……では、私達も行きましょうか、ティアン」

「はい。フロイド様」

「ん？　どこかに行くのか？　フロイド」

「はい。折角の休暇ですので、ティアンと二人で大陸を見て回ろうかと。復興の手伝いではなく、今度は観光として」

「……ふふふ……フロイド様と二人きり……ふふふ……勝った……私は勝ち組」

「………………大丈夫か？　何やら、ティアンがもの凄い表情を浮かべておるのだが」

「可愛らしいではないですか。私は非常に楽しみにしておりますよ。寧ろ、私達の中で、これから一番大変だと思われるのはラグニール様なのですから、頑張って下さい。応援しております」

「うむ。新しい子と恋人のため、頑張ろうではないか！　というか、そもそもの話なのだが、我はワズとフロイドが関わらなければ、まともな大人で龍王なのだぞ？」

『………………』

「誰も肯定してくれんっ！」
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　という訳で、「世界間転移」によってイルムシュタッドへと来ました。

　俺と奥さん達が現れた場所は、大国ガーリスの王都近辺にある平原である。

　いや〜、ここで大魔王と戦ったのが懐かしい。

　俺が「完全神格化」を解いている間に、奥さん達は周囲をキョロキョロと見渡し驚いていた。

　まぁ、山の平地から平原へと風景が変わったのだから仕方ないと思う。

「ここが、イルムシュタッドという世界なのか？」

　サローナが不思議そうに尋ねてきたので頷うなずきを返し、俺はここから少し離れた位置にある王都を指差す。

「俺、フロイド、シロ、闇女神さんは、あそこにある城の中に召喚されたんだ。だから、まずはあそこに行って、これの皆の分を貰いにいこうと思っている」

　そう言って、俺は小指に嵌はめている「翻訳の指輪」を奥さん達に見せる。

　というか、そこで漸く気付いた。

「……そういえば、ファファルは指輪も無いのに、普通に話しているね」

「ん？　あぁ、余には……というか、こちらの魔王にはそういう力が宿っているのだ。元々は、魔物と話すための力だと聞いている」

　ほぉ〜ん。なるほどなぁ……。

「あれ？　それじゃ、メアルの言葉もわかるの？」

「もちろん、わかっている」

「色々、お話ししたよ〜」

　ファファルの言葉に、メアルも同意した。

　そうだったのか……いつの間に。

　ファファルにそういう力があるという事がわかり、他の奥さん達が少し羨ましそうに視線を向けていた。

　皆もメアルと色々話したいのだろう。

　人化した状態だと、まだカタコトだしね。

「それじゃ、まずは指輪を貰いに行こうか」

　そして、いざ大国ガーリスの王都に向けて歩を進めようとした時、俺達の前に光輝く球体が現れ、その光が治まると、そこにはこの世界の創造神であるイルムが居た。

「お待ちしておりました。ワズ様と奥方様達」

「久し振り、イルム。約束通り、ちゃんと来たよ」

　軽く挨拶を交わし、奥さん達もイルムと挨拶を交わしていく。

　イルムは元の世界に戻った時に一緒だったので、奥さん達とも既に顔見知りである。

　そういえば、フロイドの妹だと教えたら随分と驚いていたっけ。

　約一年前の事を思い出していると、奥さん達と挨拶を交わし終えたイルムが声をかけてきた。

「それにしても、急な来訪でしたので、何もおもてなし出来ず申し訳ありません」

「いやいや、別に気にし」

「ですので、私の体で払います。……さぁ、好きなだけ私を戒いましめて下さい」

　そう言って、イルムが大事そうに鞭むちを取り出し、俺に渡そうとしてくる。

「せめて、最後まで言わせてっ！」

　……そういえば、こういう神様だったな。

「………………そういう趣味があったのか？　……夫殿なら、首輪ぐらいは許すけど」

　マオが顔を赤く染めて、モジモジしながら告げてくる。

　聞こえていただとぉ〜！

　他の奥さん達も、どうする？　と悩んでいるように見えた。

　違うよ！　俺にそういう趣味は無いから！

　………………奥さん達へ説明してきちんとわかって貰うのに、少し時間がかかった。

　そして、改めてイルムへと向き直る。

「そういうのはしないので、鞭は仕舞って下さい」

「……そうなんですか？　……でも、急に気が変わったりは？」

「しません」

　イルムが、しゅ〜ん……としながら鞭を仕舞う。

「それにしても、よく俺達がここに現れる事がわかりましたね」

「今日は鞭のしなりのキレが一段と増していましたので、ワズ様が現れるとこの鞭が教えてくれたのです」

　……関係性がわからない。

　俺が困惑していると、イルムが正直に答えてくれる。

「兄が教えてくれたのです」

　なるほど。気を利かせてくれたようで、ありがたい。

　俺は空へ視線を向け、祈るように手を重ねてフロイドへ感謝の気持ちを伝える。

　ありがたや……ありがたや……。

「あの、ワズ様。それだと、兄が既に亡くなっているように見えるのですが？」

「いやいや、そんな訳ないじゃない。それに、フロイドは、今頃ティアンと仲良く過ごしていると思うし」

「そうですね。兄には、漸く摑んだ幸せを逃がさないように頑張って欲しいです」

　うんうんと、皆で頷く。

　心から幸せを願っているので、フロイドには是非とも頑張って欲しい。

　そして、このままここで話し込むのも何なので、続きは王都でと移動を開始しようとした時、イルムが不思議そうに尋ねてきた。

「……えぇと、この前はきちんと話す事が出来ませんでしたし、そちらの方々も紹介して欲しいのですが？」

　そう言って、イルムが指し示したのは俺である。

　………………俺？　何で？

　はっ！　まさか、俺の中に別の人格があるとかだろうか？

　それを俺は認知していないというだけで………………は無いな。

　となると、イルムが誰の事を言っているのかわからない。

　首を傾かしげていると、俺の懐が光り輝いて五つの球体が飛び出し、その姿を現す。

「とうっ！　イルムシュタッドの世界に降臨！　愛しの光ひかり女め神がみ！」

「華麗に参上！　永遠の奴隷！　大だい地ち母ぼ神しん！」

「え、えっと……む、無敵に見参……戦いくさ女め神がみ」

「全てを包み込む大きな愛！　皆、私に委ねなさい！　海うみ女め神がみ！」

「……ゲーム大好き……働きたくない……空そら女め神がみ」

「よし！　王都に行こうか！」

「「「いやいやいやいや！」」」「……恥ずかしい」「……眠い」

　とりあえず見なかった事にして進もうとしたのだが、そんな俺達の前に光女神様、大地母神様、海女神様が即座に立ち塞がった。

　戦女神様は相当恥ずかしかったらしく、両手で顔を覆っているのだが、赤くなっているのが隠し切れていない。

　空女神様は立ったまま眠りそうで、体がゆらゆらと揺れていた。

　チラッと奥さん達の方を確認してみれば、俺に任せると微笑ほほえんでいる。

　というか、どこか楽しんでいるように見えた。

　それに、光女神様達は俺達を逃がすつもりがないようなので、イルムを呼んで俺の前に立たせ、希望通り紹介する。

「光女神様達、こちらがこの世界の創造神であるイルムシュタッド様です。それで、イルム。左から順に……こちらの世界の光女神様達です」

「雑い！　私達の紹介が雑いですよ、ワズさん！　私達の間にある絆きずなは固く深いモノのはずです」

「いや、でも、さっき自分達で名乗っていたし……大丈夫かな？　って」

　その言葉に、イルムが問題無いと頷く。

「はい、大丈夫ですよ。先程の自己紹介できちんと覚えましたから」

「ほらぁ〜」

「ほらぁ〜！　じゃ、ありません！　というか、そもそも距離が近いっ！」

　そう言って、光女神様が、俺とイルムの間に割って入る。

　その動きに合わせて、大地母神様と海女神様が俺の手を取って引き寄せ、戦女神様はどうすれば良いのかとアタフタし、空女神様は何事にも動じないように眠り始めようとしていた。

　いや、俺の前にイルムを立たせたのは、光女神様達ですよね？

「というか、この世界の創造神だか何だか知りませんけど、私達のワズさんの近いところに居るだけではなく、気軽に略称で呼ばれるとか、この世界の神々が許そうとも、私達が許しません！　……この泥棒神めっ！」

「「そうだっ！　そうだっ！」」

　光女神様の言葉に、大地母神様、海女神様が同意を示す。

「あっ！　ちなみに、イルムはフロイドの妹だから」

「「「何なりとお申し付け下さいませ！」」」

　光女神様、大地母神様、海女神様がイルムに向けて、深々と頭を下げる。

　突然の掌てのひら返しに驚き、俺は近くに居た戦女神様に尋ねた。

「……一体どういう事なんですか？　確かにイルムはフロイドの妹ですけど、世界が違うのだし、あまり関係無いんじゃ？」

「い、いや、確かに世界が違えばあまり関係は無いのだが、私達にとってみれば、直属の上司の妹君な上に、神格も上だ。好印象を持たれていた方が良いのは間違いない」

　自分も頭を下げた方が良いのかと、悩みながらもきちんと答えてくれる戦女神様。

　一方、空女神様はというと……とうとう眠り出した。

　カクン……カクン……と、一定のリズムで頭を上げ下げしている。

　支えた方が良いだろうか？

「あ、あの、頭を上げて下さい。別に気にしていませんから」

「「「ははっ！」」

　戸惑うようなイルムの言葉に、光女神様達が返事をして頭を上げる。

　すると、今度はイルムが頭を下げた。

「こちらこそ、いつも兄の世界を支えて頂き、誠にありがとうございます。大変ではありませんか？」

「「「いえいえいえいえいえ」」」

　滅相も無いと、光女神様が否定する。

　けれど、かなり必死感が出ているので、ちょっと怪しく思ってしまう。

　……でも、よくよく考えれば、フロイドは常に俺達の傍そばに居たし、創造神として何かしていたのだろうか？

　………………まぁ、別に良いか。

　何だかんだ何でも出来る執事なので、きっと上手くやっているのかもしれないし。

　そう思っていると、ふと気付いた。

「……あれ？　光女神様達……何か、薄くなってないですか？」

　何というか、こう……半透明というか、向こうが透けて見えるというか……。

　光女神様達が、しまった！　と、表情を歪ゆがめる。

「時間を忘れていたっ！」

「……時間？」

「ここは私達の世界とは違いますから、顕現するだけでも大量の力を消費していくのです。今の状態であれば、およそ三分で」

　光女神様が最後まで言う事なく、その姿が球体へと変わって、俺の中へと消えていく。

　それは光女神様だけではなく、他の女神様達も同様で、多分ギルドカード内に戻ったのだろう。

　………………うん。言いたい事は伝わった。

　でも、念のために光女神様達がどうなっているのか確認する。

　イルムシュタッドではギルドカードの役割が、「ステータスチェック」と念じれば良いだけなので、折角来た事だし、その方法で確認した。





「空女神は、何も気付いていない」

　………………Ｚｚｚ……。

　………………そこを左に行くと宝箱がある……。







「海女神は、自分だけは助かると思っている」

　まさか、創造神様の妹だったとはな……。

　けどまぁ、私はワズさんのお気に入り女神だし、取りなしてくれるのは間違いない。







「戦女神は、落ち着きを取り戻した」

　大丈夫じゃないかな？　あまり気にしているようには見えなかったし。

　それに、創造神様がそんな事をするとは思えない。







「大地母神は、自分だけは助かると思っている」

　……フッ。間違っていますよ、海女神様。

　ご主人様のお気に入りで、その身を賭して守ってくれる女神は、奴隷であるこの私だけです。







「光女神は、やれやれと頭かぶりを振った」

　全く、少々びくつき過ぎではありませんか？

　イルムシュタッド様も、創造神様も、そういう事をなさるような神ではありません。

　それに、皆さんは勘違いしているようですが、ワズさんの一番のお気に入りは私一択です！






　………………いつも通りだな。

　そう思って見ていると、文面が再び変化する。





「空女神は、楽しい夢を見ている」

　………………ふふふ……最短クリア……。







「戦女神は、もう寝たい」

　……なぁ、そろそろ限界だから寝ようよ。

　それに、顕現するだけで力の大半を消費したんだから、早く回復するためには休まないと。







「「「光女神、大地母神、海女神は、負けられない戦いをしている」」」

　ワズさん（様）の「正妻神」は、私だっ！






　………………やっぱりいつも通りだな。

　というか、「正妻神」って何？

　俺的には、戦女神様の言葉に賛成である。

　イルムシュタッドでは、顕現するだけで大量の力を使用するようだし、出来ればゆっくり休んでいて欲しい。

　その願いが通じたのか、またまた文面が変わる。





「「「光女神、大地母神、海女神は、力尽きたように崩れる」」」

　………………む、無念……。

　……Ｚｚｚ……。







「戦女神は、気苦労が絶えない」

　だから言ったのに……。

　全く……仕方ないな。ほら、そのまま眠ると体調を崩すぞ。

　………………。

　………………起きない。

　え？　私がベッドルームまで運ぶのか？






　………………。

　………………頑張って、戦女神様。

　きっと、光女神様達を、頑張ってベッドルームまで運ぶのだろう。

　戦女神様も疲れているはずなのに。

　そう思うと、涙が零こぼれそうになる。

「えっと、女神様達は大丈夫でしょうか？」

　ナミニッサが心配するように声をかけてきた。

　視線を移せば、奥さん達とイルムが心配そうな表情を浮かべていたので、俺は大丈夫だと伝えたのだが、ちょいちょい様子を見ておいた方が良いかもしれない。

　そして俺と奥さん達はイルムと共に、大国ガーリスの王都に向けて移動を開始した。








第二章　まずはご挨拶に行くのが基本だよね
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　特に何も起こらず、大国ガーリスの王都へと辿り着く。

　王都の中へと入るための門には多くの人が並んでいるため、俺達も当然並ぶのだが、よくよく考えてみれば、俺とファファルには武闘都市エスレアデに居るオドさんに作って貰った証明カードがあるけど、奥さん達にはそれが無い。

　それに、イルムも居るし……。

　どうしようかなぁ……と思うが、まぁ、いざという時は「転移」で中に入っても良いし、ここの王様であるオムロレルさんに伝えて貰えれば、どうにかしてくれるだろう。

　そう結論付けて、あとは奥さん達に大国ガーリスであった事を詳しく教えている間に、俺達の順番となった。

「次っ！　身元を証明す……る……」

　門兵さんが俺の顔を見て動きを止めたかと思えば、もの凄い勢いで目前まで迫り、そのまま平伏した。

　その動きに、他の門兵さん達も同じように動く。

「再びのご来訪、ありがとうございます。英雄ワズ様」

「「「お待ちしておりました」」」

　門兵さん達の言葉に、俺達の後ろに並んでいる人達が何事かと騒ぎ出す。

　奥さん達はまだ言葉がわからないため、どうしてこうなったのか理解……しているように見える！

　何か、俺を見て微笑みを浮かべているんだけど！

　けれど、起こってしまった事は仕方ないし、さすがにこのままという訳にもいかないので、俺は奥さん達に断りを入れて、門兵さん達へと話しかける。

「えっと……俺の事を知っているの？」

「これは失礼しました。私達は、約一年前の大魔王戦に参加していたのです。その時、英雄ワズ様が皆に結界を張った事を、あとで教えて貰いました。こうして私達の命があるのは、英雄ワズ様のおかげです。本当にありがとうございました」

「う、うん……わかったから……と、とりあえず立って下さい。……それと、英雄呼びは慣れてないので止やめて下さい」

「「「「ははっ！」」」」

　俺の言葉に従って、門兵さん達が立ち上がる。

　いやほんと、英雄とか柄では無いので、止めて下さい。

　普通に気軽に接してくれる方がありがたいです。

　確認する事は出来ないけど、きっと俺の顔は真っ赤になっているんだろうなぁ……。

　そう自覚していると、門兵さん達がスッと左右に分かれ、どうぞと門を指し示す。

「どうぞ、お通り下さい」

「えっと、大丈夫なんですか？　確認が必要でしょ？」

「問題ありません。この国でワズ様の事を知らない者は居ませんから」

　おぅ……そこまで俺の事が広がっているのか。

　でも、そこで甘える訳にはいかないので、俺は証明カードを門兵さんに見せ、確認させた後に尋ねる。

「それで何ですが、こちらに居る女性達は俺の奥さん達で、こちらの世界で証明するモノを持っていなくて……」

「なるほど、わかりました。では、ここで仮発行しておきますので、そちらをお持ち下さい。仮発行のモノは、きちんとしたモノを作った時、その担当者に渡して頂ければ大丈夫ですので」

「ありがとうございます」

「では、まずはこちらで手続きを」

　そして、門兵さんのあとに続いて、近くにあった部屋の中に入り、どうすれば良いのかを聞きながら、言葉がまだわからない奥さん達の代わりに、俺が仮カードを作っていく。

　イルムの分は必要無いんじゃないかと思ったのだが、本人がお願いしますと言うので、同じく作っておいた。

　……あれ？　イルムは言葉がわかるんだから、俺が作る必要は無かったんじゃ？

「ふふふ……これで私も、ワズ様一行の仲間入りですね」

　まぁ、喜んでいるようだし、別に良いか。

　これで問題は無いと、俺達は王都の中へと入った。

　とりあえず、ちゃんとしたのはオムロレルさんに頼んでみよう。





２






　王都の中は思っている以上に賑にぎわい、多くの人が居た。

　思えば、俺がこの王都の中を通ったのはルマルフが攻め込んだ時だったので、これが平常なのだろう。

「かなり活気のある王都ですね。見る限り、笑みを浮かべている方が多く、善政を行っているのがよくわかります」

　王都の賑わいを見て、ナミニッサがそう呟く。

　ナレリナも同意するように頷いていた。

　王族として、色々思うところがあるのだろう。

　そのまま王都の中を見ながら城へと向かおうとした時、頭上から声がかかった。

「そこで止まれっ！　只者でない事は雰囲気でわかる。ただ、相手が悪かったな。このルマルフの目から逃れる事は出来んぞ！　一体、どのような用件でここへと来た……のかぁ………………え？　あれ？」

「よっ！　久し振りだな、ルマルフ」

　空に浮かぶ元・魔王のルマルフに軽く声をかけると、ルマルフはゆっくりと下りてきて、そのまま俺の前で土下座する。

「生意気な事言ってすみませんでした〜！」

　周囲に轟く声量で、そう叫ぶ。

　その叫びを聞いた周囲の人達は、俺とルマルフを見てひそひそと呟き始める。

　暑くもないのに、だらだらと汗を搔いてしまう。

　………………。

　………………このままでは不ま味ずい。

「うん！　何やってんだよ、ルマルフ。俺達はそんな関係じゃないだろ？　ほら、もう敵対していない……というか、一緒に戦った仲間じゃないか！　でしょ？　だから、とりあえず立って……お願いだから」

「すみません！　ほんと、すみません！」

　おぅ。駄目だ。俺の声が届いていない。

　大丈夫だから！　ほんと、大丈夫だから！

　ここに闇女神さんは居ないから！

　けれど、ルマルフはすみませんと連呼するだけなので、俺は腕を摑んで無理矢理立たせる。

　そのまま握手を交わして、周囲に仲の良さを示す。

「ほらほら〜、俺達友達だろ？　全く、ほんと冗談が好きなんだから〜」

　その行動が功を奏したのか、周囲に居た人達は、何だ冗談かと普段の行動へと戻っていく。

　ほっと安堵した。

「うっ……ひぐっ……」

　………………何故か、ルマルフが泣いている。

　えぇ〜……何で〜？

「ちょっ！　何で泣いてんだよ？」

「ひゃじめて、ひょもひゃちが出来たからぁ……」

　え？　何だって？

　………………あぁ、初めて友達が出来たからか。

　………………俺が泣きそうになるんだけど。

「いや、初めてって、ズードとか居たでしょ？」

「あれは同僚」

　そう言うルマルフの表情は、至極真面目であった。

「あっ、うん。そっかぁ………………いや、他にも居るだろ？　例えば……ディソール達とか？」

　言ってて何だけど、まだ居るのだろうか？

　約一年前に、俺達と共に召喚されたディソール達。

　それに、ディソールの性格なら、ルマルフと友になっていてもおかしくないと思うんだけど？

「彼かれ等らからは、上司と部下の一線は必要だと言われ、深く関わらせてくれない」

　そう言うルマルフの表情は、酷ひどく寂しいモノだった。

　………………もう泣いて良いかな？

「………………というか、上司？　部下？　どゆ事？」

「そういえば、ワズ様達は元の世界に帰っていたのでしたね。実は、この一年の間に、私はこの王都の守護騎士団の団長になったのです。そして、その部下がディソール達です」

「………………」

「………………」

「………………もう一回言って？」

「王都の守護騎士団の団長になり、部下がディソール達です」

　………………どうやら、聞き間違いではないようだ。

　というか、元・魔王が王都の守護騎士団の団長になっているって……意味がわからない。

　この約一年の間に、一体何が起こったのだろう？

　とりあえず、その辺りの事を聞きながら、城へと向かうか。

　そして、奥さん達とイルムにルマルフとディソール達の事を教えつつ、ルマルフには俺の奥さん達の紹介をして、どうして団長になったのかを聞きながら城へと歩を進める。

　ルマルフの話によると、力の封印は既に解かれ、今はクリスタルの力を使用した契約によって、一応敵対行動を取らないように縛られているらしい。

　それで、あれから王都でお世話になり、元・魔王としての力を駆使して小さな諍いさかいや大きな悪事を裁いている内に、オムロレルさんから立場が必要だろうと今の役職を与えられたそうだ。

　王都内の巡回を主にしているそうだが、何か起これば即座に動く事が出来るように、オムロレルさん直轄の騎士団である。

　また、ディソール達はこの国の最大戦力の一角を担っているのだが、まだまだ精進したいとルマルフの下に付き、日々邁まい進しんしているそうだ。

　頑張っているんだなぁ。

　ちなみに、ルマルフから聞いた話によると、ディソールとこの国の姫であるオレリアさんは恋仲らしい。

　……ほっほぅ。これは会うのが楽しみだ。

　そうして話を聞いている間に城へと着き、そのままルマルフの案内で城内を進む。

　ルマルフはすれ違う兵士達から声をかけられ、そこに悪意や害意は感じられないので慕われているようだ。

　きっと、かなり頑張ったのだろう。

　中には俺の事を覚えている人も居て、感謝の言葉を伝えられる。

　そうして案内された部屋は謁見の間ではなく、オムロレルさんの私室のようだ。

「……謁見の間じゃないの？」

「あれ？　そちらの方が良かったですか？　何となくですが、目立つ事は止めておいた方が良さそうな気がしたのですが？」

　俺の中に稲妻が走る。

　考える前に、俺はルマルフの両肩をガシッと摑む。

「そうなんだよ！　ありがとう、ルマルフ。それに、この世界には新婚旅行で来たから、ゆっくりとしたかったんだ！　だから、ありがとう！」

「い、いえ。希望に沿う事が出来て良かったです」

　出来る！　この元・魔王は出来る者だよ！

　くっ！　わかってくれる者が居るとは。

　ルマルフの肩から手を離し、俺を目元を拭う。

　ただ、ルマルフが若干引き気味の表情を浮かべていたのが気になった。

　そして、ルマルフが扉をノックする。

「失礼致します。ルマルフです。大切なお客人達をお連れしました」

「………………大切なお客様というのは誰ですか？　ルマルフ団長」

　部屋の中から扉を開けてそう言ったのは、ディソールだった。

　そのディソールと目が合う。

「よっ、久し振り！　来ちゃった」

　ディソールの目が大きく見開き、俺の名を大きな声で叫ぼうとしたので、その前に叫ぶなと口元に人差し指を当てて、静かにと示す。

　ルマルフの気遣いを無駄にする訳にはいかない。

　すると、その意図が伝わったのか、ディソールが口を何度もパクパクとさせた後、ふぅ……と息を吐いて柔和な笑みを浮かべた。

「少々来るのが遅過ぎじゃないか？」

「まぁ、色々とやる事があったんだから仕方ないだろ？」

「そうか。でも、こうして再び出会えたんだ。来てくれて嬉しいよ」

　ディソールが手を差し出してきたので、その手を摑んで握手を交わす。

「オムロレル様、オレリア！　漸く来てくれたよ！」

　ほっほぉ〜う。オムロレルさんは様付けなのに、オレリアさんはそのままか。

　何やらニヤニヤしてしまうな。

　あとで奥さん達にもきちんと教えておかないと。

　そのまま全員で中へと入る。

　王宮らしい豪華な調度品が揃そろえられている部屋の中には、オムロレルさんとオレリアさんに、執事さんとメイドさんが一人ずつと、どうやらかなり内輪な集まりだったようだ。

　気が早いけど、一家団だん欒らんとか？

　オムロレルさんとオレリアさんが囲んでいるテーブルの上には、湯気が立ち上っているカップが三個あるので、つい先程までディソールもそこに居た事が窺える。

　俺の姿を確認したオムロレルさんとオレリアさんが立ち上がり、嬉しそうに笑みを浮かべながら、こちらへと歩いてきた。

「今か今かと待ちわびておりました、ワズ様。ようこそおいで下さいました」

「もしかして、ワズ様の後ろに居る方々は、ワズ様の奥方様達ですか？」

「ちょ、ちょっと待って貰って良いですか？」

　オムロレルさんと、奥さん達の方へと向かうオレリアさんを止める。

「すみません、奥さん達を紹介したいのですが、その前にこれと同じ物って、どうすれば手に入りますか？　それと、証明カードもお願いしたいのですが……」

　そう言って、まず俺は小指に嵌めている「翻訳の指輪」を見せる。

　それだけで、何を言いたいのかを理解したオムロレルさんが頷いた。

「なるほど。確かに先にそちらでしたな。カードと共に今直すぐ人数分用意しましょう」

　オムロレルさんが執事さんに指示を飛ばす。

　かしこまりましたと頭を下げて部屋から出て行く執事さんを見送った後、俺はオムロレルさんに尋ねる。

「えっと……良いんですか？」

「もちろんです。ワズ様はこの世界を救った英雄なのですから、このくらいの事はさせて下さい」

「ありがとうございます。正直助かります」

　そして、執事さんが指輪を持ってくるまでの間に、メイドさんが人数分の椅子とテーブルを用意してくれたので、そこで一息吐つく。

　翻訳の指輪とカードが届くと、奥さん達に嵌めて貰い、きちんと言葉が交わせるかを確認した後、カードに情報を登録して、漸くオムロレルさん達との話へと入る。

　まずは互いに自己紹介をし、俺と奥さん達がイルムシュタッドへと新婚旅行へ来た事を伝えた。

　その後は、奥さん達がオレリアさんと女同士の話を始め、イルムはそちらに交ざり、ファファルはルマルフとディソールを相手に一戦交えないかと交渉を開始している。

　ルマルフの表情は引ひき攣つっていたが、ディソールはどうやらやってみたいようだ。

　それを傍はた目めに、俺はオムロレルさんと言葉を交わす。

「王都の様子を見てきました。あれが、いつもの様子なのですね」

「大魔王戦から随分と時間はかかりましたが、漸くというところでしょうか」

「そうなんですね。それにしても、ルマルフがオムロレルさん直属の騎士団の団長になっているとは思いませんでしたけど」

「確かに出自は魔王であるし、最初は反対の声もありましたが、今は私の目は確かであったと確信しています。それに、ルマルフ自身の努力の結果でもあると思っています」

　思っている以上に信頼されているようで、ルマルフの頑張りが窺える。

　魔王の中で、唯一イルムシュタッドに残ったんだから、色々大変だったのだろう。

　ティアンとズードへの土産話が出来たなと思うと同時に、別の事を思い出す。

「そういえば、何で皆、イルムの事を平然と受け止めているんですか？　この世界の創造神ですよね？　別に神としての存在を消している訳でもないのに」

　そう、王都へと入ってから、イルムの事を気にしている者が余りにも少ないのだ。

　すると、オムロレルさんは何でもない事のように答える。

「あぁ、それでしたら、イルムシュタッド様がワズ様達を元の世界へと帰し戻ってくると同時に、この城の中でメイド修行を始めたいと申され、それを受けたからです。よくメイド修行に参られるので、その内慣れたといいますか……居おられるのが普通になったというか……」

「メ、メイド修行ですか？」

「はい。何でも、兄が執事をしているのなら、私はメイドになりましょうと、そう言っておられました」

「……は、はぁ」

　………………いやいやいや、ちょっと待って。

　もしかしてだけど、フロイドと同じように、俺のところに来ようとしている訳じゃないよね？

　というか、既にティアンがメイドとして居るんだけど、それは良いのだろうか？

　少し考えてみよう。

　………………新しいメイド……イルム……。

　………………。

　ある昼下がりに、外で優雅に紅茶を飲んでいる俺と、後方に控えるフロイド。

　そこで、フロイドの持っているティーポットの中の紅茶が切れ、ティアンとイルムが新しいティーポットを持ってくる。

　二人共が、自分で作ったヤツを満杯に入れて……。

　そこから始まるのは、どちらが美お味いしい紅茶であるかの審議……フロイドと共に……。

　あっ！　フロイドが新しい紅茶を一から入念に淹いれてきますと逃げた！

　残されるは、ティアンとイルムの板挟み状態で、精神を摩耗していく俺。

　美味しいよ！　どっちの紅茶も美味しいよ！

　駄目だ。これは選べないなぁ……。

　え？　それじゃ駄目なの？　必ず選べって？

　助けて下さい！　フロイド！　早く戻ってきて〜！

　………………。

　………………くっ！　俺の乏しい想像力では、駄目な未来しか想像出来ない！

　いやいやいやいや、まだ気が早い。

　そもそも、メイド修行をしているからといって、そのまま俺達のところに来るという訳ではないんだし。

　それに、兄の真似をしたがっている妹という可能性だってあるよね？　……ね？

　そう思っていると、紅茶で喉を潤したオムロレルさんが別の話を振ってくる。

「それにしても、新婚旅行とは羨ましい限りですな。イルムシュタッドにはどれ程滞在される予定なのですか？」

「………………はっ！　え、えっと、特に日数は決めていないです。各地を回る予定なので、かなり長期になるとは思いますが……」

「なるほど。各地を回る予定ですか……。となると、色々と物入りではないですか？　例えば、金銭とか？」

「そうなんですよね〜……」

　はぁ〜……と溜ため息いきを吐く。

　ほんと、それが一番の問題である。

　元の世界であればそれなりに蓄えはあるのだが、イルムシュタッドとなると使えるお金が一切無い事に、来てから気付いたのだ。

　フロイドがいくらか持ってはいるのだが、それを貰ってくるのを忘れていた。

「……何か、実入りの良い仕事とかありませんか？　魔物退治とか、そういうのでも大丈夫なんですが？」

　冒険者が居るのだし、そういう事で稼ごうかなとは考えていたのだが、念のため駄目元で尋ねてみる………………ていうか、王様に聞いてみるような事ではないな。

　だが、オムロレルさんは、待っていましたと言わんばかりの表情を浮かべた。

「実は、ワズ様にお願いしたい事があるのですが、それをして頂けるのであれば、新婚旅行の間に必要な金銭を用意しましょう。もちろん、余裕を持って」

「良いんですか？」

　俺としては、非常に助かるのだが。

　オムロレルさんは、柔和な笑みを浮かべて頷く。

「もちろん。そもそも、ワズ様は世界を救ったのですから、その報酬という訳ではありませんが、可能な限りの用立てするぐらいは簡単ですよ」

「ありがとうございます。それで、お願いしたいという事は何ですか？」

「『風』のクリスタルの結界を強化して欲しいのです」

　………………え？

「クリスタルの結界の強化ですか？」

「平和になった事で各地とも連絡を取り合い、他のクリスタルがどうなっているのかを聞いたのですが、何人も近寄る事も破る事も出来ない強力な結界が張られている事がわかりました」

　あぁ！　そういえば、ここにある「風」のクリスタル以外は、全部結界を張ったっけ。

「そして、情報を集めている内に、それがワズ様の張った結界であると教えられた」

「教えられた？　誰に？」

「武闘都市エスレアデに居るオドから」

　なるほど。

　確かに、オドさんの前で結界を張ったな。

「つまり、他のと同じように、強力な結界を張って欲しいという事ですか？」

「えぇ。やはり、クリスタルの力は強大ですので、おいそれと触れる事は出来ないようにして欲しいのです」

「わかりました。大丈夫ですよ」

　他の三つに張っているので、今更である。

　それに、クリスタルの力が悪用されないように、かなり強力な結界にしておこうかな。

　前回のは時間をかけられなかったというのもあるし、他の三つがあるところも寄る予定だから、同じようなのを張り直していくか。

「それじゃ、早速行きましょうか。その方が、オムロレルさんも安心するだろうし。……えっと、出来ればなんですけど、奥さん達にもクリスタルを見せてあげたいんですが、大丈夫ですか？」

「えぇ、さすがに触るのには要注意ですが、見るだけであれば問題はありません」

　そして、奥さん達に事情を説明し、全員で「風」のクリスタルがある場所へと向かう。

　クリスタルが置かれている場所は、この城の地下深くで、普通は罠わな満載の通路を通らないといけないのだが、緊急時で使用する安全な別の道があるそうで、今回はそこを通った。

　辿り着いたところには、神聖な雰囲気を覚える神殿があり、その中に「風」のクリスタルがあり、緑色の光が煌こう々こうと輝いて、見る者の心を吸い寄せる。

　クリスタルを初めて見る奥さん達は、目を奪われ、偶に綺麗と呟いていた。

　その間に、俺は「完全神格化」してクリスタルへと近寄り、強力な結界を張る。

　具体的には、イルムですら打ち破るのが困難な程の結界を。

　ただ、さすがに誰も入れないのは困る事があるかもしれないので、イルムとオムロレルさんと相談した結果、イルムが各クリスタルに対して、指定した人物のみ結界内へと入る事が許されるという形になった。

　イルムはこの世界の創造神だし、無難な選択だろう。

　また、指定した人物が心変わりする可能性もあるため、取り消しも可能にしている。

「風」のクリスタルの結界内へ入る事が許されているのは、現段階だと、オムロレルさんとオレリアさんだけという事になった。

　そして、オムロレルさんに張り終えた事を伝え、ついでとばかりにオススメの宿がないか尋ねると、以前ここで一泊だけした城の裏手にある小屋を勧められる。

　どうやら、俺が大人数で来るかもしれない事を見越して、増改築しているそうで、俺と奥さん達が充分快適に過ごせるように準備していてくれたそうだ。

　なので、ご厚意に甘える事にし、滞在する事になった小屋へと案内してくれるのは、久し振りに会うセリアスさんだった。

　どうやら、ディソールがいつの間にか呼んでくれたようで、挨拶を交わす。

「お久し振りです、セリアスさん」

「こうして再び会えた事を嬉しく思うよ、英雄ワズ様」

「……せめて、英雄は止めて下さい」

「ふふ、わかった」

　いきなりからかわれてしまったが、前よりも落ち着いているように感じる。

　奥さん達にもセリアスさんを紹介し、お世話になった事も伝えておいたのだが、その直後、何故か奥さん達だけで円陣を組んで、何やら相談事を始め出した。

「………………新しい奥さん候補でしょうか？」

「その可能性は否めませんね」

「大丈夫だ！　セリアスが良い女なのは、余が保証しよう」

　………………うん。聞かなかった事にしよう。

　というか、本人を目の前にしてやる事ではないような気がする。

　ほんと、奥さん達は、偶に抜けているんだから……まぁ、そこも可愛いのだが。

　すみませんと、セリアスさんへと視線を向けると、何故か頰を赤らめてもじもじしている。

　……先程までの落ち着きはどこへいってしまったのだろう。

「………………あの、セリアスさん？」

「ひゃいっ！」

　声をかけると、セリアスさんの体がビクッ！　と跳ねた。

　けれど、即座にこほんと咳払いして、自ら落ち着きを取り戻す。

「……で、では、ワズ様と奥方様達が宿泊する小屋へと案内しよう」

　そう言うセリアスさんの顔はまだ赤いのだが、そこに触れてはいけないのだろう。

　そして、小屋へと向かうまでの間に、落ち着きを取り戻したセリアスさんから色々と話を聞く。

　まず、セリアスさんは、ルマルフ率いる守護騎士団の一員になっていた。

　けれど、今はその任は解かれ、俺達がイルムシュタッドに居る間は、護衛の騎士というか、案内役として共に行動するように、オムロレルさんから仰せつかったそうだ。

　きっと、見知らぬ人より見知った人の方が安心だろうと、オムロレルさんが気を配ってくれたのだと思う。

　ありがたい。ありがたい。

　なので、どこか行きたい場所などがあれば、何でも言って下さいと言われたので、素直に頼ろうと思う。

　何しろ、前回はイルムシュタッドを駆け抜けたようなモノなので、どこに何があるのか全然わからないし。

　そして、案内された小屋は本当に増改築され、普通に大きな家へと変わり、中も広く、設備もきちんと行き届いていて、これなら快適に過ごす事が出来ると思う。

　さて、奥さん達とのんびり過ごしますか。
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　オムロレルさんからクリスタルの結界強化の報酬を貰い、お金の心配は無くなったので、セリアスさんの案内で王都の中を回ったり、食べ物を持って外に出て、綺麗な風景を眺めながら食べたりと、奥さん達と共にのんびりと過ごす。

　もちろん、お土産を買う事も忘れていない。

　買ったお土産は、メアルの時空間魔法の中に収納済だ。

　メギルさんが希望した酒は、どれが良いのかわからなかったので、店員のオススメにした。

　酒は飲まないからわからないんだよな。

　その間も、奥さん達が希望するので鍛錬は怠らないのだが、何故か日に日に鍛錬の希望者が増えていき、セリアスさんから始まり、ディソール、その仲間達、ルマルフと追加された。

　……まぁ、別に構わないけど。

　また、オムロレルさんとオレリアさんも時折見学しており、オレリアさんに至っては、ディソールが休憩時間になると優しく世話を焼いている。

　その光景に、俺と奥さん達はニヤニヤと生暖かい視線を送るのだが、ルマルフが自分も恋人が欲しいと、俺に泣きついてきた。

　………………友達は俺しかいないみたいな事を言っていたし、どうにかしてやりたい。

　ふと視線を外せば、ファファルとセリアスさんが模擬戦をしている時もある。

　まだまだファファルの方が強いのだが、セリアスさんも腕を上げているようで、二人は自然と笑みを浮かべ、満足しているように見えた。

　ただ、イルムシュタッドの人達を一番驚かせたのは、強いファファルよりも尚強いハオスイとカガネである。

　ファファルが、ハオスイやカガネと模擬戦をする時はかなり本気なので、周囲に影響が出ないように俺が結界を張らないといけないぐらいだ。

　そんな模擬戦を目の当たりにしたイルムシュタッドの人達は、呆ほうけるような表情を浮かべるのだが、その時、隣に居たルマルフがぼそっと呟く。

「………………敵対しなくて良かったぁ。……こちら側に付く判断をした自分を褒めてやりたい」

「何なら、ルマルフも、ハオスイやカガネとやってみるか？」

「死ねと？」

「いや、元とはいえ魔王なんだし、結構やり合えるんじゃないの？」

「フッ………………命が惜しいので辞退します」

　清すが々すがしい笑みだった。

　まぁ、別に強制はしないけど………………俺は。

　ただ、奥さん達がやり合ってみたいと言うのなら、絶対やらせようとは思っている。

　ルマルフはこの王都の守護騎士団の団長なんだし、強くなっておくに越した事はないだろう。

「………………何やら寒気がします」

「気のせいじゃないか？　今日は快晴だぞ」

　危ない危ない。

　勘が良いな、ルマルフ。

　そういえば、イルムの姿を見ないなと思えば、城でメイド修行をしていた。

　かなり真剣にやっている姿を見れば、さすがに止めろとは言えなかったが………………どこに仕えるつもりなのかを確認しておいた方が良いかもしれない。

　けど、聞いたら終わりのような………………うん。後回しにしよう。

　今ならまだ、聞いていなかったという事で回避する事が出来るかもしれないし。

　そんな日々の中、俺が一番興奮したのは、この世界での移動手段の一つである、「飛空艇」を見せられた時だった。

　大きな船体に、鳥のような羽が付き、プロペラと呼ばれる装置がいくつも付いている。

　え？　何これ？　船が空を飛ぶの？

　そう思うのだが、実際に飛ぶ姿を見せられると納得するしかない。

　仕組みは、風の魔石を使っているという事だけは理解出来た。

　奥さん達と共に実際に乗せて貰い、空を飛んだ時は圧巻で、元の世界でもこれ造れないかなぁ……と思っていると、どうやらカガネが仕組みを理解したそうで、帰ったら造ってみると教えてくれた。

　手伝える事があれば、何でも言ってくれと返しておく。

　ただ、感動と同時に、ふと思う。

　………………あれ？　前の時に飛空艇があったら……と。

　………………いやいやいやいや。

　まず、龍のナーゼとは速さが違うし、目的地の方向だってわからなかったのだ。

　だから、ナーゼと共に動いた事は間違っていない。……うん。

　………………あっ！　そういえば、ナーゼは元気だろうか？

　新婚旅行の間に、一度会いに行こうと思った。
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　ある日の朝、俺が起きるのと同時に、メイド姿のイルムが部屋の中へと入ってきた。

「あれ？　もう起きてしまったのですか？　ご主人様」

　………………。

　………………。

　………………いくら寝起きで頭が働かないといっても、わかる事はわかる。

　まず、俺は別にイルムのご主人様になった覚えは無いし、そもそも、どうしてメイド姿で部屋の中に入ってきたのだろう。

　もちろん、昨日も施錠はきちんとしたはずなのに……。

　俺が寝泊まりする部屋の鍵はどうなっているのかと問いたい。

　皆、鍵開けのスキルみたいなモノでも得ているだろうか？

　………………。

　………………う〜ん。やっぱり頭が働かない。

　変な事ばかり考えてしまう。

　でも、とりあえず、言う事は言っておかないと。

「……おはようございます」

「おはようございます、ご主人様」

　………………うん。ご主人様じゃないから。

　そう思いながら、俺は周囲を確認する。

「……あれ？　奥さん達は？」

　昨日……というか、ほぼ毎日、奥さん達と一緒に寝ているんだけど、今は誰も居ない。

「それでしたら、今日は自分達で朝食を作ると、城の厨ちゆう房ぼうに居られます」

「………………そっかぁ」

　それだったら、別に起こしてくれても良かったんだけど。

　ベッドから下り、イルムへと視線を向ける。

「……それで、イルムはどうしてここへ？　メイド修行しているんじゃないの？」

「はい。ご主人様を起こすのもメイドの嗜たしなみなので、実践してみようかと」

　そんな嗜みは忘れてしまえ！

　というか、そんな嗜みはどこにも無いと思うんだけど！

「それじゃ、イルムは俺を起こしに来た訳だ」

「はい。それと……」

　そう言って、イルムが頰を赤く染めながら鞭を取り出し、敬うように両掌に載せ、俺へ渡すように差し出してくる。

「実は昨日、皿を一枚割ってしまいました。ですので、朝の躾しつけをお願いします」

　………………。

　………………うん。朝のというか、今まで一回もした事無いよね？

　何となくだけど、皿を割ったというのも、口実を作るためにわざとのような気がしたので、お仕置きが必要だと俺は鞭を摑む。

　イルムの顔が、ぱぁっ！　と輝く。

　そのまま俺は、窓に向けて鞭を放り投げる。

「誰がやるかぁ！」

「させません！」

　鞭が窓から飛び出す前に、イルムが空中で摑んだ。

　何っ！　そんな馬鹿な！

　フロイドでも無理だったというのに………………イルムの方が優秀という事なのだろうか？

　イルムは、鞭に傷が付いていないかを入念に確認した後、優しく仕舞う。

　……何だろう。俺は別に意識している訳ではないのだが、やはり兄妹と言うべきか、段々と同じように相手をしてしまう自分が居た。

　………………いや、きっと寝起きだからだろう。きっとそうだ。

「……えっと、それじゃ、もう行っても良いですか？」

「すみません。実は、お伝えしなければならない事があり、こうして来たのでございます」

「何でしょうか？」

「はい。先程、ワズ様のステータスを更新させて頂きました」

　……ふ〜ん。更新したのか。

　でも、あんまり見る気がしないのは、多分、文字である事に変わりはないからだろう。

　だが、イルムはニッコリと微笑みを向けてくる。

「安心して下さい。兄と相談しながら、ワズ様が望んだように『数字』で表示しております。ただ、兄に教わりながらでしたので、少々簡単な表現になってしまいましたが、これから頑張らせて頂きます」

「何だってっ！」

　一気に目が覚める。

　す、すすすすすす、数字表示になっただって！

　そ、そんな馬鹿な！　俺のステータスは、文字表示が標準だったはずなのに……。

「………………本当に？」

「はい。本当に」

「………………噓じゃなく？」

「噓ではないです」

　よ、よし……そこまで言うのなら、確認してみようじゃないか。

　いざとなると緊張してしまうので、大きく息を吸って〜……吐いて〜………………よし！

　俺は「ステータスチェック」と念じた。
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ＨＰ：２４０３２５１３４１１２　　　　　　　　ＭＰ：２２９４１２３１４３６１０５９２５１１２




ＳＴＲ：１２４２２４０４２２６２４３３１４３　ＶＩＴ：４３１３３２０４５１１２

ＩＮＴ：６２４３８５１３５１１２　　　　　　　ＭＮＤ：２２３３０４４３２１５１１２

ＡＧＩ：４２８５４３６１０５８１　　　　　　　ＤＥＸ：２５０４４３４５０４６１０３４５０４






　……とりあえず、何か得た訳ではないので、スキルは割愛する。

　ただ、重要なのは、俺のステータスが念願の表記になったという事である。

　やった！　やったぜ！　とうとうやったな！

　これが俺のステータスか……。

　夢ではないのかと、何度も確認してみるが、間違いなかった。

　………………。

　………………。

　………………ん？　これ、おかしくない？

　何度も確認する内に、おかしい部分に気付く。

　それは、「ＭＰ」の部分。

　自分で言っていて悲しいが、俺に魔力は無い。

　なのに、ある。

　これは変だ。おかしい。絶対おかしい。

　どういう事だろうと考えていると、イルムが満面の笑みで告げる。

「どうですか？　頑張って、『数字』表示してみましたが？」

　そう、確かに「数字」表示に……数字………………数字？

　ん？　何か、言葉がおかしくないか？

　こういうのって、「数値」って言うんじゃ………………。

　………………。

　確信は無い……確信は無いけど、俺は覚悟を決めて尋ねる。

「一つ確認したいんだけど」

「何でしょうか？」

　俺は「ステータスオープン」と念じて、イルムに見せながら、「ＨＰ」の部分を指し示す。

「……これで、何て読むの？」

「『健康体』です」

　………………。

「本当に苦労しました。兄に教わりながらでしたが」

　そう言うイルムは、どこか誇らしげな表情を浮かべる。

「………………えっと、詳しく教えてくれる？」

「はい。兄が言うには、どこか別の世界の、例えば……11だと『あ』で、12だと『い』と、数字で文字を表現する技法があるそうで、それを用いました。何でも、二つの数字の組み合わせで、全ての文字を示す事が出来るそうです」

　……なるほど。フロイドが関わっている訳か。

　それだけで納得してしまう自分が居た。

「……それじゃ、このステータスを元の表示に戻すとどうなるの？」

「元にですか？　少々お待ち下さい」

　イルムが両手を空中へと向け、何かを操作するように指先を動かしていく。

　………………端から見ると、何やら危ない人に見えるな。

　そう思っている内に、イルムの手が止まり、俺にニッコリと微笑む。

「書き直しましたので、確認をお願いします」

「わかりました」

　終わったようなので、改めて確認してみる。





名前：ワズ　　　種族：人族（今は）　　　年齢：十九歳

ＨＰ：健康体　　　　　　ＭＰ：綺麗さっぱり無い




ＳＴＲ：一撃必殺　　　　ＶＩＴ：通じない

ＩＮＴ：必要無い　　　　ＭＮＤ：傷付かない

ＡＧＩ：ちょっぱや　　　ＤＥＸ：ゴッドハンド






　………………。

　………………うん。もう見慣れているおかげか、こちらの方がわかりやすいと思ってしまう。

　というか、もの凄く簡潔に書かれているけど……そういえば、イルムが簡単な表示になっていると言っていたな。

　それに、ところどころ、フロイドが関わっている形跡がある。

　ちょっぱやとか……ゴッドハンドとか………………意味はわからないけど。

　……ただ、これから頑張るとか言っていたような。

　………………。

　………………よし、もう諦めよう。

　好きにすれば良いじゃないか。

　なので、俺はイルムに向かって深々と頭を下げる。

「……数字はもう大丈夫なので、これまで通りでお願いします」

「そうですか？　まぁ、ワズ様がそう言うのであれば、今後もこれでいきましょう」

　イルムが、グッ！　と、親指を立てる。

　なので、俺も力なく親指を立てた。

　そして、イルムと共に朝食を頂きに行く。

　ちなみに、光女神様達は、まだぐーすかと眠っているという事が表示されていた。





３






　数日後、俺はルマルフと共に王都内をぶらりと散歩する。

　奥さん達は、オレリアさんやセリアスさん、あとはイルムと、城のメイド達と一緒に、「女子会」なるモノを催していた。

　そこは男性が立ち入り禁止らしいので、俺は仕方なく王都内をぶらつこうとしたところ、ルマルフが巡回に向かう姿を運良く見つけたため、そこへ加わる事にしたのだ。

　……一人で背中が寂しそうに見えたというのもある。

「……何か事件でも起きないかなぁ」

「物騒な事を言わないで下さい。そもそも、ワズ様が口にしてしまうと、本当に起こりそうで」

「失礼な！　俺だってそうそう何かを起こして……起こして………………」

「そこで沈黙すると、事実だと認める事になってしまうような」

「……まぁ、否定は……し辛づらいと思う」

　ルマルフが、えぇ〜……と微妙そうな顔をして、俺から少し距離を取った。

　いやいや、俺達はもう友達になったんだから一緒に巻き込まれようぜ！

　開いた距離の分、詰める。

　すると、突然声をかけられた。

「お兄さん達、そろそろお昼だけどウチの宿屋の食堂でご飯食べていかない？　お母さんの作る料理は美味しいよ！」

　視線を向けると、そこには黒髪の少女が居た。

　十一、二歳くらいの幼さが残る顔立ちの少女で、思わず気を許してしまいそうな、人懐っこい笑みを浮かべてこちらを見ている。

「……どうする？」

「いや、私は別にどこでも構いませんけど……そもそも、これまで一人で食べていたので、どこでも同じでしたから」

　泣きそうになるから、そういう事を言うのは止めて下さい。

　別に嫌われているという訳でもなさそうなのに、どうしてだろう……。

　やっぱりアレかな？

　守護騎士団の団長という立場だから気を遣ってしまい、空回りしているのかもしれない。

　どうするべきかと頭を悩ませていると、ルマルフが俺に視線を向けていた。

　……とりあえず今は、昼ご飯を一緒に食べるとするか。

　そうと決めれば、これも何かの縁だろうと、その宿屋の食堂で頂く事にして、黒髪の少女の案内で向かう。

　案内された場所は、大通りから少し離れてはいるが、まだまだ多くの人が行き来しているところにある宿屋だった。

　外観は二階建てで、長く丁寧に使われてきたのか、それなりに趣がある。

「ここが？」

「そうだよ！　ここが王都一番の老舗宿屋！　『大だい地ちの息い吹ぶき亭てい』だよ！」

　黒髪の少女の言葉に俺とルマルフがへぇ〜と頷いていると、その宿屋の扉が開かれて、女性が出て来た。

　顔立ちは非常に整っていて、体付きも良いけれど、人目を一番惹き付けるのは、長く艶々とした黒髪だろう。

　恐らく、この女性は──。

「お母さ〜ん！　お客様連れて来たよ〜！」

　黒髪の少女が、女性に向けて駆けていく。

　やっぱり親子だったか。

　そう思った時、隣で倒れる音が聞こえた。

　視線を向ければ、ルマルフが泡を吹いて倒れている。

　………………。

「………………どうしたぁ〜！」

　ルマルフの様子を確認すると、どうやら気絶しているだけのようだ。

　どうしていきなり気絶したのかはわからないけど、とりあえずルマルフを担いで、黒髪の親子に誘導されながら宿屋「大地の息吹亭」の食堂へと入る。

　食堂に居た人達からは、どうしたのだろうかと不思議そうな視線を向けられるが、まずはルマルフを休ませるのが先なので、適当に空いている席へと座らせた。

「その内気が付くと思うので、とりあえず水を貰えますか？」

「わかりました」

　お願いしますと頭を下げると、黒髪の親子が用意するために食堂の奥へと引っ込んでいく。

　ちゃんとした注文は、ルマルフが目覚めてからでも良いだろう。

　それまでの間、食堂内を見回す。

　綺麗に掃除されていて、清潔感を抱く。

　まだお昼前なので席は半分くらいしか埋まっていないが、皆楽しそうに食事をしている。

　……見ているだけでお腹なかが空すいてきた。

　運ばれた水で空腹をごまかしつつ、ルマルフが目覚めるのを待つ。

　というか、この王都の守護騎士団の団長が気絶したままで大丈夫なのだろうか？

　………………耳を澄ましてみる。

　………………。

　………………争いの音は聞こえない。

　うん、大丈夫だ。王都は平和である。

　内心で平和な事を喜んでいると、ルマルフが目を覚ました。

「……う、う〜ん……ここは？」

「宿屋の食堂だよ」

「宿屋？　食堂？　………………あぁ！」

　何か納得したような声を出した途端、ルマルフはカタカタと震え始めた。

「………………どしたの？」

「……駄目なんです。あれ以来、長い黒髪を見るだけで震えが……」

　闇女神さんにボコられた影響が、まだ残っているという訳か。

「あの人は闇女神さんじゃないから大丈夫だって。それに、闇女神さんはイルムシュタッドに居ないから」

「……わかってはいるのですが」

　ルマルフが力無い笑みを浮かべる。

　う〜ん……どうにかしてあげたいけど、どうすれば良いのだろう？

「あっ！　お兄さん起きたみたいだね。突然倒れたけど大丈夫なの？」

　ルマルフの事を考えていると、黒髪の少女が声をかけてきた。

「あぁ、心配をかけたようだが、もう大丈夫だ」

　黒髪の少女を安心させるように、ルマルフが声をかける。

　どうやら、長い黒髪でなければ大丈夫なようだ。

「そっか。なら良かった。それでどうしますか？　ご飯食べていく？」

「あぁ、頂こう」

　ルマルフがそのまま注文を出すので、俺も同じく注文をする。

　どれが良いかはわからないので、オススメでお願いしておいた。

　きっと、今はお腹が空いているから良い案が浮かばないのだろう。

　なので、まずは腹ごしらえだ。

　実際、注文した料理は非常に美味しかった。

　美味しく頂きながら、黒髪の少女とも会話を交わす。

　まず、黒髪の少女の名は「テレホ」で、母親の名前は「ティフィ」である。

　父親は既に亡くなっているそうで、この宿屋「大地の息吹亭」は、ティフィさんが一人で切り盛りし、テレホはそのお手伝いをしているそうだ。

　ご近所さんもお手伝いしているそうで、なんとかやっているらしい。

　くっ！　泣かせるんじゃないよ！

「……ぐふっ……ぐじゅ」

　隣を見れば、ルマルフはめっちゃ泣いていた。

　余りにも泣いていたので俺は冷静になり、テレホは引いている。

「ほらほら、鼻をチーンてしなさい。チーンて」

「ぐふっ……ずまん」

　俺からティッシュを渡されたルマルフが、鼻をチーンする。

「ほらほら、まずはご飯食べよ？　美味しいからさ」

「うん。食べる」

　ルマルフが大人しくご飯を食べ出す。

　………………本当に元・魔王なの？

　色々と疑問に思ってしまうが、美味しいご飯の前では無意味である。

　そのあとは、美味しくご飯を頂き、非常に満足しながらルマルフと共に巡回へと戻った。




　それから数日後、ルマルフが俺を訪ねてくる。

　利用している家のリビングに招いて、どうかしたのかと尋ねた。

「どうしたの？　急に」

「……ワズ様であれば色々と知っていると思い、出来れば教えて頂きたい事がありまして」

「何を？」

「えぇと……どこから話せば良いのか………………まずはそうですね。私はあれから『大地の息吹亭』に通い詰めていまして」

　……ん？　「大地の息吹亭」？

　それって確か、黒髪の母子が営んでいる宿屋で、ご飯が美味しかったところだったな。

　………………。

「え？　それって……大丈夫なの？」

「今でも思い出すだけで震えが来ます。……ですが、あの女性の作る料理の味は私の好みそのものでして、通わずにはいられないのです」

　長い黒髪の女性が怖いというのに、それだけ気に入ったという事なのだろう。

「それで？　そういう話が出るって事は、教えて欲しい事というのは、あの宿屋が関係しているのか？」

「はい。『大地の息吹亭』へ通う内に、テレホとも仲良くなったのですが」

　テレホって、確か娘さんの方だったな。

「話す内容の一つに、必ず『宿屋道』という謎で難解な話が入るのです。……一体、『宿屋道』とは何なのでしょうか？　テレホと仲良くなった以上、きちんと知っておきたいのです」

　………………。

　………………ルマルフの考えは立派だと思うけど、イルムシュタッドでもそれを聞く事になるとは思わなかった。

　俺は頭を抱える。

　えぇ〜、どうする？　ルーラを連れて来る？

　……でもなぁ、何となくだけど、ルーラとテレホが出会うと、「宿屋道」に関する話が止まらないような気がした。

　けれど、ルーラもテレホも喜ぶ事は間違いないし、ルマルフだって知る事が出来る訳だから、誰にも損は無いという、良い事尽ずくめなのは間違いない。

　………………まっ、それを考えるのはあとでも良いか。

　とりあえず今は、俺が知っている範囲の「宿屋道」に関する事を、ルマルフに教える。

　それだけで今日が終わったけど、ルマルフは何となく理解出来たと喜んでいた。




　後日、今度はルマルフから、「宿屋道」の話を楽しそうに振られる。

　どうやら、テレホから更に詳しい話を聞いて、副業として宿屋を経営してみようかと思っているらしい。

　なので、団長としての仕事をきちんとしてから考えろと言っておいた。








第四章　とあるハイ・エロフに希望を
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　数日後、俺と奥さん達は、他の地域がどうなっているのかを聞くために、オムロレルさんの私室に居た。

　俺とオムロレルさんが話をしている間、奥さん達はオレリアさんと話している。

　偶に聞こえてくる内容からして、色々と名産品的な事を聞いているようだ。

　お土産の参考にしているのかな？

　そっちに関しては任せる事にして、俺はオムロレルさんからクリスタルがあるところを重点的に聞く。

「水」のクリスタルがある水の都ガルドレーンでは、現在、生き残りの王族と名乗る者が、クリスタルを手中にせんと、かなり躍起になっているらしい。

「火」のクリスタルがある武闘都市エスレアデでは、変わらずオドさんが上手く取りなしているそうだ。

「土」のクリスタルがある地下迷宮は、踏破に挑む者も居るらしいが、元々簡単に行けるような場所ではないので、誰も手出しが出来ていないとの事。

　まぁ、そもそも誰も俺の張った結界を突破出来ないため、各クリスタルは安全ですと、オムロレルさんが最後に付け足す。

　けどまぁ、どこか不穏と思えるのは、次に行こうとした水の都ガルドレーンか。

　何も問題が起こらないと良いんだけど。

　そうして、そのままオムロレルさんから、イルムシュタッドについて色々聞いていると、いきなり扉が開かれた。

「し、失礼します！」

　息も絶え絶えな兵士さんが入室してきて、その様子から切羽詰まっているのがわかる。

　一体何事だろう？

　兵士さんは、オムロレルさんの姿を見つけると、そのまま跪ひざまずく。

　オムロレルさんは兵士さんに視線を向けるのだが、どこか疲れたような表情を浮かべていた。

「……まさか、またか？」

「はっ！　現在、ルマルフ様を筆頭に、守護騎士団の方々が赴いていますが止まりそうにありません。ですので、我々兵士団も向かい、どうにか仲裁しているような状況です」

「……そうか。報告ご苦労」

「はっ！」

　兵士さんは、それだけ告げて部屋から出て行った。

　オムロレルさんはどっと疲れたのか、椅子に深く座って大きく息を吐く。

　俺と奥さん達は一体何事だと思うのだが、何も言ってこないという事は、緊急性は無いのかもしれない。

　オレリアさんは、オムロレルさんを労いたわるように肩を揉もんでいる。

　このまま何も聞かないのも気になるので、思い切って尋ねた。

「オムロレルさん、一体何事なんですか？」

「……実はここ数か月の間、この王都前の平原で二つの種族が争いを起こしているのです」

　聞いておいて何だけど、面倒事の予感がした。

　オムロレルさんが続きを言う前に再び扉が開かれ、先程とは別の兵士さんが入ってきた。

「失礼します。追加報告です」

「話せ」

「はっ！　エルフ、ダークエルフ共に平原で陣を形成。本日はそのまま準備に入る模様です。ルマルフ様の話では、規模から推測して、近い内に本格衝突を起こすと思われるとの事です」

「……そうか、ご苦労。……ルマルフとディソールを呼んでくれ」

「はっ！」

　兵士さんが退室し、オムロレルさんは、ますます疲れた表情を浮かべる。

　……エルフ？　ダークエルフ？

　………………どゆ事？

　色々と聞きたいけれど、ルマルフとディソールが来るのを待つ事にしたのだが、エルフと聞いて、サローナがどこかそわそわしているように見えた。




　場所を会議室のような部屋に移し、ルマルフとディソールも合流したので、俺と奥さん達は話を伺う。

　何でも、数か月前から王都前の平原で、エルフとダークエルフが争いを起こし出したそうだ。

　どうして王都前の平原なのかは、立地的な問題。

　ダークエルフの森、王都前の平原、エルフの森と、丁度挟まれるような中間的な位置に平原があるそうで、何故争いが起こっているのかというと、どちらが相手を治めるかの戦いなんだと。

　元々は、エルフとダークエルフの二つの種族を統治する一人のハイエルフが居たのだが、その人物は大魔王戦の時に、俺が駆けつける前にやられてしまったそうだ。

　治める者が居なくなったエルフとダークエルフは、次期統治者は自分達の種族からと、争いを繰り返して、最初は小競り合いだったのだが、次第にその規模が大きくなっていき、今はとうとう種族の大半が参加しているらしい。

「話し合いで解決出来ないんですか？」

　話を聞き終えた俺は、ルマルフに尋ねる。

　一応、この件の最高責任者らしい。

　出世した事で、色々苦労しているんだなと思った。

　……副業に宿屋は出来ないんじゃないか？

　すると、ルマルフもどこか疲れた表情を浮かべて答える。

「……それが出来るのなら苦労はしていません。何と言えば良いのか、現在の族長は共に女性なのですが、どちらも戦力至上主義の強さを尊んでいるのです。恐らく、元々治めていたハイエルフが戦いで死んだからこそ、より強さを求めるようになったのではないかと思われます」

　……何だろう。一気に相対したくないと思った。

「……毎度毎度、仲裁する私の事も考えて欲しいものです」

　そう言って、ルマルフが大きく溜息を吐いた。

　お疲れ様です。

「それで、中々決着がつかないから、とうとう全面衝突にまで話がいったと？」

「あぁ。そういう事になる」

　ディソールが俺の言葉を肯定した。

「……もうルマルフが介入して、そのまま統治しちゃえば？」

「それは出来ないのです」

　オムロレルさんが断言する。

　え？　何で？

　だって、ルマルフは仮にも元・魔王だし、エルフとダークエルフが強さを求めるのなら、充分だと思うのだが……一体どういう事だと、俺はルマルフへと視線を向ける。

「確かに、倒す事は出来ます。ですが、両種族が望む統治者は、エルフかダークエルフ、もしくはハイエルフでないと認めないと、既に回答を得ています」

　……おぅ。何てこった。

　俺の視線は、自然とサローナへと向く。

　というか、この場に居るサローナ以外の全員が同じように視線を向けていた。

　サローナは自分に視線が集まっている事がわかり、耳まで赤くなっている。

　恥ずかしいのかな。

「………………」

『………………』

「………………絶対に嫌だ」

　はい。決定。

　サローナが嫌と言うのなら、俺は断固拒否します。

　というか、確かにサローナの今の強さなら、多分両種族を相手取っても勝てると思うけど、そうなると、ここに残る事になる。

　サローナもそれがわかっているからこそ、拒否したのだろう。

　もちろん俺も嫌だ。

　なので、話も聞いたし、これはこの国の人達に任せる事にして、俺と奥さん達は退出しようかと思っていると、何故か全員がこちらへと視線を向けていた。

　………………。

　………………念のため、俺は自分の後ろを振り返って確認する。

　うん。誰も居ない。

「……何で俺を見るの？」

「いや、ワズ様であれば、それでもどうにか出来るのではないかと？」

「信じております」

「正直言って、もう手詰まりだから、どうにか出来ないだろうか？」

「お願いします。助けて下さい」

　オムロレルさん、オレリアさん、ディソール、ルマルフが、懇願するように言ってくる。

　奥さん達も、どうにか出来ませんかと、目で言っていた。

　………………。

「………………まぁ、手が無い訳ではないけど」

『お願いします！』

　オムロレルさん達が、揃って頭を下げる。

　奥さん達も、これでもう大丈夫だと、どこか安堵しているように見えた。

　仕方ない。あいつを連れてくるか。
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　という訳で、エルフとダークエルフの争いを治めるのに必要な人物を迎えに行くため、俺は「世界間転移」を使用して元の世界へと帰った。

　あいつを連れてくるだけなので、奥さん達はそのままイルムシュタッドに残っている。

「ふぅ……」

　周囲を確認して、きちんと戻れた事に安堵した。

　と、そこで気付く。

　今俺が立っている場所は、出発地点でもあるラグニールの城の近くなのだが、よくよく思い出してみれば、「世界間転移」は狙った人物のところへ飛ぶ事が出来る。

　………………二度手間か。

　ちょっとげんなりとしながら、もう一度「世界間転移」を行い、目的の人物のところへと飛ぶ。

　飛んだ先は、森の中だった。

　さてと、今回は近くに飛んだから、この辺りに居るはずなんだけど……。

　周囲を少し歩くと、戦闘音が耳に届く。

　聞こえた方へ向かうと、そこは森の中の開けた場所で、数十人の男性エルフが鍛錬を行っている。その中に女性エルフの姿は何故か見かけなかったが、目的の人物は居た。

　何やら、鍛錬を行っている男性エルフ達を熱心に指導しているように見える。

　………………あれ？　いやいやいやいや、そんな奴じゃなかったと思うんだけど。

　………………。

　………………まぁ、良いか。

　とりあえず、声をかけようと一歩前に踏み出した時、逆に真横から声をかけられる。

「おや？　ワズ様ではないですか。どうしてここに？　もうイルムシュタッドから戻られたのですか？」

「………………」

　声をかけられた方へと、ゆっくりと顔を向ける。

　いやいや、まさかまさか。

　こんな事、ある訳無いと思いながら。

「………………そっちこそ、どうしてここに居るんだ？」

　そこに居たのは、フロイドとティアンだった。

「ティアンにこの世界をきちんと見せるため、観光している最中でございます。基本的には大陸を一周する予定ですが、その中で私達と関わりが深い者を紹介しておこうと思い、ここへと来ました」

「新しい世界というのは、見るモノ全てが新鮮で良いですね」

　そう言って、フロイドとティアンが笑みを浮かべ合う。

　幸せそうで何よりだ。

「それで、ワズ様はどうしてここに？　奥方様達も居られないようですが？」

「あぁ、それな。実は……」

　俺は、フロイドとティアンに、どうしてここに来たのかを教える。

　かくかくしかじか……。

　すると、聞き終えたフロイドが顎に手を当てて、どこか難しい表情を浮かべる。

　いやいや、止めよ。そういうの。

「……何か、問題があるのか？」

「問題というべきか、どう申せば良いでしょうか……」

　そう言ってフロイドが何やら考え出すと、ティアンは一体誰の事を言っているのだろうと、不思議そうな表情を浮かべている。

　すると、フロイドがポンと手を打つ。

「実際に会って頂ければわかるかと」

　そして、フロイドとティアンと共に、俺は目的の人物の下へと向かって気軽に声をかけた。

「よっ！　久し振りだな、ルト」

　声をかけられた目的の人物──ハイ・エロフと自称するハイエルフ、ルトは、俺達の事に気付くと、指導していた男性エルフ達に一声かけてから、こちらへと来る。

「あぁ、久し振りだな、ワズ。それと、そちらの女性は誰なのかな？　先程フロイドが挨拶してきた時は居なかったが……」

「ティアンと申します。フロイド様と共に生き、ワズ様に仕えるメイドでございます」

「これはご丁寧にありがとうございます。ワズとは友達付き合いをしている、ハイエルフのルトと言います。宜よろしくお願います」

　ティアンの自己紹介に、ルトが丁寧に返す。

　………………。

　………………ん？　んん？　今、ルトは何て言った？

「いやいや、お前は自称ハイ・エロフだろ？」

　ルトの自己紹介に疑問を持ったので尋ねると、どこか遠くを見るように視線を空へと向け、フッと笑みを浮かべた。

「……そう言っていた時もあったな。恥ずかしい過去だ。もう忘れてくれ」

「………………誰だ、お前？」

　偽者か！　今、目の前に居るのは偽者か！

　俺が知っているルトは、女性エルフが大好き過ぎて里から追い出されたようなハイ・エロフだ。

　しかも、自分のその生き方を誇りに思っているはずである。

　なのに、それを否定するなんて！

「誰だって酷いな、ワズ。私は私だよ」

　ルトがこれまで見た事が無い爽やかな笑みを浮かべる。

「確かに、前の私とは違っているから戸惑う気持ちもわかる。けれど、私は決めたのだ。これからは、後進のために動こうと」

「だから、エルフ達の指導をしているのか？」

「その通りさ」

　何やら、ルトの体の後ろから光が差している気がした。

　……眩まぶしい。

「………………本当に、何があったの？」

　俺は後方で控えているフロイドに尋ねる。

「さぁ？　私がここに来た時は、既にこうなっていましたので」

「……フロイドでもわからない事があるんだな」

「執事ですので」

　うん。答えになっていない。

　というか、久々に聞いたな、その言葉。

　ただ、フロイドでもわからないとなると、やはり本人に聞くしかないか。

「……で、何があったんだ？」

「ふっ……逆だよ、ワズ。……何も無かった……ロマンスはどこにも生まれなかったのだ。どれだけ、女性エルフ達の前で良いところを見せようとも、誰も振り向かない。慕われるのは、私が指導している男性エルフ達だけ。……そうした日々を過ごす内に、私の中で生まれるモノがあった。何かわかるか？」

　いやいや、わかる訳が無い。

「生き甲が斐いさ。指導していく内に……私は強くなっていく男性エルフ達の成長を喜ぶようになっていったのだ。だから私は決めたのだ。これからは、この新たに得た思いを胸に生きていこうと」

「………………そうか」

　ルトは、清々しいまでの笑みを浮かべている。

　まぁ、本人がそれを望むというのであれば、俺としてはその意思を尊重しよう。

　それに、ルトも男性エルフ達も、どこか生き生きとしているのだから、ここで何かを言うのは、それこそ水を差すようなモノだ。

　フロイドも、成長を祝うようにハンカチを目元に当て、ティアンは立派な方ですねと言っている。うん。それで良いじゃないか。

　何やら、俺も晴れやかな気持ちを抱く。

　このルトを、こちらの事情で巻き込むのは止めておこう。

　となると、別の手段を考えないといけない………………う〜ん。どうしよ。

　悩んでいると、ルトが声をかけてきた。

「ところで、ワズはどうしてここに居るんだ？」

「……え？　あぁ、今、奥さん達と新婚旅行で、イルムシュタッドっていう別世界に行っているんだけど」

「別世界か。それは凄いな」

「そこで、統治者を失ったエルフとダークエルフが争いをしているんだ。勝った方が相手を治めるという」

「……グッ！」

「ぐ？」

「いや、何でもない。続けてくれ」

「……？　それで、両方の族長……共に女性らしいんだけど、どうも強い者にしか従わないっていうのと、統治者はエルフでないと認めないとか言っているそうだ」

「………………つまり？」

「つまり、俺じゃ駄目だし、そこに残る事になるからサローナにさせる訳にもいかないしで、だから、ルトにお願い出来ないかなって。何しろ、俺が知っているエルフの中じゃ、一番強いし」

「………………ほほぅ」

「でもさ、ルトは新しい生き甲斐を見つけたし、それを邪魔しちゃ悪いから他の手段を考えるよ。だから、こっちは気にしないでくれ」

　何やらルトから邪よこしまな気が溢あふれているような気がするけど、俺は大丈夫だとニッコリと微笑む。

　けれど、そんな俺の肩を、ルトがガッシと摑んだ。

　特に何も感じはしないけど、ギリギリギリギリと、逃がさないと力が込められている気がした。

「いやいやいやいや……」

「いやいやいやいや……」

「他ならぬ友の頼みだ。この私に任せてくれ」

「いや、だから、新たな生き甲斐を見つけたんだろ？　なら、そっちに専念してくれて良いから」

　申し入れを断ると、ルトが流れるような動きで正座して、深々と頭を下げる。

　多分、地面に額がくっ付いていると思う。

「どうか！　どうかぁ！　私をそこに連れていって下さい！　お願いします！」

　それは、聞く人にもよるだろうが、魂の叫びだと感じた。

「……行きたいの？」

「行きたいです！」

「……本当に行きたいの？　もし、俺の頼みだからと気にしているなら」

「心から！　心からぁ〜！　奥底からぁ〜！　行きたいです！」

「………………いやでも、ここの男性エルフ達はどうすんの？」

「もう教える事はございません！」

　えぇ〜……。

　いや、男性エルフ達も、えぇ〜……って表情を浮かべているよ？

　確かに、ルトが来てくれるとありがたいが、ここを放っておく訳にもいかない。

　う〜ん……と考え、俺はルトに提案する。

「なら、条件を付けよう。まず、さすがにこのままここを放置する訳にはいかないから、数か月に一度は戻る事。これはフロイドか、向こうの世界のイルムにお願いすれば大丈夫だと思う。それか、俺ね」

　フロイドへ確認するように視線を向けると、問題ありませんと頷いた。

「わかった」

　ルトも問題無いと告げ、周りの男性エルフ達も、ほっと安堵している。

「あっ！　あと、出来ればだけど、向こうの世界の人達とも仲良くやって欲しい。このあと紹介するけど、皆優しいし、統治に関して相談しておいて。俺はそういうのわからないし」

「わかった。寧ろ、相談に乗ってくれないと私が困る」

「だよな。……ただ、わかっていると思うけど、もし変な事したら……強制送還だからな」

「心に刻もう」

「……なら、ルトにお願いするよ」

「心得たっ！」

　そこには、いつも通りのルトが居た。
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「くっ！　何だ、このハイエルフはっ！」

「私達の攻撃が、一切通じていないだとっ！　こんな強つわ者ものがまだ居たとはっ！」

「ふはははははっ！　どうしたどうした！　まさか、族長ともあろう者達の力が、この程度の訳がないだろう？」

　高笑いを上げながら繰り出される攻撃を全ていなしつつ、ルトの視線は二人の女性族長の肢体に釘くぎ付づけだ。

　その姿は、完全に元のハイ・エロフへと戻っている。

　フロイドとティアンに一時の別れの挨拶を交わした後、ルトを連れてイルムシュタッドへと戻り、オムロレルさん達に紹介して、翻訳の指輪を用意して貰い、強さは申し分無いが統治とかその辺りは不慣れなので色々教えてあげて下さいとお願いをして了承を得た。

　とりあえず、その場では、自称ハイ・エロフというのは言わないでおいたけど、追々知っていく事になるだろう。

　また、奥さん達にはルトが新たな生き甲斐を得た事を教えたけど、誰も信じてくれなかった。

　その後は、ルトの事はオムロレルさん達に任せて、俺は奥さん達とのんびり過ごす。

　働いた分は休まないと。

　そして翌日、エルフとダークエルフの種族間がぶつかる前にルトが新たな統治者と名乗って介入したが、エルフとダークエルフの族長が反発して襲いかかってきた。

　エルフの族長は、たなびく金髪に整った顔立ちと、透き通るような白い肌に、長剣を持っていて、ダークエルフの族長は、きらめく銀髪に勝気な顔立ちと、褐色の肌に、両手に戦せん斧ぷを持ち、両者共に、スレンダーながら筋肉質なのが見てわかる。

　思っていた以上に動きも良く、かなり強いというのは見てわかるが、やはりと言うべきか、それでもルトには遠く及ばない。

「甘い甘い！」

　そう叫びながら、ルトが左右から繰り出された長剣と戦斧を指で挟んで止めた。
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　……かなり調子に乗っているな。

　きっと、ルトの中では、これから始まるエルフハーレムで心が一杯なのだろう。

　けれど、お願いしたのは統治してくれという事だけで、念願のエルフハーレムが出来るかどうかはルトの努力次第だろう。

　族長二人は驚きの表情を浮かべるが、即座に武器を引き戻して再び襲いかかる。

「凄まじく強い御方ですな、ルト殿は」

　隣に居るオムロレルさんが言う。

　俺と奥さん達、オムロレルさん達ガーリスの人達は、戦場から少し離れた位置で戦いの様子を見ていた。

「そうですね。まぁ、俺の知っているエルフの中で一番強いのは間違いありません」

「ほぅ。それは、同じくエルフである、ワズ様の奥方であるサローナ殿よりも？」

「今はまだ、ルトの方が強いですね。多分ですけど、一対一で特殊な能力とか抜きにすれば、奥さん達の誰よりも強いと思います」

　さすがに、ファファルの闇属性でないと防げない攻撃とかは、ルトもどうしようもないと思う。

　俺の言葉に、オムロレルさん達が驚きの表情を浮かべる。

　まぁ、ルトに勝てるのは、俺かフロイド、ラグニールを筆頭にした山の上位者達ぐらいだろう。

　あとは、メギルさんぐらいか。

　………………うん。メギルさんに逆らってはいけない。

　戦闘力では俺の方が上だが、何かこう……逆らってはいけない空気がある。

　自然と身震いしていると、ルマルフが声をかけてきた。

「それはつまり、私やファファル、魔王クラスでも無理だと？」

「うん」

「即答！」

「そうなのかっ！　なら、このあと是非ともやろう！」

　ルマルフが驚きよう愕がくの表情を浮かべる中、ファファルが喜び出した。

　そういえば、復興の手伝いばかりで、山の上位者達とやり合う機会が無かったけど………………頑張れ、ルト。その戦いが終われば、新たな戦いが待っているぞ！

　ちなみに、ルトがやり過ぎる事があれば、俺が黙ってない。

「……ちょっと待った。次は私」

「いえいえいえいえ、そこは先に私ですよ！」

「いいや、まずはエルフである私からだろう？」

「種族は関係無いぞ！」

「まずは私にやらせて貰えないだろうか？」

　ファファルの前に、自分がやりたいと言い出したハオスイ。

　あとを追うように、カガネとサローナは自分が先だと言い出し、他にもナレリナやマオも自分がと言い出す。

　うん。皆纏まとめてやって貰えば良いんじゃないかな？

「……オオオオオッ！　ちょっと待った！　タイムッ！　ちょっとタイムッ！」

「何だ突然！」

「どこに行く！」

　一方的に一旦中止を告げたルトが、俺の下まで駆けてきた。

「どうした？　何か問題でも？」

「いや、何やら強烈な悪寒が身を襲ったのだが、心当たりはないか？」

「………………いや、特に無いかなぁ」

「……私の目を見て言ってくれないか？」

　くっ！　顔を逸そらしたのが不味かったか。

　………………ふぅ。仕方ない。

「ナラ、アル」

「ならって何だ！」

「今、出来タ」

「しかも今！」

「デモ、戦ッテイル。邪魔」

「まずは勝てという事か！」

「ソウ。全テハソレカラ」

「というか、何故にカタコト！　もう不安しか覚えないし、気になって集中出来ないんだが！」

　……むぅ。端的に伝えて、族長二人の相手に集中して欲しかったんだが。

　けれど、このままここに居続けるのも問題なので、まずは族長二人をどうにかして欲しい。

「………………ファイトッ！」

「応援させている気にならない！」

　ルトがそう叫ぶが、さすがにこのまま話し続ける訳にはいかないと判断して、族長二人と戦うために戻る。

　安心しろよ、ルト。

　お前もそうだが、ニール、ガイン、ゼアルの山の上位者達は全員巻き込むつもりだから。

「何やら悪い笑みを浮かべていますね」

「偶に、こういう笑みも浮かべるようになりましたね」

「頼もしいですね〜」

「それだけ、逞たくましくなったという事でしょ？」

　タタ、ナミニッサ、キャシー、アリアが何か言っている。

　違うよ！　それだけ、気心が知れている仲というヤツだから。

　そう心の中で言っていると、メアルがパタパタと飛んできて、俺の頭の上に乗っかる。

「私もやる〜！」

　どうやら、メアルもやる気のようだ。

「やりたいの？」

「うん〜。もっともっと強くなって、ワズのようにパパを一撃で倒せるようになるの！」

　それは止めたげて！　泣くよ？　俺じゃなくて、ラグニールが！

　父の威厳が……とか言って、間違いなくそのまま打ちひしがれるよ？

　………………。

　………………それはさすがに見たくないので、ラグニール達も俺が鍛えた方が良いのかもしれないと思った。

　そう考えている間に、ルトが族長二人を倒し、負けを認めさせている。

　………………ごめん、大事なところを見ていなかった。

　でもまぁ、ルトが負けるとは思っていなかったので、当然の結果だと受け止め、そのままルトがエルフとダークエルフの統治者である事が決まる。

　オムロレルさん達も、一ひと先まずこれで大丈夫だろうと安堵していた。

　二種族を統治するにあたり、これから大変だとは思うが頑張って欲しい。

　巻き込んだ以上、俺も出来る事があれば協力しようと思う。

　ただ、その前にルトにはやって貰いたい事がある訳で、勝利の報告のためにこちらへと来たルトへ告げる。

「お疲れ、ルト。これから大変だと思うけど、俺も手伝える事があれば協力するから頑張って」

「あぁ、頼りにさせて貰おう。それで、先程の心当たりの件だが？」

「うん。俺の奥さん達が、今直ぐお前と全力でやり合いたいって。だから、このままお願いね」

『宜しくお願いします！』

「………………え？　……え？」

　呆けるルトの肩に、ポンと手を置く。

　ちなみに、奥さん達はお願いしますと頭を下げたあと、順番を決めるためのジャンケン大会を行い、それを傍目に見ながら俺はルトに念押しする。

「多少の傷は仕方ないけど、やり過ぎるなよ？　……でないと、本気の俺が相手をするからな」

「いやいやいやいや、今戦い終えたばかりで疲れているのに？　お前の奥さん達って、確かそこそこ強いよな？　それで大きな傷を付けるなと？　そんな手加減が出来ると思っているのか？」

「そこはほら、ルトなら上手くやれるって」

　そして俺は、真顔になる。

「……信じているからな」

「そんな信頼はいらない！」

　そして、ジャンケンで勝った順に並んだ奥さん達が、ルトと模擬戦を行い出す。

　順番待ちの列には、何故かルマルフやディソール、それにエルフとダークエルフの族長達も並び、増え続けている。

　その列を見ていると並びたくなったので俺も並ぼうとしたのだが、その姿を見つけたルトから猛反対されたので断念する事にした。

　………………ちぇっ。








第五章　買い物の邪魔をしてはいけません









　ルトが、エルフとダークエルフの統治者になってから、数日が経った。

　あれから、平原まで来ていたエルフとダークエルフは、新たな統治者が現れた事を伝えるために、それぞれの森へと帰ったが、その統治者であるルトはこの王都に残っている。

　統治者としての勉強をするために。

　この辺りの地理や国との関係など、ルトには色々と覚えなければならない事が多いため、きっと頭を使う事が多くなるのだろうけど、その辺りはオムロレルさん達が全面協力してくれるので、きっと大丈夫だと思う。

　気持ちばかりの差し入れとして、頭痛薬と胃薬を渡しておいた。

　まぁ、元々能力値は全体的に高いので問題無いとは思うし、エルフ、ダークエルフの両種族と合流してハーレムを作るという目的があるので、きっと頑張れるだろう。

　出来れば、この国と良好な関係を築いていって欲しいものだ。

　そして、俺と奥さん達は、そろそろ次へと向かう準備を始め出す。

　準備の中でも入念に行っているのは、お土産探しだ。

　出来れば、この国にしかない特産品のような物が良いだろうと、セリアスさんの案内で王都内の色んなところを巡る。

　何しろ、センスが問われている気がするので。

　喜んで欲しいという気持ちだけでも充分な気はするのだが、下手な物を渡して微妙な気持ちを抱いて欲しくないから、これは真剣な……油断出来ない闘いである。

　セリアスさんの案内で、王都内にある五階建ての、デパートと呼ばれる数多くのお店が一つの建物内に集まっている場所へと来た。

　来た途端、奥さん達は目を輝かせて、皆思い思いに飛び出していく。

　入り口でポツンと残されたのは、俺と頭の上に居るメアルだけだった。

　気付けば、セリアスさんも居ない。

　多分、奥さんの誰かに連れていかれたのだろう。

「………………行くか」

「うん」

　このまま入り口で居ても仕方ないので、俺とメアルも移動を開始する。




　奥さん達を捜しつつ、色々な店を覗のぞいていく。

　酒店に入ると、目の前にある、数多くの酒瓶が並んでいる場所から、メアルが一瓶を取って俺に見せてきた。

「パパはよくお酒飲むし、これでも大丈夫かな？」

「………………」

　メアルが見せてきた酒瓶のラベルには、はっきり「龍殺し」と書かれていた。

　………………いや、もちろん、そういう効果がある訳がない事もわかっているし、メアルが意味をわかって持ってきた訳じゃない事もわかっている。

　………………まぁ、良いか。

　ラグニールもこの世界の言葉はわからないだろうし、適当に「祝福」とでも言っておこうかな。

　まぁ、たとえ意味がわかったとしても、メアルからだと教えれば喜んで飲みそうだけど。

　なので、購入して、メアルの時空間魔法の中に収納しておく。

　俺もついでに、ラグニール一家に向けて、何瓶か買っておいた。

　そして、他の店でも色々と購入しつつ、奥さん達を捜していく。




　最初に見つけたのは、サローナとタタだった。

　二人は洋服店に居たのだが、どうやら、タタがサローナの服を見立てているようだ。

「これなどどうでしょう？　サローナの綺麗な銀髪にも合いますよ？」

「だが、その……出来れば、パンツ系が良いのだが？　どうも、ヒラヒラしたドレスのような服は落ち着かなくて」

「駄目です」

「いや、でも」

「駄目です」

　タタの迫力に、サローナが負けそうになっている。

　そこに、店員さんの追加攻撃が加わった。

「いらっしゃいませ〜。そちら、当店の新作ですが、どうですか？　お客様の髪色に大変合っておりますよ」

「いや、でも……そ、そうだ！　私は戦闘もこなすのだから、これではいざという時に戦えないだろう？」

「サローナ。別に戦う時に着ろと言っている訳ではないのですよ。いえ、寧ろ、サローナのような女性が偶にこういう服を着るからこそ、男はグッとくるのです。それは、ワズ様も同じです」

　何やら、勝手な事を言われている。

　でも、とりあえず、サローナがドレスを着ている姿を想像した。

　………………。

　………………頑張れ、タタ！

　一緒にタタも着てくれれば、更に嬉しいぞ！

「ううう……本当にそうなのか？」

　サローナが悩み出した。

　よし、そこだ！　一気に攻めろ！

　その気持ちが通じたのか、タタと店員さんがニッコリと勝者の笑みを浮かべる。

「ええ、間違いありません」

「彼氏さんですか〜？　それなら、イチコロですよ〜」

　惜しい。夫です。

　でも、店員さんの言う通り、イチコロです。

「でも〜、一人だと恥ずかしいと思うのなら、お連れの方もご一緒にいかがですか〜？」

「私ですか？　そうですね、サローナが恥ずかしいと言うのなら、私もご一緒しますよ」

　あの店員さんを褒めてあげたい。

「本当か？　タタが一緒に着てくれると言うのなら……買っても良いかな」

　どうやら、購入する方向で話が纏まりそうだ。

　よぉ〜し！

　俺は無意識の内に拳を握り締めていた。

　そして、サローナの意思が変わらない内に、今度はタタが似たようなドレスを合わせていく。

　今、この場で介入するのは駄目だな。

　そう判断して、俺はこの場をそっと後にした。




　次に見かけたのは、ナミニッサとキャシーである。

　二人は、白色を基調にした清潔な雰囲気を与えるお店の中に居た。

　看板を確認すると、何やら人の名前っぽいあとに「本家魔導具店」と書かれている。

　どうやら、ナミニッサとキャシーは、この世界の魔導具を見ているようだ。

　なので、俺も一緒に見ようと店内へと入ると、二人の話し声が聞こえてきた。

　先程の事もあるので、まずは様子を窺ってみるか。

　体全体を覆う事が出来る程に大きな物の陰に隠れ、こっそりと覗き見る。

　すると、メアルが話しかけてきた。

「話しかけないの？」

「う〜ん……先程の事もあるから、交ざれる会話かどうかを確認してみないと」

「……確かに、ナミニッサとキャシーだと、難しい話をしているかもしれないね」

　メアルの理解を得られたので、一緒に様子を窺う。

「これなんてどうですか〜？　少ない魔力で温冷風が出るみたいですよ〜」

「そうですね。デザインも悪くないですし、それに小型というのも利便性が高く、どこでも快適に過ごす事が出来そうですね。……やはり、こういう魔導具に関しては、こちらの世界の方がかなり発展していますね」

「ですね〜。でも、魔法技術はこちらが上ですよ〜」

「……確認したいのだけど」

　そう言って、ナミニッサが周囲に居る店員の様子を確認しながら、キャシーにこそっと尋ねる。

　けれど、俺の聴力はそれを聞き逃さない。

「……キャシーなら作れる？」

「………………う〜ん。難しいですね〜。確かに私はハーフドワーフで物作りの血を引いてはいますけど、戦う事の方が得意なので。……でも、ここにあるのを数点購入して、見本としてお父さん達に見せれば、やる気になるのは間違いないですね〜。もしくは、カガネなら出来るかも〜？」

「つまり、私達の世界でも作る事が出来ると？」

「大丈夫だと思いますよ〜。でも、お父さん達のような技術者だと、悪い部分が出てかなり変な改造もするかもですが〜」

「そこはまぁ、注意すれば………………大丈夫でしょうか？」

「多分、無理ですね〜。あれは止められません〜」

　ナミニッサとキャシーは、共に苦笑いを浮かべる。

　どうやら、お土産というよりは、俺達の世界のためにこの世界の魔導具を欲しているようだ。

　それなら好きなだけ買えば良いと思うのだが、二人は困った表情を浮かべる。

「でも、種類が多過ぎて厳選するのが難しいですね。お金に余裕はありますが、さすがに全部という訳にはいきませんし」

「ですね〜」

　よし。稼ぐか。

　とりあえず、またオムロレルさんに相談して、討伐が難しい魔物とか、何か俺でも出来る事を紹介して貰おう。

　……いや、待てよ。

　それなら、報酬は金じゃなく魔導具で貰うというのも一つの手だな。

　どうやって金を稼ぐかを考える。

　………………。

「二人が行っちゃうよ？」

　メアルの声で顔を上げると、ナミニッサとキャシーは買い物袋を提げて店から出ていた。

「そういえば、向こうの方にも魔導具の店がありましたね」

「確か、元祖魔導具店というのがありました〜」

「お店によっては商品も価格も違うでしょうし、そちらの方も見ておきましょうか」

「それは良いですね〜。作り手によっては、全然性能も違いますし〜」

　そして、声をかける前に、ナミニッサとキャシーは移動を開始した。

「行っちゃったけど、良かったの？」

「まぁ、場所はわかるし、他の奥さん達がどこに居るかも確認しておかないとね」

「そうだね〜」

　メアルを一ひと撫なでし、俺は二人とは別方向へと歩を進める。

　とりあえず、もっと稼いだ方が良いようなので、その辺りの事をどうするか考えながら。




　メアルが時折眠たそうに欠伸あくびをしているので、そろそろ他の奥さん達も見つけないといけない。

　ただ、手芸店に入った時、もこもこふわふわの猫をくわえる魚のぬいぐるみに凄く喜んでいた。

　………………。

　………………あの二匹の魔物を連想して、それで喜んでいる訳じゃないよね？

　というか、このぬいぐるみの発想……まさか、イルムシュタッドに同じようなのが居るのか？

　もし居るのなら……見守る事にしよう。

　是非ともこうならない未来を勝ち取って欲しいと祈りつつ、メアルが欲しいと言うので即座に購入した。持って歩くには少々大きかったので、今はメアルの時空間魔法の中に入っている。

　帰ってから堪能するつもりなのだろう。

　そのまま色々なお店を物色しながら捜すが、奥さん達は一向に見つからない。

　一体どこに行ったのだろうと考え始めた辺りで、漸く見つける。

　見つけたのは、ナレリナ、ハオスイ、マオの三人で、そこにセリアスさんも加わっていた。

　ナレリナ達にサローナ、カガネ、ファファルを加えた六人は、セリアスさんとよく模擬戦を行っているおかげでかなり仲良くなっているから、一緒に行動していても別に不思議ではない。

　そして、ナレリナ達が居た場所は本屋だった。

　外から見る限りだと、セリアスさんにイルムシュタッドにある本について、色々と尋ねているようなので、これなら俺も参加出来ると声をかけに近付くと、話し声が聞こえてくる。

「セリアス。これはどういう物語なんだ？」

「あぁ、それは、どうしようもない遊び人だった男が、ある少女との出会いをきっかけに悟りを開き、賢者と呼ばれるまでに成長する話ですよ、ナレリナ」

「……これは？」

「それは、少し影のある少年が、周囲の人達と関わっていく内に自分のやるべき事とは何かを知り、果ては世界まで救う話だったと思いますよ、ハオスイ」

「これはっ！　獣人が主役の話まであるのか？」

「もちろんありますよ、マオ。今手に取っているのは、王城へ盗みに入った獣人の盗賊が、王女様からお願いされて御身を攫さらい、追われながらも、王女様と共に世界を知っていく話です」

　セリアスさんの説明に、ナレリナ、ハオスイ、マオは興味を抱いたかのようにうんうんと頷く。

　というか、奥さん達の事はそのまま名前で呼んでいるのか。

　……あれ？　俺は？　……今も様付けだけど？

　まぁ、それだけ奥さん達と仲良くなっているという事なのだから、そこは喜んでおこう。

　ナレリナ達は、違う本を持ってきてはセリアスさんに色々聞いているのだが、双方は共に笑みを浮かべ、非常に楽しそうだ。

　本も何十冊か一緒に移動していっているので、あれはきっと買う分だろう。

　というか、セリアスさんは博識だな。

　本好きなのだろうか？

　……今度聞いてみるか。

　今は、あの楽しそうな雰囲気の中に入るのは止めておこうと、本屋を後にした。

　………………。

　………………あっ！　俺も待ち時間を潰すために、何か買っておけば良かった。

　……まぁ、良いか、あとで、買った本を読ませて貰えば。




　どうしてこう、捜している時は見つからないのに、諦めた時というか、ちょっと休憩しようと思った途端に見つかるのだろう。

　正直、歩き過ぎて疲れたので、休みたかったのだが……。

　それに、見つけた場所も悪かった。

　カガネ、アリア、ファファルが、女性向けの下着店に居たのだ。

　……おぉ、神よ……俺に一体どうしろと？

　………………いや、この世界の神の頂点はイルムなので、今頃、城でメイド修行中のため、俺の事が見えていなかったに違いない。

　というか、さすがにあの店の中に入る勇気は無いし、入れたとしても気まずいだけである。

　なので、回れ右してこの場から離れようとした時、無駄に高い聴力が三人の会話を拾う。

「おやおや〜、聖女様ともあろう御方が、そんな黒の透け透けを身に着けるんですか〜？」

「煩うるさい。寧ろ、聖女という肩書があるからこそ、こういうのを身に着ければ、どういう反応するのか気になるじゃない。……というか、ファファルを見なさいよ。あれはもう、下着というよりは紐ひもよ、紐」

「ん？　これの事か？　余は別にこんな守備力が低いモノは好まん。ただ、世の中にはこういうのもあるのだなと見ていただけだ。それに、不思議なのはカガネが持っているのもだろう？　どうしてそんな縞しま々しまの柄を持っているんだ？」

「これの良さがわからないなんて！　これが、世界の壁なのか！　だがしかぁし、これこそ王道！　決して曲げる事が出来ない正道なのに！」

「………………そんなに興奮するような事なの？」

「余もよくわからん」

「ガッデム！　良いですか？　妹として、お兄ちゃんの趣味嗜し好こうは理解しています！　絶対にこれを選ぶはずです！」

「「……詳しく聞こうか。特に趣味嗜好の辺りを」」

「良いでしょう！　まず、お兄ちゃんは」

　ああああああああああぁぁぁぁぁ〜……。

　心の中で叫びながら、俺はその場から駆け出す。

　駄目だ！　これを聞いてはいけない！

　聞けば最後、俺はきっと立ち直れなくなる！

　忘れよう……ここで聞いた事は忘れよう………………心の平穏を保つために。

　とりあえず、俺は我が武む者しや羅らに走り続けた。




　走り続けた俺が辿り着いた場所は、地下にあるフードコートと呼ばれる色んな飲食店が集まるところだった。

　近くにあった椅子に、どっかと座る。

「……ふぅ〜」

　大きく息を吐き、心に落ち着きを取り戻す。

　結局、誰とも合流出来なかったな。

「大丈夫？　突然走り出してどうしたの？」

「うぅん。何でもない。大丈夫だよ」

　メアルの優しい言葉に、かなり癒された。

　………………よし、もうここで待っておくか。

　不用意に動くからいけない。

　男はドカッと待っておけば良いのである。

　………………。

　………………あっ、飲み物でも飲むか。

　………………。

　………………ちょっと小腹が空いたな。何か腹に入れておくか。

　メアルも何か食べる？　……わかった。ちょっと待ってて。

　………………。

　………………美味いな、これ。ポテトを揚げただけなのに。

　………………。

　………………って、誰も来ないね。

　それもそうか。

　だって、誰もここに俺が居るって知らないんだから。

　はっはっはっ……はぁ〜。

　そろそろ買い物も終わっていると思うし、もう一度捜しに行くか。

　案外、皆も俺を捜しているかもしれないし。

　そう思って、メアルを頭の上に乗せ、椅子から立ち上がった時、少女が話しかけてきた。

「お兄ちゃんどうしたの？　迷子？」

「迷子？　いやいや、そうじゃないけど……でもまぁ、どこに行ったら良いかわからないから、迷子と言えば迷子かなぁ……」

「そうなんだ。なら、私が助けてあげるよ」

「助けてくれるの？　どうやって？」

「う〜んと、こっち！」

　何やら目的地があるようなので、少女のあとに付いていく。

　その数分後……。

『ピンピンポンパ〜ン……迷子のお知らせです。別世界から来られ、この世界を救った英雄ワズ様が迷子です。奥方様達は、至急迷子センターまでお越し下さい。繰り返します。別世界から来られ、この世界を救った英雄ワズ様が迷子です……』

　繰り返すのっ！

　というか、ちょっと待って！

　今、迷子センターとかいうところに来て、職員さんに聞いたけど、これ……デパート内に届いているんでしょ？

　いやいやいやいや。

　確かにこれなら奥さん達も来ると思うけど、恥ずかし過ぎる！

　それに、迷子センターの外へと視線を向けると、何やら人が集まってきているぅ〜！

　見ないで！　俺を見ないで！　指差さないで！

　恥ずかしさに耐えていると、職員さんが俺にお茶を出してくれた。

「ごゆっくりお待ち下さい」

　したくないから！　ごゆっくりしたくないから！

　いや、気を遣ってくれるのは嬉しいけど、実際は今直ぐこの場から飛び出したいから！

　でも、奥さん達を待っているので、飛び出す事も出来ない。

　とりあえず、落ち着くためにお茶を飲むか。

　……くっ！　お茶の味を感じない。

　そうしている間も、人は集まり続けている。

　………………もう好きにしてくれ。

　覚悟を決めていると、奥さん達が迷子センター内へと入ってきた。

　これで漸く帰れる。

　………………何やら、奥さん達から生暖かい目で見られているけど気にしない。

　そして、奥さん達と共に職員さんへお礼を述べ、その場をあとにする。

　でも、これだけは言っておきたい。

「迷子じゃなかったから！　迷子じゃなかったからぁ〜！」

　奥さん達から、優しい笑みを向けられた。

　デパート……何て恐ろしい場所なんだ！
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　デパートから出ると、外は何やら大騒ぎしていた。

　目の前にある通りに居る人達は、全員同じ方向を向いていて、揃って驚きや恐怖の表情を浮かべている。

「どうされたのでしょうか？」

「一体何が？」

　ナミニッサとナレリナの言葉をきっかけに、俺と奥さん達とセリアスさんも、見ている方向へと顔を向けると、そこに見えたのは………………巨大な何かだ。

　王都の周囲を囲む高い外壁を越える程の巨大な姿が見えるのだが、如何いかんとも形容し難い。

　黒い煙が集まったような塊が、辛うじて人の形を作っているような……。

　一応、顔に当たる部分には目と口のような空洞がある。

　それが王都に向けて、ゆっくりと近付いてきているのだが、その歩みは遅く、王都に辿り着くのはまだまだ時間がかかりそうだけど、その遅さが逆に恐怖を感じる時間となっているのだろう。

　王都内の至るところから悲鳴が上がる。

　とりあえず、まずは一体どういう事なのかを確かめに行った方が良いか。

　でも、その前に確認しておこうと、俺は巨大な黒い塊を指差しながらファファルに尋ねる。

「なぁ、ファファル。あれは何だ？」

「……さぁ？　余も初めて見たな。イルムシュタッドにあんなのが居るなんて、聞いた事も無いし。……セリアスはどうだ？」

「ふぇっ！　い、いえ、私もあのようなモノが居る事すら聞いた事がありません！　新種か何かでしょうか……いえ、そもそも魔物なのですか？　あれは？」

　セリアスさんも知らないと……本格的にわからないな。

　まぁ、やってやれない事はないと思うけど。

「じゃあ、とりあえず王都の外に行ってみるか。このまま放置する訳にもいかないし。それとも城に戻って話を聞いた方が良いかな？」

「いえ、城の方は大丈夫だと思います。あれだけの巨体ですから報告は既にいっているでしょう。恐らく、ルマルフ様達、王都守護騎士団が出動すると思いますので、門で合流する方が早いと思います」

「なるほど。それもそうか」

　セリアスさんの案に賛成し、俺達は黒い塊が向かってくる方の一番近い門へと向かう。

　俺達が門へと辿り着くと同時に、城がある方向から馬車が到着し、ルマルフとディソール達が降りるのが見えた。

　声をかけようと近付くと、向こうも俺達に気付き、声をかけてくる。

「おぉ、ワズ様も来られましたか。これは丁度良い。アレ……どうにか出来ませんか？」

　ルマルフが満面の笑みを浮かべながら言う。

　なので、俺もにっこりと微笑んだ。

「いやいや、俺は新婚旅行に来た訳で、戦いに来た訳じゃないから。それに、アレは王都に向かっているんだから、これは王都守護騎士団の仕事だろ？　仕事の邪魔はしたくない」

「いえいえいえいえ、邪魔になんてなりませんよ。寧ろ助かります。というか、あんな大きいの対処出来ないのでお願いします」

「いやいや、元・魔王なんだから、アレぐらい簡単でしょ？」

　俺とルマルフの間で、バチバチと火花が散る。

　このまま押し付け合いが始まるかと思ったのだが、ルマルフが不意に視線を逸らす。

　ルマルフの視線の先に居たのは、ファファルだった。

「ファファルはどうなんだ？　あれ程大きいのだ。やり甲斐があるだろう？」

「断る。煙のような体では殴り応えが無い。よって、余はやらんぞ」

　ファファルは、やる気は無いとそっぽを向く。

　どうやら、あの黒い塊はファファルの琴線に触れなかったようだ。

　断られた事で、ルマルフは他の奥さん達へと視線を向けるが、全員が首を振る。

　あれ？　断るんだ？　と思っていると、奥さん達の視線が俺に向けられた。

　どうやら、俺に任せるつもりのようだ。

　なので、ルマルフの視線も自然と俺へ向けられ、そのまま頭を下げられる。

「どうか、お願いします！」

「いやいや、だから、ルマルフでも充分対処出来るだろ？　何か動きも遅いし、あんまり強そうには見えないし。ディソール達でもいけるんじゃない？」

　ディソール達が苦笑いを浮かべる。

　まぁ、ここ最近、奥さん達と共に鍛錬をして負け続けているから少々自信を失っているようだ。

　これはいけないなと思うが、今はあの不確定なモノをどうにかしなければいけない。

　王都に向かってきているのは間違いないのだが、こうして話しているにもかかわらず、黒い塊は未だ辿り着いていないのだ。

　大きさは小山くらいありそうなのだが、進行速度がとてつもなく遅い。

　見た感じ歩幅も大きそうなのに、普通の人が走る速度くらいなので、随分と遅いなと感じる。

　けれど、大きい事に変わりはないので、脅威に感じるのは仕方ないだろう。

　やっぱ、俺がどうにかするのが早いかなと思っていると、ルマルフが俺にだけ聞こえるように、ぼそっと呟く。

「……褒賞金を用意します」

　おいおいおいおい。

　まさか、俺が金で動くような男とでも？

　全く、ルマルフとは、一度きちんとした話し合いが必要……だ………………と思うけど……。

　………………。

　………………うん。金は必要だな。

「わかった。俺に任せろ」

「良いのか！」

　ルマルフが頭を上げて、喜びの表情を浮かべる。

　いやだって、仕方ないじゃないか。

　デパート内での奥さん達の行動を見る限り、金に困るような事にはなりたくない。

　やっぱり、世界が違うだけあって、色々と物珍しいのだろうし、必要な物をきちんと買える程度には稼いでおかないと。

「それじゃ、ちょっと行ってくるね」

『いってらっしゃいませ』

　奥さん達に断りを入れ、俺は黒い塊に向けて駆ける。

　近付けば近付く程、黒い塊の大きさを感じた。

　さっさと終わらせようと俺は一気に駆け、その勢いを利用して飛び上がり、拳を放つ。

　だが、俺の拳はそのまま黒い塊を通過して、体ごと向こう側へすり抜けてしまう。

　どうやら、普通に拳を当てる事は出来ないようだ。

　そう思って振り返ると、何やら黒い塊が激げつ昂こうしているように悶もだえている。

　え？　何で？

　……まぁ、敵対行動を取ったのだから、仕方ないか。

　けれど、俺も何やら変な感覚を抱いた。

　何と言うかこう……敵意というか、悪意というか……そういうのに満ちている上に、どこか、この黒い塊の存在を知っているかのような……。

　う〜ん……わからん。

　そうして抱いた感覚の事を考えていると、黒い塊が拳を振り上げ、俺に向けて叩き付けてくる。

　どうせすり抜けるだけだと思った黒い塊の拳は、何故か俺を地面へと叩き付けた。

「ぐっ！」

　ダメージらしいダメージは無いが、衝撃で苦く悶もんの声が少し漏れる。

　俺の拳は当たらないのに、向こうの拳は当たるんかいっ！

　なら、こっちも当たるようにするだけだ！　要は、幽霊みたいなもんだろ！

　黒い塊が再度拳を放ってきたので、その前に「完全神格化」状態へと変わって迎え撃つ。

　浄化の力を込め、拳を放つ。

　俺の拳と黒い塊の拳がぶつかり合い、その衝撃で黒い塊の方が霧散するように消えていく。

　口の空洞が大きく開き、声は聞こえないが断末魔の叫びを上げているように見えた。

　そのまま黒い塊が消えるまで見続け、その存在が無くなると同時に大きく息を吐き、「完全神格化」状態を解く。

「……一体何だったんだろう？」

　色々と疑問が残る存在だったが、もう既に消えている。

　首を傾げるが、答えは出ない。

　でもまぁ、倒した事に変わりはないのだし、このままここに居ても仕方ないか。

　とりあえず、一旦そう結論付け、奥さん達のところへ戻ろうとした時、その姿を見つけた。

　黒い塊が居た付近に、人が倒れていたのだ。

「……こんなところに人が！」

　即座に駆け寄り、様子を窺う。

　黒髪の女性で、大剣を抱えるように倒れていた。

　どうやら、気を失っているだけのようなので、さすがにこのまま放置していく訳にはいかないと、その女性を抱えて戻る。
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　気を失っている女性をルマルフ達に預けつつ、どういった経緯でこうなったかを説明した。

　結局、あの黒い塊については何もわからない。

　俺の受けた感覚も何なのかわからないため、とりあえず伏せておく。

　ルマルフ達は、オムロレルさんへの報告と預けた女性を落ち着かせるために、城へ戻ると言うので、俺と奥さん達も利用している家へと戻る。

　リビングに集まり、もう一度奥さん達に何があったのかを説明した。

　今度は、俺が受けた感覚も一緒に。

　聞き終えた奥さん達は、難しい表情を浮かべる。

「どこかで覚えのある感覚か……」

「実際に相対していない私達では、判断に困りますね」

「特に、私達はイルムシュタッドに来たのは今回が初めてですから」

「気のせいとかではないのだろう？　……だが、確証は得ていないと」

「う〜ん、そういう状況なら今は考えていても仕方ありませんし、気にしなくても良いのでは〜」

「……何が来ても、旦那様なら勝てる」

「判断材料が無い以上、余り深く考えても仕方ないと思う」

「そうですね。今は結論付けてしまうと、その考えにとらわれ過ぎてしまうかな」

「その時が来たらという事にして、今は新婚旅行を楽しむべきね」

「何が来ても私達ならそうそうやられはしないし、気に病んでも仕方ない」

　どうやら、今は判断がつかないようだ。

「大丈夫だよ〜。ワズならきっと何が来ても大丈夫〜」

　頭の上に乗るメアルが、俺を励ますようにぺしぺしと額を叩いてくる。

　……まぁ、良いか。

　何か来たら対処するという事で。

　ここには新婚旅行に来たのだし、楽しまないとね。

「それじゃ、お腹も空いたし、そろそろご飯を食べようか？」

「ふふ、それじゃ、準備してきますね。今日の当番は、私とキャシーとマオだったわね。精一杯頑張りますよ」

「はい〜、頑張ります〜」

「日頃の練習の成果を見せてやろう！」

　そしてその後は、奥さん達と共に、楽しく美味しくご飯を食べた。




　翌日、城から来た使いの人から報告を受ける。

　何でも、女性が起きたそうなのだが、何故かイルムが俺を呼んでいるらしく、どういう事だろうと奥さん達と顔を見合わせるが、首を傾げるばかりだ。

　まぁ行けばわかるだろうと、奥さん達と共に助けた女性に会いに行く事にして、使いの人に案内されるまま城内を進み、ある部屋の中へと入る。

　すると、中に居たのは、オムロレルさん、ルマルフ、ディソール、イルムに、ベッドの上で上半身を起こしてこちらを見ている女性のみだった。

　ただ、女性は困ったような表情を浮かべ、ベッドの周囲に居るオムロレルさん達は揃って難しい事を考えているかのように唸うなっている。

「えぇと、俺を呼んだという事ですが……」

　一体どういう状況？　と、恐る恐る声をかける。

　イルムが真っ先に反応し、すすすっと近付いてきた。

「お待ちしておりました、ワズ様。少々厄介なというか、ご協力頂きたい事がありまして……」

「厄介？　協力？　何が？　何を？」

　いきなりそんな事言われても困るんだけど。

　というか、イルムはメイドの恰好のままだけど、創造神でしょ？

　それも、フロイドのように力が落ちているという訳じゃなく、完全な。

　その創造神が厄介って言っちゃうの？　しかも、それに協力して欲しいと？　何なら、フロイド連れてこようか？　……喜々として来ると思うんだけど。

「突然の事で困惑されていますね。ですので、まずはワズ様がお助けになられた彼女から紹介しましょう」

　そう言って、イルムが俺を女性の前まで連れていく。

　奥さん達も、俺の後ろを付いてくるのだが何も言わない。

　多分、どういう事になるのか考えているのだろう。

「彼女の名前は『ヤトファ』様です。ある目的があって、この王都へと向かっていたと」

　イルムから促されるままに、俺は女性へと視線を向ける。

　ヤトファという名の女性は俺に向けてぺこりと頭を下げたあと、オムロレルさん、ルマルフ、ディソールと何やら話し合いを始めた。

　時折、俺の名前が出てくるので、多分俺の事を教えているんだと思う。

　となると、女性は俺の事は覚えていないという事か。

　まぁ、気絶していたし、それは別に構わない。

　そして、俺は改めて女性の姿を確認する。

　女性としては短い黒髪に、奥さん達と同じくらい整った顔立ちの美人さんで、目の色は緑だった。

　今は寝巻のような服を着ているのだが、ベッド横の衝つい立たてに軽装がかけられているので、普段はそちらを着ているのだろう。

　俺が見つけた時に着ていた軽装なので、覚えがある。

　そして壁には、鍔つばの部分に四つの穴が開いている大剣がかけられていた。

　改めて見ると、何でそんなところに四つも穴が開いているのだろうと不思議に思うのだが、ちょっと触りたくないと感じる。

　何故か、その大剣を見ているだけで不快感というか、嫌な気持ちを抱くのだ。

「やはり、気付かれましたか」

　大剣に視線を向けていると、イルムが声をかけてきた。

「気付いたって……あれ、何？　何か嫌な感じを覚えるんだけど」

「それは仕方ありません。あの大剣は呪われているのです。それもかなり強い力で、ヤトファ様自身にも影響を及ぼす程の」

「……呪われている？　物騒な響きだけど、イルムの力でどうにか出来るんじゃない？」

「やってはみたのですが、駄目でした。どうやら、強制的に呪いを解こうとすると、ヤトファ様の精神に著しく悪影響を与えてしまうのです」

「悪影響？」

「無理に呪いを解こうとすると、良くて廃人……最悪は死でしょう」

「そんな呪いを人が受けているの？」

「……考えたくはありませんが、恐らく何かの神が関わっていると思われます。でなければ、私の力でも解けない理由が他に見当たりません」

　他の神とか、また面倒な。

　この世界にも邪神とか、そういうのが居るという事なのだろうか？

「いえ、そういう神の存在は見た事がありません」

　思考を読まないで下さい。

　兎とに角かく、目の前の女性──ヤトファさんにもかけられている呪いを解くには、四つのクリスタルの力が必要という訳か。

　つまり、クリスタルがある各地を巡らないといけないと。

「なるほど。それで俺に協力という訳か」

「はい。ヤトファ様の呪いを解くために、ワズ様の新婚旅行の邪魔をするようで心苦しいですが、同行を許して頂けないでしょうか？　もちろん、何か起こった時のために私も同行致します」

「……イルムがそこまでする理由は、やっぱり神が関わっている可能性があるから？」

「はい」

　う〜ん……まぁ、そういう事なら俺としては同行して貰っても別に構わないんだけど。

　それに、助けておいて見捨てるというのはやりたくない。

　けれど、新婚旅行は俺だけの事ではないので、奥さん達へと伺うように視線を向ける。

　奥さん達は、う〜んと考えていたのだが顔を見合わせた後、問題無いと俺に向かって頷いた。

　ほんと、ありがとうございます。

　奥さん達から許しを貰い、俺はイルムとの話し合いへと戻る。

　その間に、奥さん達はヤトファさんの近くへと向かい、自分達の紹介を始めていた。

　多分、もう大丈夫だよと声をかけて、少しでも安心出来るようにしているのだろう。

　イルムとの話はあとで教えておかないと。

「問題無さそうだ。でも、それなら『転移』で早く回った方が良いのか？」

「それは出来ないのです。現在、ヤトファ様は呪いの恩恵と取るべきか、悪影響と取るべきか、常に魔法無効化の状態となっています。ですので、移動魔法もその対象となり、たとえ使用してもヤトファ様だけ取り残される形になるかと」

「それじゃ、抱えて運ぶのか？」

　言ってはなんだが、俺と奥さん達の移動速度にヤトファさんが付いてこられるとは思えないので、必然的にそうなるだろうと思った。

　だが、イルムは問題無いと微笑みを浮かべる。

「移動手段に関しては、こちらの方でご用意いたしますので問題ありません。それと、日程もそれ程急がなくても構いません。そもそも、こちらはワズ様と奥方様達の新婚旅行にお邪魔する形ですから、そちらを優先して頂いて大丈夫です」

「……でも、呪われているんでしょ？　大丈夫なの、ゆっくりで？」

「時間で進行するような呪いではないので、安全にクリスタルがある場所を巡る事が出来るのを最優先にしたいのです。ヤトファ様も、そう出来るならそうしたいと」

「ならまぁ、好きにやらせて貰うけど」

「ですが、一つだけ注意点がございます。……ワズ様が撃退したという黒い塊について」

　イルムが真剣な表情を浮かべる。

　ここでそれを切り出すという事は、やはりヤトファさんは、あの黒い塊と何らかの関わりがあるのだろう。

「まず、伺った話によると、ヤトファ様があの大剣を見つけたのは、およそ数日前。元々、ヤトファ様は単独の冒険者として活動して、いつものように魔物を狩りに森の中へと入っていたのですが、そこで地面に突き刺さっている大剣を見つけたようです」

「そんな簡単にあるもんなの？」

「いえ、普通はありえません。そして、大剣を見つけた瞬間、数多くの魔物に襲われ、その時持っていた武器は戦いの最中に壊れ、ヤトファ様は大剣を手にしました。その瞬間、呪いがその身に降りかかったのです。幸いでしたのは、大剣の切れ味は見たところ神器に匹敵する程なので、魔物を全て斬り伏せる事が出来た事でしょう」

　へぇ〜、そんなに切れ味が鋭いのか。

　普段、武器を使わないから、その辺りはよくわからないな。

「けれど、異変は直ぐに起きたそうです。恐らく、あの大剣は使い続けると、使用者の身の内に何らかの力が蓄積していくのでしょう。全ての魔物を斬り伏せた瞬間、蓄積量が限界にまで達し」

「もしかして、あの黒い塊が現れた？」

　何となくそう思って尋ねたが、イルムはそれで間違いないと頷く。

「推測ですが、間違いないと思います。ヤトファ様の話によると、大剣から黒い霧が吹き出したところまでは覚えているそうで、次にハッキリ覚えているのは、この部屋で目覚めた時だそうです。黒い塊は、大剣に宿っている呪いが具現化したものではないかと考えています」

「具現化？　なら、俺が消し飛ばしたけど、それで呪いは解けなかったの？」

「大元は大剣の方ですので、一度蓄積分は発散したと思われますが、そちらをどうにかしない限りは再び同じ事は起こると思われます」

「そのために、クリスタルの力が必要だと？」

「はい。確証が無いので推測の域を出ませんが、ヤトファ様が黒い塊の中に囚とらわれていたと思われる間、クリスタルを求める声が聞こえたそうです」

　なるほど。だから、ここに向かっていたのか。

「………………あれ？　となると、大剣にある四つの穴って」

「恐らく、四つのクリスタルの力を集めると、何かが起こるのではないかと。それが、呪いが解かれる事に繫つながるのか、何か別の事が起こるのかの判断は出来ませんが……兄が最も信頼しているワズ様であれば、どのような事が起ころうとも大丈夫でしょう」

　過剰な期待だと思う。

　俺にだって出来ない事はあるのだが……。

　でも、ヤトファさんに関しては、やってみるしかないという事か。

　それに、どうしてイルムが新婚旅行に同行させたいかがわかった。

「クリスタルの件もそうだが、ヤトファさんは出来るだけ戦わせない方が良い。そうなると、俺と奥さん達なら、強いし人数も多い。それに、もしまた黒い塊が現れたとしても」

「ワズ様であれば、いとも容た易やすく対処出来ますから。……頼る事になるのは心苦しいですが」

「それは別に良いよ」

　ヤトファさんにとっても、俺達と行動するのが最も安全なのは間違いないだろうし。

　そこで、ヤトファさんには他に頼る人というか、心配する人は居ないのだろうかと思った。

　その事が気になって視線を向けると、奥さん達が俺を呼んでいたので、一旦イルムとの会話を終わらせ、そちらの方へと向かう。

「こちらが、先程言った私達の夫であるワズさんだ」

「ふふふ、凄く頼りになるから、これでもう大丈夫ですよ」

　サローナとタタが、俺をそう紹介する。

　俺は頭を搔きながら、ヤトファさんに向けてぺこりと頭を下げた。

「どうも、ワズと言います。えっと、ヤトファさんで良いんですよね？」

「は、はい。色々とご迷惑をおかけしたようで、すみません。ヤトファと申します」

「いえいえ、事情はイルムから聞きましたので、そう気を遣わなくても大丈夫ですよ。それに、これから暫くの間、行動を共にするんですから、もっと気軽に接して下さい」

　そんな俺の言葉に、ヤトファさんがくすりと笑みを浮かべる。

　あれ？　そんなに変な事を言ったかな？

　……もしかして、顔か？　俺の顔が変だったとか？

　でも、ヤトファさんの元気そうな姿からは、呪われたという事に負けていないと思えた。

「ごめんなさい、笑ってしまって。余りにも、奥様達の言っていた通りの人だったから」

「そうでしょう？　でも、普段は優しいですが、戦っている時は本当に勇ましいですからね」

「私達にとって、自慢の夫だ」

　ヤトファさんの言葉を受けて、ナミニッサとナレリナがそう付け加える。

　いや〜、何か照れますな〜。

「呪いの事も、ワズさんがきっと何とかしてくれますから、安心して下さいね〜」

「……私達も手伝う」

「実際に助けられた私達が言うのだから、そこは間違いない」

　キャシー、ハオスイ、マオが、更に追撃する。

　えっと、何なの？　俺を褒め殺しにするつもりなの？

　それに、奥さん達とヤトファさんは、かなり打ち解けている様子なので、ほっと安堵した。

　これから行動を共にするのだし、険悪な雰囲気はごめんである。

　というか、奥さん達が、俺の事をどう言ったのかが気になるんですが。

　そうして気にしていると、カガネがヤトファさんの事をじっと見ている事に気付く。

「……どうしたの、カガネ。そんなにヤトファさんを凝視して」

「……う〜ん。何やら予感が……」

「予感？　何の？」

「ワズは気にしなくても良いのよ。こっちの話だから」

　カガネの予感が気になるのだが、アリアに追及を止められてしまう。

　他の奥さん達も、妙にニコニコしているので、尋ねられる空気を感じられなかった。

「ワズなら大丈夫。なるようにしかならないからって言っていたから」

　メアルが俺の頭の上に陣取り、気にするなとぺしぺし叩いてくる。

　……一体、いつの間にそんな言葉を覚えたの？　というか、誰が言っていたの？

　犯人を捜すように奥さん達へと視線を向けると、さっと逸らされてしまう。

　……ちょっと、俺の目を見て話そうよ。

「ふふふっ」

　ヤトファさんが、口元に手を当てて笑う。

「あっ！　すみません」

「大丈夫です。最初は、あの方が創造神であるイルムシュタッド様だという事に驚きましたけど、更にそのイルムシュタッド様がメイドとして仕える御方で、呪いの大剣から出たと思われるモノをいとも簡単に撃退されたと聞いていたので、緊張していただけです。けれど、奥様達からその人となりを聞き、本当に楽しそうだなって思って」

　……ねぇ、本当に俺の事をどう伝えたの？

　というか、イルムがメイドとして仕えるとか、いつの間に決まったの？

　やはりフロイドと兄妹だな。

　外堀から埋めようとする手法が全く同じだ。

　すると、ヤトファさんが姿勢を正して、俺と奥さん達に向けて頭を下げる。

「それでは、色々と迷惑をかけてしまいますが、お世話になります」

「俺も奥さん達も、迷惑だなんて思っていませんよ。それで、一つ聞きたいのですが、誰か連絡をしておいた方が良い人とかは居ますか？　やっぱり、見知った人が居た方が安心するでしょうし、その方と合流するという事も出来ますけど」

「お気遣いありがとうございます。ですが、両親は幼い頃に亡くなっていますし、ずっと一人で町を転々としながら行動していたので、そういう人は居ません。あえて挙げるなら、両親が亡くなってから育ててくれた孤児院の院長先生ですが、呪われているというのを伝えるのはちょっと」

「それもそうですね。不躾な事を聞いてすみません」

「いえいえ、気にしていませんから。それに、イルムシュタッド様が居るし、こうして話す事で、良い人達だと安心も出来ました。これから宜しくお願いします」

「こちらこそ、宜しくお願いします」

　そして、本日はヤトファさんを休ませるために、一旦解散となった。

　オムロレルさん、ルマルフ、ディソールは、早速とばかりに何かの準備を始めるようである。

　イルムは、このままヤトファさんが居る部屋に残り、看護を続けるそうだ。

　俺と奥さん達は家屋へと戻り、今度の行動をどうしていくか決めるために話し合いを始めた。
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　翌日、俺、イルム、オムロレルさん、ヤトファさんの四人は、「風」のクリスタルがある城の地下へと向かう。

　クリスタルの力が大剣に向かうと何が起こるかわからないため、奥さん達はここに来ていない。念のためという事で、納得してくれた。

　そして今、俺が張った結界の中で、「風」のクリスタルが煌々と光り輝いている。

「……綺麗ですね」

　俺の隣で、ヤトファさんがそう呟いたのが聞こえる。

　確かに、こうして「風」のクリスタルを見るのは、結界を張った時と合わせて二回目だけど、緑色の綺麗な輝きだと思う。

　でも、こうして見続けている訳にはいかない。

「それじゃ、結界内へと行こうか。イルム」

「はい。ヤトファ様が、結界内へと入る事を一時的に許可します」

　ヤトファさんがごくりと喉を鳴らして、手に持つ大剣をギュッと握る。

　少し緊張しているようだ。

　まぁ、どうなるのかわからないのだし、仕方ないだろう。

　オムロレルさんに視線を向ける。

「それじゃ、ちょっと行ってきます」

「ワズ様なら大丈夫だと思いますが、お気を付けて」

　緊張しているヤトファさんを連れて、俺は結界内へと入る。

　イルムとオムロレルさんには、念のために結界の外で待機して貰った。

　もし何か起こったとしても、結界を越えて影響は出ないと思うので、念のためである。

「………………で？　どうすれば良いんだろう？」

「……さぁ？」

　俺もヤトファさんも、どうすれば良いのかわからなかった。

　てっきり、結界内に入れば何か起こるかと思っていたのだが……。

「う〜ん……とりあえず、『風』のクリスタルにもう少し近付いてみるか」

「そうですね」

　俺とヤトファさんは、ゆっくりと「風」のクリスタルへと近付いていく。

　………………。

　………………。

　………………やっぱり、何も起こらない。

「……あとは、触ってみるしかないか」

「わかりました。やってみます」

　そう言って、何度か深呼吸をした後、ヤトファさんが恐る恐る「風」のクリスタルへと触れる。

　すると、変化が起こった。

　触れた「風」のクリスタルから、緑色の光り輝くいくつもの帯が出てきてヤトファさんを包み込む。

　俺は直ぐに身構えるが、光り輝く帯からは害意を感じられなかったので、事の成り行きを見守る事にした。

　ほんの僅かの時間で光り輝く帯はヤトファさんから離れ、「風」のクリスタルの中へと吸い込まれるように消えていき、ヤトファさんはそのまま「風」のクリスタルから手を離すけど、どこか放心しているかのように見える。

「………………大丈夫？」

「……はい。起きた事に、少し驚いているだけです」

「えっと、それで……何が起こったの？」

「はい。……少し、体の中が軽くなったような気がします。クリスタルに触れる事で、少しずつ呪いが解けるのは間違いないと思います。その証拠に」

　ヤトファさんが、俺に大剣を見せてくる。

　大剣の鍔部分に開いていた四つの穴の内、その一つに緑色の輝く石が嵌め込まれていた。

「……つまり、『風』のクリスタルの力によって、呪いが軽減されたという事で良いのかな？」

「はい」

　ヤトファさんが嬉しそうに笑みを浮かべ、目元を拭う。

　呪いが解かれる希望を見つけ、ほっと安堵したんだと思う。

　という事は、あと三つのクリスタルに触れれば、呪いは完全に解かれるという事か。

　そう思った時、全てのクリスタルに触れた後、ヤトファさんは呪いから解かれるとして、残る大剣はどうなるのだろうと疑問を覚えた。

　けれど、喜ぶヤトファさんの姿を見て、その事を尋ねるのは止めておく。

　ヤトファさんの呪いを解く事に変わりはないのだし、その時になってみないとわからないのだから、不安がらせるだけだと思って。

　だから今は、一緒に喜ぼう。

「良かったですね、ヤトファさん」

「ありがとうございます」

　そして、俺とヤトファさんは結界の外で待っているイルムとオムロレルさんの下へと向かい、何が起こったのかを説明する。

　呪いが軽減した事は、イルムとオムロレルさんも、自分の事のように喜んでいた。

　さて、お土産も買ったし、ヤトファさんの呪い解除という目的も出来たから、そろそろ次へと向かおうかな。
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　奥さん達と相談した後、オムロレルさんにそろそろ出発する事を伝える。

　どうやら、オムロレルさんも、ヤトファさんの事もあり、俺達がそうするだろうと思って準備をしてくれていたそうだ。

　その準備というのが──。

「………………えっと、本当に良いんですか？」

「はい。構いません。ワズ様はこの国を……この世界を救った英雄なのですから、どうぞ気兼ねなくお使い下さい。この『飛空艇』を」

　オムロレルさんが準備してくれていたのは、飛空艇だった。

　場所をいくつもの飛空艇が置かれている艇場へと移し、用意してくれた飛空艇を前にして、俺と奥さん達は感嘆の息を吐く。

　何故なら、用意してくれた飛空艇というのが、この場にある飛空艇の中で最も大きく、装飾なんかも立派なので、どう考えても他の飛空艇より格が上というか、明らかに違う。

　え？　これを使って良いの？

　オムロレルさんに視線を向けると、どうぞ使って下さいと頷かれる。

「それに、移動魔法が使えない以上、最速の移動手段を利用した方が良いでしょう」

「それは……そうですね。ありがとうございます」

　オムロレルさんに、お礼を述べる。

　その後は、用意して貰った飛空艇の説明を直じかに教えられたのだが、よくわからない。

　ただ、この飛空艇が、本来は王族専用であるという事はわかった。

　ありがたく使わせて貰おうと思う。

　………………。

　………………ちゃんと無事に返さないとな。

　出来れば、自分専用の飛空艇が欲しいと思った。

「それで、もう飛び立てるんですか？」

「申し訳ない。急いではいるのですか、整備や食糧などの積み込む物を用意するのに、もう数日かかります」

「いえ、出発するつもりではありますが、そこまで急いでという訳ではないので、こうして準備をしてくれるだけで充分です」

　俺と奥さん達は、オムロレルさんにありがとうございますと頭を下げた。




　もうあと数日で、この国から出発である。

　イルムとヤトファさんにもこの事を伝え、旅の準備をして貰う。

　奥さん達も、色々と必要だと思う物を買いに行っている。

　その間に、俺はルマルフにある事を尋ねに行く。

　知っていると良いのだが。

　ルマルフは、王都守護騎士団が使用している鍛錬場に居るというので、そこへと向かう。

　城の外に併設するようにあったので、そう時間はかからなかった。

　開けた場所で鍛錬を行っているディソール達を、ルマルフが時折指導している。

　ただ、鍛錬を行っている人達の中に、セリアスさんの姿が無かった。

　多分、奥さん達と共に行動しているのだろう。

　とりあえず、ルマルフに声をかける。

「お〜い、ルマルフ」

「ん？　ワズ様ですか。このような場に来てどうかしましたか？」

「ルマルフにちょっと聞きたい事があってさ」

　そのままルマルフの下まで行って尋ねる。

「一体、私に聞きたい事とは何でしょうか？」

「あと数日後に次へ向けて移動するんだけど、その前に聞いておきたいんだ。ナーゼがどこに居るか知ってる？」

　俺が聞きたかったのは、前に俺、フロイド、シロ、闇女神さんを連れて、各クリスタルの場所まで運んでくれた緑色の龍──ナーゼがどこに居るかである。

　多分、家族の下に帰っているだろうから、正しくはその住すみ処かだろうか。

「ナーゼですか？　確か、ナーゼの住処は龍達の住む山で……っと失礼致しました。ワズ様は、こちらの世界の地理に詳しくないのでした。只今、地図を持ってまいりますので」

　ははは……元の世界の地理も怪しいけどね。

　正直言って、大体の位置しかわからない。

　ルマルフが地図を取りに行っている間、俺が代わりにディソール達を指導しておく。

　これからこの王都の守りは、この王都守護騎士団が中心になっていくだろうから、是非とも頑張って欲しいという激励を込めて……。

「………………」

　あっという間に、この場で立っているのが俺だけになってしまった。

　正直言って、やり過ぎたかもしれない。

「……む、無念」

　ディソールがそう呟いて意識を失う。

　……死んでないよね！　死んでいないよね！

　今の呟きは、俺の鍛錬に付いてこられず、途中で止めてしまうのが口惜しいという事だよね！

　大急ぎでディソールの様子を確認しに行く。

　………………。

　………………呼吸している……脈も力強い……普通に疲れて気を失っただけか。

　心から、ほっと安堵した。

「これは一体どうしたのだ！　敵襲か！」

　ルマルフの叫び声が轟く。

　どうやら戻ってきたようだ……悪いタイミングで。

　ルマルフは、その手に持っていた紙束を地面に落とし、そのままこちらへと駆け寄り、ディソールに声をかける。

「大丈夫か、ディソール！　一体誰にやられた！　私が仇かたきを」

　ルマルフが最後まで言う前に、意識を取り戻したディソールが、指先を俺に向ける。

　念のため、俺は後方を確認した。

　………………王都守護騎士団の面々全員が、俺を指差している。

　騎士達の強い絆を感じた。

　さすがだな。これで王都の守りは万全だ……と、フッと笑みを零し、俺は視線を戻す。

　すると、ルマルフがじっと俺を見ていた。

「………………」

「………………やり過ぎました。ごめんなさい。あっ！　ちゃんと回復しておきます」

　言葉通りに、俺は一時的に「神格化」して、ディソール達に回復魔法をかけていく。

　すると、ルマルフが突然大声を上げて、何やら話し出す。

「良いか！　これでわかっただろう！　私達は弱く、まだまだだ！　そして、世の中には、どう足あ搔がいても勝てない理不尽の権化が居るという事を！」

　それは誰の事だろうと思うが、ルマルフの手がこちらを指し示しているので、多分、俺の事なんだろう。

「そう、私も約一年前に同じ気落ちを味わった！　決して逆らってはいけないと、骨身に刻まれた！」

　きっと、闇女神さんにやられた時の事だろう。

「だが、それで良いのか、騎士達よ！　そのまま倒れたままで良いのか！　私達の負けは、そのままこの王都に住む者達の負けと同義だ！　それを許せるのか！　いいや、少なくとも私は許せない！　騎士達はどうだ！　それを許せるのか！　もし、私と同じく許せないと思うのなら、立て！　立ち上がって、その胸に抱く思いを証明してみせろ！」

『オ………………オ、オオオオオォォォォォッ！』

　中にはまだ回復しきっていない者も居るだろうに、騎士全員が雄お叫たけびを上げながら、次々立ち上がっていく。

　おぉ……何か、凄い場面に出くわした気分………………まぁ、俺が悪者のようだけど。

　けど、ルマルフと騎士達の絆が強まったのなら、別に良いんだけどさ。

　でも、言われっ放しというのも何なので、俺もルマルフ達に言葉をかける。

「もう元気みたいだな。なら、もう一回鍛錬やっとくか。今度はもう少し本気を出して……それと、闇女神さんも呼んで」

『ちょっと雰囲気に乗っただけなんです！　調子に乗って、すみませんでした〜！』

　ルマルフとディソール含め、全員が一斉に土下座した。

　………………えっと、冗談のつもりだったんだけど……というか、立って！　立ち上がって！

　このままだと、本当に俺が悪者みたいに見えるからさ！

　頼むから立ち上がってくれ〜！

　………………数分後、地図を見せて貰う。

　ルマルフが持ってきた地図は世界全体が記載されている世界地図と、一地域を拡大している小さな地図が数枚で、この地図はあとでオムロレルさんから貰えるそうだ。

　その全てに目を通し、ルマルフからはナーゼの住処を、他の騎士達からは各地の名産品や何が美味しいとか、色々な情報を教えて貰った。

　騎士達とも、随分と打ち解ける事が出来たと思う。

　戦いの後……ではなく、鍛錬の後にも友情が生まれるようだ。




　数日後、俺と奥さん達、イルムとヤトファさんが、大国ガーリスから出発する時が来た。

　次の目的地は「水」のクリスタルがある、水の都ガルドレーンだ。

　ただ、ルマルフから聞いた話によると、ナーゼの住処が進路から少し離れたところにあるので、そこを経由してからになる。

　俺達の見送りは、余り派手にして欲しくないという希望通りに、オムロレルさん、オレリアさん、ディソール、ルマルフ、ルトだけだ。

　というか、ルトはまだ居たんだな。

　統治者としての勉強が難航しているのだろう。

　頑張れと激励しておく。

　飛空艇を動かすために必要な人員や整備の人達は、既に乗り込んでいるようなのだが、ただ、見送りの中にセリアスさんが居なかったのは、少し残念だ。

　多分、王都守護騎士団としての仕事が忙しいのだろう。

　オムロレルさん達と一時の別れの挨拶を済ませ、俺達は飛空艇へと乗り込む。

　すると、飛空艇の中で俺達を出迎えたのは、セリアスさんだった。

「……あれ？　セリアスさん。どうしてここに？　王都守護騎士団の方は？」

「ご挨拶が遅れました。この度、私は皆様の案内役として同行する事になりまして、改めて宜しくお願いします。ワズ様」

「え？」

　俺が呆けている間に、セリアスさんが一礼する。

　……なるほど。だから見送り側に居なかったのかぁ。

　正直言って、セリアスさんが同行してくれるなら、心強いと思う。

　何しろ、イルムシュタッドに関しては、知らない事が多いし、イルムも居るけど、ヤトファさんの事に集中して欲しいので、余り無理はさせられないので。

　奥さん達も、問題無さそうに笑みを浮かべているというか……多分、知っていたんだと思う。

　なら、ご厚意に甘える事にした。

「こちらこそ、宜しくお願いします。頼りにさせて貰いますね。セリアスさん」

「はい！」

　嬉しそうに微笑むセリアスさんと握手を交わし、俺達は飛空艇の甲板へと出た。

　そして、飛空艇のプロペラ部分がゆっくりと回り出す。

　プロペラの速度が徐々に速くなっていき、飛空艇が宙に浮く。

「いよいよか。それじゃ、ナーゼに会いに行こうか」

　甲板から、オムロレルさん達に向けて手を振る。

　オムロレルさん達から振り返される手を見ながら、飛空艇が大空へと飛び立った。








別章　執事、やる気になる









　ワズ様と奥方様達が「世界間転移」の光に包まれて、その姿を消します。

　無事、イルムシュタッドへと向かわれました。

　向こうでの事は妹であるイルムに任せておけば全て問題無いでしょう。

　そういえば、イルムに相談されて共にワズ様のステータスを更新しましたが、気に入って頂けたのでしょうか？

　見た時の反応を確認出来ないのは残念で仕方ありません。

　ですが、このフロイド。主人であるワズ様の好みはきちんと把握していますから、今回は中々趣向を凝らしましたので、きっとお喜び頂けると思っています。

　私は心の中でやり切ったと満足し、隣に立つティアンへと声をかけました。

「では、私達も行きましょうか、ティアン」

「はい。フロイド様」

　置いていかれた事は残念ですが、これは裏を返せば、ワズ様が安心してイルムシュタッドへと向かう事が出来るのは、私がこの世界に残っているからこそと取る事も出来ます。

　………………。

　………………任されました。

　主人の気持ちを正しく汲くむのも執事の務めでございます。

　こちらの世界の平和は、私が守ってみせましょう……と意気込んではみたものの、こちらの世界に脅威と呼ばれるような存在は既に居ませんが。

「それで、まずはどちらに向かわれるのですか？」

「そうですね。こちらの世界を見せるのもそうですが、やはり目的があった方が良いのは間違いありません。やはり、ワズ様が巡った道筋で進むのが最適でしょう。……それと、これからティアンもワズ様にメイドとして仕えるのですから、ワズ様と縁ゆかりがある人達も一緒に紹介しておきます」

「宜しくお願いします」

　そして、私とティアンがまず初めに向かった先は、エルフの里です。

　聞いた話によると、現在山の上位者であるルト様が、里の男性エルフ様達を鍛え上げているそうなので、まずはここからと決めました。

　エルフの里へと向かい、そこで用件を伝えてルト様の居場所を尋ねます。

　ルト様の名を出した時、女性エルフ様達が全員家の中へと駆けて行きましたが、取り巻く状況は変わっていないようですね。

　ティアンがその様子を不思議そうに見ていたので、ルト様がどういう人物なのかを簡潔に正しく伝えます。

「………………ハイ・エロフ？　……ハイエルフではないのですか？」

「違います。ハイ・エロフです。そこを間違えると怒りますので注意して下さい」

「わかりました。ですが、以前の私よりも酷い状況ですか。どうにかならないのでしょうか？」

　ティアンが悲しそうに言います。

　ルト様とティアンの状況は違うと思うのですが、何か通じるモノでもあったのでしょうか？

　ですが、そうですね……。

　ルト様にも何か救済処置でもあれば良いのですが、難しいかもしれません。

　自業自得と言ってしまえば、それで終わってしまいますが。

　しかし、それをどうにかするのが執事の務め。

　しかと見せてあげましょう。私の執事力というモノを……。

　………………。

　………………。

　ふむ。とりあえず、ルト様と会ってから方針を決めましょうか。

　なので、早速ルト様が居る場所へと向かいます。

　教えられた場所はエルフの里からそう離れていないところで、森の中にある開けた場所でした。

　そこで男性エルフ様達を相手にルト様が指導しながら鍛錬を行っていますが、どちらも真剣で、今よりも強くなろうとしているのが見るだけでわかります。

「では、ティアン。このまま向かうと鍛錬の邪魔になるかもしれませんし、私がルト様を呼んできますので、少々ここで待っていて下さい」

「わかりました。フロイド様に迎えられるのを、いつまでもお待ちしております」

　そんなに時間はかからないと思いますが……。

　それなりに日差しが強いので、ティアンを木陰に待機させ、私はルト様のところへと向かい、声をかけます。

「お久し振りです。ルト様」

「ん？　あぁ、フロイドか。久し振りだな。元気だったか？」

　そう言って鍛錬の手を止め、眩しく爽やかな笑顔を向けられました。

　………………。

　………………誰ですか、この方は？

　私が知っているルト様は、このような輝く笑みを浮かべる方ではございません。

　もっとこう……隠せない欲に塗まみれた笑みを浮かべる方だったと記憶しているのですが。

　これではまるで、只の好エルフ青年ではないですか。

　………………まさか、偽者？

　ついつい疑いの目を向け、尋ねてしまいます。

「本当に、ルト様ですか？」

「ははっ！　いきなり酷いな。話しかけたのはそっちだろ？　疑うなんて酷いな」

　好エルフ青年の笑みで返されました。

　すみません。そのような笑みに耐性がありませんので、こちらに向けないで頂けないでしょうか？　何やら、負けた気分を覚えますので。

　私が普段浮かべている笑みと、一体どこがどう違うというのでしょうか？

　さっぱり違いがわかりません。

　私が困惑している間に、ルト様が周囲へと視線を向けます。

「……ところで、フロイド一人なのか？　いつも一緒に居るワズはどこに？」

「ワズ様は現在」

「すみませ〜ん！　少し教えて欲しい事があるんですが〜！」

　ワズ様の事を伝えようとした時、近くに居る男性エルフ様から声がかけられます。

　そういえば、他の皆様は鍛錬の途中でしたね。

「すまんな、フロイド。ちょっと行ってきて良いか？」

「構いませんよ。こちらは特に急いでいませんので」

「悪いな。それじゃ、またあとで」

　ルト様が断りを入れて、声をかけてきた男性エルフ様の下へと向かいました。

　さて、このまま待っていても仕方ないので、一度ティアンのところへと戻りましょうか。

　ティアンと合流し、エルフ様達の鍛錬が終わるのを待ちます。

「もう少し長引きそうですね。紅茶でも淹れましょうか？」

「そうですね。……少し休憩しましょうか」

　いざ紅茶の準備を始めようとした時、近くに覚えのある気配を感じます。

　そちらの方へと視線を向けると──。

「おや？　ワズ様ではないですか。どうしてここに？　もうイルムシュタッドから戻られたのですか？」

　そこには、イルムシュタッドへ行っているはずのワズ様が居ました。

「………………」

　何も答えてくれません。

　ですが、これはいつもの事なので、この程度で私はへこたれません。

　恐らくですが、私とティアンがここに居る事を、まだ信じられていないのでしょう。

　幻ではありませんよ？

　ワズ様の忠実なる執事、フロイドはここに居ます。

　などと考えている内に、正気へと戻ったワズ様が声をかけてきました。

「………………そっちこそ、どうしてここに居るんだ？」

　尋ねられたので、そのままルト様に会うまでの事を答え、どうしてここにワズ様が居るのかまで聞き、私は顎に手を当てて考えました。

　ルト様の事を正直に言っても信じてくれるかどうか、少し怪しいですね。

　けれど、最終的には会って頂ければわかる事だと思い、ティアンと共にワズ様をルト様の下へと誘導しました。

　その結果、最初は私と同様に信じられない者を見たような表情をワズ様が浮かべます。

　やはり主人と執事は似てくるのですね。

　そして、ワズ様の交渉の結果、ルト様がイルムシュタッドへと赴く事になりました。

　しかも、エルフとダークエルフの統治者として。

　………………なるほど。これがワズ様の行う救済処置なのですね。

　私が考えていた事を何も言わずに完遂してしまうとは……このフロイド、感服致しました。

　ワズ様が主人で良かったと、心から思います。

　これは負けていられません。

　私もこの世界の平和のために、出来る事を全力でやり遂げてみせましょう。




　そして、ワズ様とルト様を見送った後、私とティアンは次なる場所へと向かいました。








第八章　龍山の龍達










１






　大国ガーリスから出発して、翌日。

　順調に行けば、あと二日で次の目的地であるナーゼの住すみ処かへと着くそうだ。

　まぁ、急がなくても良いので、のんびりと行こう。

　今思えば、ナーゼには随分と無茶をさせていたのではないかと思うので、再会したら感謝の言葉を伝えようと思うし、俺に出来る事であれば手助けしたい。

　そして、俺と奥さん達、イルムとヤトファさんは、セリアスさんの案内で飛空艇の甲板に出て、流れる景色を眺める。

「パパより速い？」

「ん？　この飛空艇がって事かな？　多分、ラグニールの方が速いと思うよ」

　メアルの疑問に答えつつ、皆の様子も確認する。

「空を飛ぶって、こんな感じなんですね」

「そうだな。自分の魔法で浮く事はあっても、こうして空を飛ぶというのは新鮮に感じる」

「まさか、こんな経験が出来るなんて思いませんでした。空から見る景色というのも素敵ですね」

　ナミニッサ、サローナ、タタが、景色を眺めながらそんな事を呟いていた。

　確かに、地上を歩くのとでは大きく違うと思う。

　それにしても、この三人は何というか見ているだけで、大人な雰囲気を覚える。

　精神的な意味で……。

「……おぉ〜。高い。速い」

「ふっふっふっ！　どうだ！　イルムシュタッドは凄いだろう？」

「やっぱり飛空艇は基本ですね。戻ったら、早速開発に着手しないと」

　ハオスイ、ファファル、カガネは、一緒に行動していた。

　というか、ハオスイが甲板から身を乗り出して風景を眺めているので、少し危ないと思うのだが、ファファルとカガネがしっかりと服を摑んで落ちないようにしている。

　何だかんだと、仲の良い三人だと思う。

「何を緊張しているのだ？」

「そうですよ〜。別に落ちている訳ではないのですから～。普通に飛んでいるだけですよ〜？」

「お、落ちるとか、そんな縁起の悪い事を言わないでくれ！」

「そ、そうね。落ちる訳ないわよね。大丈夫……大丈夫……」

　ナレリナとキャシーが、何やら緊張しているように見えるマオとアリアに声をかけていた。

　というか、何やら不安がっているように見えるのだが、マオとアリアはどうしたのだろう？

　まさか……空を飛ぶのが怖いとか？

　………………まさかなぁ〜。

「飛空艇……初めて乗りました。まさか、こんな日が来ようとは思いませんでした」

「奇遇ですね。私も初めてです」

「……イルム様は創造神なのですから、特に乗る必要はないのでは？　……あれ？　そう考えると、どうして創造神イルムシュタッド様が城でメイド修行をしていたのでしょうか？　ん？　んん？　畏れ多いはずなのに……どうして普通に受け入れていたのでしょう」

　ヤトファさん、イルム、セリアスさんは共に行動している。

　というか、ヤトファさんは初めてで、まさかイルムも初めてとは思わなかった。

　良かったですねと思うのだが……セリアスさんはそこを疑問に思ってはいけない。

　フロイド、イルムの兄妹はやりたい事をやっているだけなので、深く考えてはいけないのだ。

　大丈夫。基本は無害だから。

　いやいや、本当に……他人事の間であれば……。

　そうして、奥さん達やイルム達の様子を眺めていると、ふと思い出して考える。

　あれから光女神様達の姿を見ていないけど、どうしているのだろうかと。

　なので、早速、俺は「ステータスチェック」と念じて確認する。





「空女神は『２』を二枚手に入れ、『４』と『５』を一枚ずつ渡した」

　……これで、「２」が三枚に、「１」が二枚。

　……勝った。私の勝利は揺るがない。







「海女神は『２』を一枚手に入れ、『７』を一枚渡した」

　とりあえず、「２」を一枚確保出来ただけ、良しとしますか。

　……あとは、戦略的に今回の勝負を負けなければ問題ないな。







「戦女神は『ＪＯＫＥＲ』を摑んだ」

　強いカードは少ないが、同じ数字の揃そろっているのが多い。

　ＪＯＫＥＲを上う手まく切る事が出来れば、私にも勝機はある……はず。

　……あれ？　これは。







「大地母神は『７』を一枚手に入れ、『２』を一枚渡した」

　くっ！　……何て中途半端な数字を寄よ越こすのですか！

　これを、下の数字が揃っていると考えるべきか、単に嫌がらせと捉えるべきか悩みますね。

　………………ニヤニヤしていますか。

　これは、嫌がらせで間違いないでしょう。……さて、潰しますか。







「光女神は『４』と『５』を一枚ずつ手に入れ、『２』を二枚渡した」

　………………。

　………………きた。最初から負け続けて、漸ようやくきましたか。

　ふっ……ふふっ……ふはははははっ！

　空女神さんにとっては要らないカードであろうとも、私にとっては正にお宝！

　この二枚を手放すなんて、愚の骨頂ですね！

　さぁ！　私の革命を始めましょうか！






　………………うん。よくわからないけど、とりあえず元気そうで良かった。

　まぁ、多分遊んでいるのは間違いないんだろうけど、一体何をしているのかは、相変わらずさっぱりわからない。

　空女神様が起きているので、ゲームなのは間違いないと思う。

　そのままぼんやりと眺めていると、決着がついた。





「空女神は、一抜け」

　……当然。

　……ゲームで私に勝てる者は居ない。







「海女神は、三抜け」

　くぅ！　まさか、順位を落としてしまうとは！

　ですが、まだまだこれからです！







「戦女神は、二抜け」

　ほっ……どうにか上手くいった。

　あとは、空女神だけだけど……ゲームで勝てる気がしない。







「大地母神は、四抜け」

　あと一枚。……あと一枚だったのに！

　ですが、海女神が手の届く範囲に落ちましたね。

　ふふふ……次で仕留めましょう。







「光女神は、ドベ」

　あああああぁぁぁぁぁ〜！　私の革命がぁ〜！

　くぅ〜……おのれ、戦女神さん！

　まさか、私の革命を返されるなんて！

　さすがと褒めてあげましょう………………悔しくなんてないんだからねっ！






　……ちょっと楽しそうだなと思うけど、俺がこの場に参加したとしても、空女神様に勝てるとは思えなかった。

　とりあえず、光女神様が負けた事はわかったので、頑張って下さいと心の中で応援しておく。

　すると、光女神様の文面が変化した。





「光女神は、心に温かいモノを覚える」

　はっ！　何やら、今の私なら無敵のような気がします！






　……察知能力が高い気がする。

　え？　届いたの？　いや、届いていないよね？

　不思議そうに見ていると、今度は空女神様の文面が変化して、それに合わせて全部変わった。





「空女神は、勝者として告げる」

　……意味のわからない事は言わなくていい。

　……負けたんだから、早くご飯作って。







「光女神は、敗者として堂々と宣言する」

　良いでしょう！　今の、無敵な私なら、何でもかかってこいです！

　皆さんの舌を唸うならせ、「こんなに美お味いしい食事を作れるなんて、ありがとうございます。ワズさんの神・正妻は、あなたで決まりました」と言わせてみせましょう！







「空・海・戦・大地の女神達は、大きく溜ため息いきを吐ついた」

　……寝言は寝てから言いましょう。






　………………。

　………………うん。元気なのはわかったし、今はもう見なくても大丈夫だな。

　そう思って俺はステータスを消し、再び流れる景色へと視線を向ける。

　……早く着かないかなぁ〜。

　その後、カガネから、光女神様達がやっていた事が、「トランプ」という道具を使ったゲームの一つであるという事を教えられる。

　カガネが実際にトランプを作ってくれたので、俺はどんなゲームがあるのかを聞きながら、奥さん達、セリアスさん達と共に、楽しい時間を過ごす。

　その時、カガネは一枚のカードを手に取り、「お兄ちゃんって、トランプの中だと正しく『ＪＯＫＥＲ』だよね」と言われる。

　どういう事かと説明を聞いたが、俺ってそんなに理不尽な存在ですか？





２






　ナーゼの住処は「龍りゆう山ざん」と呼ばれているところで、一つの大きな山全体に様々な龍が住み着いていて、迂う闊かつに立ち入ると龍達全てが襲いかかってくる危険がある場所らしい。

　ルマルフの話だと、力を示せば問題無いそうなのだが、どうにも人種を見下している傾向があり、このまま飛空艇で乗り付けると襲いかかってくる可能性があるというので、その近くにある森の開けた場所へと着陸する。

　ここから徒歩で移動して、ナーゼとその家族だけに会うつもりだ。

　もしくは着陸場所まで来て貰もらうか。

　となると、行って帰ってくるだけの可能性があり、それだとそう時間はかからないため、ナーゼと直接面識のある俺と、同じく龍という事でメアルと共に向かう事にした。

　この場に他の奥さん達を残すのは、魔物が現れるかもしれないので飛空艇を守るためと、戦わせる訳にはいかないヤトファさんが居るためである。

　まぁ、いざという時はタタとナミニッサが結界魔法を使えるので、守備は万全だろう。

　ファファルが龍達と戦いたいと駄々をこねると思ったのだが、今はハオスイとカガネに勝つ事を目標にしているため、他には余り興味が無いようだ。

　俺とメアルが龍山に出向いている間は、周囲を散策したり、鍛錬と称した模擬戦で時間を潰すつもりのようで、奥さん達もナーゼと会うのを楽しみにしているため、なるべく早く帰ってくるつもりである。

　セリアスさんから、どちらの方向へと向かえば良いのかだけ聞き、俺はメアルを頭の上に乗せてから、奥さん達の方へと視線を向けた。

「それじゃ、なるべく直すぐ戻ってくるから。いってきます」

『はい。いってらっしゃいませ』「……ませ」「気を付けてな！」

　奥さん達と挨拶を交わして、俺は一気に駆ける。

　多分、龍山に着くのは、そう時間はかからないだろう。

　問題は、どうやってナーゼに会うかだけど、行ってすんなり会えれば良いが、ルマルフの話と共にセリアスさんからも同じ事を注意された。

　追加情報としては、龍山の龍達はプライドが高くて……龍という種族の力の高さを鼻にかけ……人種だけでなく他種族を見下す傾向が強いという事で………………あぁ、面倒臭い。

　それを聞いた時、そういえば、ナーゼと初めて会った時も、随分と高圧的だったような気がするけど、即行で闇やみ女め神がみさんの恐怖に平ひれ伏ふしたから余り印象に残っていない。

　そういえば、その後に会ったジルンとも昔からの知り合いだったようだし、ジルンもここに住んでいたのだろうか？

　そのまま駆けていく途中で川が流れていたので、一旦休憩してから再び歩を進めていく。

　時折現れる魔物を適当に叩き潰し、後で金に換えるつもりでメアルの時空間魔法の中に収納しながら進み、そろそろ龍山に入ったかな？　と思った時、直ぐ近くで激しい衝撃音が響いた。

　最初は魔物同士の争いかと思ったのだが、龍山が近いため、もし龍だったら、事情を説明してナーゼを呼んで貰い、力を示せというのならとりあえずぶっ飛ばせば良いと結論して向かう。

　だが、そこに居たのは見覚えのある龍だった。

　四枚羽の緑色の龍。間違いなく、ナーゼである。

　というか、ナーゼが傷だらけで倒れていたので即座に駆け寄った。

「大丈夫か、ナーゼ！」

　傷の状態を見て、念のため「完全神格化」して回復魔法をかけると、ナーゼの目がゆっくりと開かれて俺を見る。

「……うっ、もしや……ワズ様ですか？　どうしてここに？」

「ナーゼに会いに来たんだけど、一体何があったんだ？」

「何が？　………………はっ！　妻と娘は！」

　ナーゼが何やら状況を思い出したようで、その大きな体たい軀くを起き上がらせた時、空から別の龍が近くに落ちてきた。

「レフィ！　パルフェ！」

　ナーゼが落ちた龍の下へと向かうので、俺もあとを追う。

　よく見れば、落ちてきた龍はナーゼと同じく緑色で傷だらけなのだが、その手には小さな緑色の龍を守るように抱き抱えている。

　ナーゼが心配そうに声をかけ、大きい方の緑色の龍が優しく微笑ほほえんだように見えた。

　多分、ナーゼの妻と娘なのだろうと思っていると、ナーゼに懇願するような視線を向けられたので、先程と同じく回復魔法をかけて傷を治す。

　大きい方の緑色の龍がゆっくり体軀を起こし、一体何が起こったのかとナーゼに視線を向けた。

「あなた……これは一体？」

「もう安心していい、レフィ。これで私達は救われた。この方が、大魔王を倒したワズ様なのだ」

　ナーゼの説明を聞いて大きく目を見開いた緑色の龍がジッと俺を見てきたので、ぺこりと頭を下げる。

　すると、緑色の龍の方がゆっくりと頭を下げた。

「……そうですか。お話は夫からよく聞かされました。初めまして、ワズ様。私の名は『レフィ』。ナーゼの妻です。傷を治して頂き、ありがとうございます」

「いえいえ、お気にならさず。ナーゼにはお世話になったし、これぐらい軽いですから」

　ナーゼの奥さん──レフィさんが頭を上げると、抱き抱えられている小さな緑色の龍──たしか、パルフェ……ちゃんで良いか、がジッと俺を見て、そのまま視線を上げてメアルを興味深そうに見る。

「メアルだよ。ワズの奥さんなの。宜よろしくね」

「おぉ！　ワズ様の奥様なのですね。ナーゼと申します」

「レフィです」

　ナーゼとレフィさんがメアルに挨拶をすると、レフィさんに抱かれているパルフェちゃんが小さく手を振ってきた。

「……パルフェです」

　メアルがパルフェちゃんの下へと飛び、仲良くしようねと手を重ねる。

　そのほんわかする光景に、俺、ナーゼ、レフィさんがにこにこと笑みを浮かべた。

　このまま見ていたいと思うのだが、状況がわからない俺はナーゼに尋ねる。

「それで、一体どうして傷だらけだったんだ？」

　メアルとパルフェちゃんを見てデレデレしていたナーゼが、ハッ！　と思い出す。

「そ、そうでした！　ここで立ち止まっているのは危険」

「ゲハハッ！　見つけたぞ！　おい！　ここに居たぞ〜！」

　ナーゼの言葉を遮って、周囲に大声が響く。

　表情を険しくしたナーゼとレフィさんが空へと視線を向けるので、俺も向けてみると、そこにはナーゼよりも大きな体軀の紫色の龍が居て、呼ぶ声に反応した何頭もの龍がこちらに向けて飛んできているのが見えた。

　レフィさんがメアルを引き寄せ、パルフェちゃんと共に守るようギュッと強く抱き抱え、妻と娘を守るようにナーゼが前に出る。

　紫色の龍が悠然と下りてきている間に、再度ナーゼに尋ねた。

「ほんと、どういう状況なの？」

「すみません。簡単に言ってしまえば、どうやら私がワズ様達に協力した事をどこかで聞き、龍山に住む龍達は、魔王ではなく人に協力したというのが気に食わないと襲いかかってきたのです。いくらワズ様達が魔王より、いえ、大魔王よりも強いからだと訴えても信じて貰えず、このまま龍山に住むのは危険と判断して別のところへと逃げようとしたのですが、奇襲を受けてしまい」

　なるほど。それでナーゼとレフィさんは傷だらけだったのか。

　それに、間接的にでも俺が関わっていると……。

　なら、ナーゼには色々お世話になったし、全力で助けよう。

「わかった。どうすればいい？　とりあえず、龍山の龍全部しばき倒しておこうか？　というか、もういっその事、山ごと全部吹き飛ばしておくか？」

「物騒ですね！　しかも出来ないと思えないのが尚物騒です！」

「たかが人間如ごときが大きく出たな！　図に乗るなよ！」

　ナーゼが引いている中、紫色の龍が激げつ昂こうしながら近付いてきたが、その歩みが急に止まる。

　紫色の龍の視線は、メアルに釘くぎ付づけだった。

　値踏みするような視線を向けていた紫色の龍がにんまりと笑みを浮かべ、メアルがうぇ〜と気持ち悪そうなモノを見るような表情を浮かべる。

「……ほぅ。人と共に居る龍など大した事は無いと思っていたが、その白龍は美しいな。どうだ？　俺の子を産ませてやろうではないか！　そこの人間を餌にしてな！」

　良し、殺そう。存在そのものすら残らないぐらい殺そう。

　とりあえず、この紫色の龍を龍山ごと消し飛ばせば、それで全部解決だよね？

　何だったら更地にして、ナーゼ一家の新たな住処を造れば良いんじゃないかな？

　なら、ここはやっぱり「完全神格化」ではなく、「邪神化」して徹底的にやるべきか。

　さて、どうしてやろうかと考えていると、ナーゼが声をかけてきた。

「ワズ様……まだ短い付き合いですが、何となく何をしようとしているのかがわかります。ですので、どうかそれは止やめて下さいませんか？　確かにプライドの高い龍達ばかりですが、同胞でもあるので。……私達が別のところへ移り住めば済む話ですし、そもそも龍同士の問題ですから」

　……なるほど。

「なら、龍同士なら問題無い訳だな？」

「そ、それはまぁ、そうですが……まさか、私がどうにかするのですか？」

「いや、違う」

　安心しろ、ナーゼ。

　お願いするのは、メアルにちょっかいをかけようとした場合、最も容赦がないだろう義父と、義お祖ば母あ様さまだ。

　きっと徹底的にやってくれるに違いない。
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「おや？　ワズじゃないかい。奥さん達の姿が見えないけど、新婚旅行はどうしたんだい？」

「おぉ！　ワズではないか！　どうした？　もう帰ってきたのか？　まだ子は産まれておらんぞ」

　とりあえず、ナーゼ達に手出し出来ないように強固な結界を張った俺は、一旦元の世界へと「世界間転移」で戻り、ラグニール達のところを訪ねた。

　その際、ラグニールは正座でメギルさんから説教を受けているいつも通りの光景で、きっと何かしらの深い理由があると判断し、色々と面倒……察して、そのまま回り右して出ていこうとしたのだが、その前に見つかってしまい、普段通りの口調で声をかけられてしまう。

　正座したままなのだが、ラグニールからは絶対に逃がさない……助けてくれと言っているように聞こえた。

「……ちょっと、ラグニールとメギルさんに用があって。メルさんは大丈夫なの？」

「うむ。我と義母上様にか？　メルならリイシャがきちんと気にかけてくれているぞ」

「確かに、どこかの馬鹿な義理息子とは大違いの子だね」

「義は母は上うえ様さま！　どうかお許し下さい！」

　ラグニールが淀よどみない清流のような動きで、正座から土下座へと移行した。

　……一体、今回は何をしたのだろう。

　でも、今は時間も惜しいので、その辺りの事は放置する。

「……とりあえず、続きは後にしてくれないかな？　ラグニールとメギルさんには、俺と一緒にイルムシュタッドへと出向いて欲しいんだけど？　ちょっと困った龍が居てさ」

「ワズ達が新婚旅行に行っている世界にか？」

「ほぅ……違う世界の龍が相手なのかい？　……面白そうだね」

　ラグニールは訳がわからないと首を傾かしげ、メギルさんは不敵な笑みを浮かべている。

　とりあえず一緒に来てくれるというので、その前に別室に居るメルさんとリイシャさんの様子を見に行く。

　メルさんは横になって、穏やかな表情を浮かべながら少し大きくなったお腹を撫なでている。

　リイシャさんも優しい表情を浮かべながら寛くつろいでいた。

　う〜ん……ラグニールの時とは、流れている空気も時間も違うような気がする。

「やっ！　どう？　大丈夫？」

「あら、ワズさん。ふふっ、大丈夫ですよ。リイシャが色々と手伝ってくれていますから」

「メル姉様のためよ。ところで、ファファルは元気かしら？　というか、どうしてここに？」

「元気だから安心してよ」

　ほにゃ〜っと、この場の空気に流されそうになった。

　違う違うと頭かぶりを振って、気持ちを入れ替える。

「ここに来たのはラグニールとメギルさんに手伝って貰おうかと。ちょっと龍山に行っていてさ」

「うわ〜、龍山に行っているの？　面倒臭いでしょ、あそこの龍達。私嫌いなのよね」

「……はは」

　リイシャさんが心底嫌そうな表情を浮かべる。

　確かにリイシャさんとは合わないだろうと、苦笑いしか返せない。

　メルさんとリイシャさんから、少しの間ラグニールとメギルさんを連れていく事の了承を得て、早速イルムシュタッドへと戻った。




　戻った瞬間、周囲に爆発音が響く。

「が〜！　一体どうなっているのだ、この結界は！　もっと攻撃を加えろ！　龍こそ最強である事を証明しろ！」

　何やら紫色の龍が吠ほえていたのだが、放っておく事にした。

　どうやら、俺が張った結界を壊そうと様々な龍がこの場に集まり、次々とブレスなどの攻撃を加えていたようである。

　まぁ、そもそも俺並の攻撃力じゃないと壊せないような結界なので、いくら数を増やしたところで無駄なのだが。

「何か煩うるさいのが居るな」

「煩わしいねぇ……落ち着かないよ」

　ラグニールとメギルさんは周囲の状況を眺めつつ、俺の後に続く。

　俺が目指したのは、結界中央で纏まとまっているメアルとナーゼ一家だ。

　レファさんはパルフェちゃんを守るように抱き抱え、そこには近付けさせないと、メアルとナーゼが周囲を警戒している。

「お待たせ！　龍の問題は龍でやるべきって言うから連れてきたよ」

「おかえり〜！」

「遅いではないですか！　もう、気が気ではありませんでしたよ！」

　嬉しそうに抱き着いてくるメアルを受け止めていると、ナーゼが涙目で訴えてくる。

　ラグニールがメアルを迎えようと両腕を広げていたが、そこを気にしてはいけない。

「そ、それで、どうするのです……か………………えっと、どちら様でしょうか？」

　ラグニールとメギルさんの姿を視界に捉え、ナーゼが呆ほうけたように尋ねてくる。

「あぁ、俺の世界の龍王と、その義お母かあ様さま。メアルの父とお祖母ちゃんと言った方が良いかな？」

「は、はぁ……どうも、ナーゼと申します」

「うむ。龍王ラグニールだ！」

「メギルでいいよ。それにしても、こんな小さな子まで怯おびえさせるなんて、こっちの龍共は躾しつけがなっちゃいないね」

　そう言って、怯えているパルフェちゃんを、優しい目付きで撫でるメギルさん。

「それで、我と義母上様に、一体何をさせようと言うのだ？」

　ラグニールからの問いに、俺はまずナーゼ一家の現状を伝え、最後にこう付け加える。

「そしたらあの紫色の龍がメアルを気に入ったようで、子を産ませてやろうって言ってきた」

　瞬間、濃密な殺気が結界内に満ちる。

　それも二頭分。

　ラグニールとメギルさんのである。

　コキキ……コキキ……と、ラグニールが指の関節を鳴らす。

「……ワズよ。それで我と義母上様を呼んだのか？」

「あぁ。だって、龍同士の問題は龍で片付けないといけないってナーゼが言うから」

「なるほどな。……それなら仕方ない。それに、よくぞ知らせてくれた」

　ラグニールの口から殺やる気を示すように、ぼっ！　ぼっ！　と小さな炎が漏れる。

「……どうやら、本当に躾が必要なようだね。全く……同じ龍として恥ずかしいねぇ……」

　メギルさんが静かに怒っていた。

　その身から漏れる殺気は、凶悪そのもの。

　……なるほど。確かにこの凶悪さなら、ラグニールの頭が上がらないのも納得である。

　いや、俺もだけど。

「……ワズよ」

「はいっ！」

　メギルさんから低い声で呼ばれ、俺は背筋をしゃんと伸ばした。

「結界を解きな。龍王と呼ばれる龍がどのような存在なのかを、こちらの世界の馬鹿な龍共に教えないとねぇ。……わかっているね、ラグニール」

「うむ。ラグニール。全て駆逐する！」

　よぉ〜し！　やったれ〜！

　メギルさんの指示のまま、俺が結界を解くと同時に周囲に居た龍達が雪崩なだれ込んできた。

　だが、こちらへと届く前にラグニールの攻撃が始まる。

「死に晒さらせや〜！」

　このままではナーゼ一家が危ないと感じ、俺とメアル、ナーゼ一家を包むように新たな結界を張っておく。

　そして、ラグニールが口を開き、そこから一筋の炎が放たれた。

　ラグニールがそのまま首を振ると、チュンッ！　という音と共に、周囲一帯が焼け野原へと変わり、周りに居た龍達が焼け飛んでいく。

「……何あれ？　どう見ても、普通のファイアブレスじゃないよね？」

「何だい？　まだ見た事が無かったのかい？　何でも、対アンタ用に生み出した超濃縮のファイアブレスで、『ファイアレーザー』と名付けたそうだよ。まぁ、そう名付けたのは、アンタの奥さんの一人のカガネだけどね」

　メギルさんが丁寧に教えてくれる。

　カガネは一体何をしているのだろう……。

　それにしても、ラグニールも頑張っているんだなぁ……対俺用というのは物騒だけど。

　でも、もしアレを食らっても、多分服が燃え尽きるだけで終わりそうな気がする。

「ギャアアアァァァッ！」

「何だあの黒い龍はぁ〜！」

「化け物龍だぁ〜！　逃げろ〜！」

　ファイア……レーザーを目の当たりにして無事だった龍達が、一斉に逃走を始める。

　だが、残念。ここには、メギルさんが居るのだ。

「逃げられると思っているのかい？」

　他の龍達からしてみれば、一体いつの間に動いたのかわからないぐらいの速度で、メギルさんが逃げる龍達の前に立ち塞がり、凶悪な笑みを浮かべたまま腕と尻尾を薙なぎ払はらって沈めていく。

　う〜ん……とてもではないが、お祖母ちゃんと呼ばれる者がする動きではない。

　ただ、龍達の大きさもあってか、大迫力である。

「いやほんと凄いね。ラグニールとメギルさん。連れてきて何だけど、どう見ても過剰戦力だな」

　俺の呟きに、メアルがえっへん！　と胸を張る。

　家族を自慢しているのだろう。

「………………異世界の龍王……様とその義母上様……恐ろし過ぎる」

「……味方で良かったわ。あなた、よくぞワズ様の味方をしました」

「きゃっ！　きゃっ！」

　ナーゼとレフィさんは、ラグニールとメギルさんの一方的な蹂じゆう躙りん劇に戦慄しているのだが、パルフェちゃんは満面の笑みで喜んでいた。

　……この子は将来、大物になるかもしれない。

　そして、あっという間に蹂躙劇が終わり、龍山の龍達の中で残ったのは紫色の龍だけである。

　紫色の龍は歯をカタカタと鳴らしながら顔を左右に振り、周囲の壊滅的な状況に慌てていた。

　……逃げれば良いのに。

　まぁ、逃げられないし、逃がさないけど。

　そんな紫色の龍に向けて、左右からラグニールとメギルさんがゆっくりと近付いていく。

「グワハハ……貴様だけは簡単に終わる事が出来んと思えよ？　一体誰の娘に手を出そうとしたのか、その身その心に深く深く刻み付けてやろう」

「……やれやれ、イルムシュタッドの方には馬鹿な龍しか残っていないのかねぇ。リイシャを見習って欲しいもんだよ。……さて、覚悟は出来ているね？　出来ていなくても止めないけどねぇ」

　紫色の龍の姿が、ラグニールとメギルさんが覆う事で見えなくなる。

　叫び声が続けて聞こえるが、メアルに手を出そうとしたのだから、こうなるのは当然だろう。

　龍でしか片が付けられないというのが、本当に残念である。

　俺がやりたかった。

　……でもまぁ、とりあえず、もうこれでここは大丈夫だな。

「……ラグニール！　メギルさん！　何かもう終わったようだし、先に奥さん達を迎えに行っても良いかな？」

「構わんぞ！　寧むしろゆっくりと来い！　徹底的にやってくれるわ！」

「ふむ……中々躾甲が斐いのある龍共だねぇ〜」

　ラグニールとメギルさんから了承を得て、ナーゼ一家に視線を向けると、連れていって下さいと訴えかけていたので、一緒に奥さん達が待っている飛空艇の着陸場所まで戻る。

　パルフェちゃんが残念そうな表情を浮かべていたが、見ちゃいけません。

　多分、子供の教育上は良くないと思うので。




　ナーゼ一家と共に、飛空艇の着陸場所まで戻る。

　すると、何な故ぜか見た事も無い人達が、全員縛り上げられていた。

　………………一体何があったの？








別章　その頃の奥さん達
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　龍山へと向かうワズとメアルを見送ったあと、奥さん達は思い思いに過ごす。

　飛空艇の乗組員達も、警戒のために飛空艇の周辺を回っている者や、体を休める者、飛空艇の整備を行う者など、皆思い思いに時間を過ごしている。

　周囲の散策へと向かった奥さん達は、サローナ、ナレリナ、ハオスイ、マオ、ファファルのアクティブ大好きな女性陣で、特にサローナは元々エルフの里がある森に住んでいたという事もあり、世界が違えば育つ植物も何かしら違うという事に驚きながらも楽しんでいた。

「……やはり、森の中は良いな。どこか里を思い出して安心する」

「エルフの里がある森に近いのか？」

「いや、全然違うが、森は森と言うべきか……生命の息遣いを感じるのだ」

「その感覚わかるな。私も町中よりも、こういう自然の中に居た方が、自分というモノを出せるような気がする」

　サローナ、ナレリナ、マオは、のんびりと話しながら歩を進める。

　こうしてのんびりとしつつも、周囲への警戒は怠っておらず、何かが起こった時には直ぐ対処出来るように動いていた。

「「自然は良い……」」

「……私にはその感覚がわからないな」

　サローナとマオは、揃って森の空気を胸一杯吸って同じ言葉を吐くけれど、ナレリナはわからないと首を傾げる。

　そんな三人の後ろを歩いている、ハオスイ、ファファルはピリピリした空気を纏っていた。

「……しつこい。私の勝利は揺るがない」

「いいや、あの時のパンチが当たっていれば、余の勝ちだった！　だから引き分けだと思う！」

「……でも、当たってない。だから私の勝ち」

　ハオスイとファファルが話しているのは、大国ガーリスを出る前、最後に行った模擬戦での出来事で、ワズの指導によってメキメキと力を上げているファファル渾こん身しんの拳を、ハオスイがギリギリで回避して勝つという事があったのだ。

　ファファルはその拳が当たっていれば自分の勝ちだったと主張し、ハオスイは当たっていないのだから無効だと言っているのである。

「ぐぬぬ……少々頑固過ぎないか、ハオスイ。ならわかった。ここでもう一度だ！」

「……構わない。勝つのは私。旦那様以外に負けるつもりは無い」

　ハオスイとファファルの間に、好戦的な空気が流れる。

　その空気を察したサローナ、ナレリナ、マオが止めに入ろうとするが、その前に一頭の巨大な猪いのししの魔物が木陰から現れて襲いかかって来た。

「グオオオオオッ！」

「……邪魔！」「邪魔だっ！」

　ハオスイとファファルの一撃で、猪の魔物は沈んだ。

　サローナ、ナレリナ、マオは安堵すると同時に、これで場の空気が変わるかと思ったのだが。

「……私の方が早かった」

「いいや、余の一撃でやったのだ！」

　どちらの拳が先だったのかで言い争いを始める。

　もう好きにすれば良いと、サローナ、ナレリナ、マオは見守る事にした。

　一方、飛空艇周辺に残っている奥さん達の中で、カガネは飛空艇の心臓部とでも言うべき場所、巨大な魔石があるエンジン部に居る。

　時折整備員を捕まえては、一体どういう仕組みで動いているのか、細かい部分にまで渡って質問攻めを行っていた。

「すみません。魔石を機械で代用するような事は出来ないのですか？」

「え？　……いや、そこら辺の事を聞かれても、自分は言われた通りに整備しているだけなので、よくわかりません」

「そうですか。……やっぱり、最初は今ある形を模倣した方が無難かな。……さすがに、飛行機の詳しい仕組みとかは覚えていないしなぁ」

　飛行機？　と質問された整備員は不思議そうな表情を浮かべるが、カガネはもう自分の思考の中へと没入していた。

　これは、自分達の世界に帰った後、飛空艇を自分の手で造るためである。

　そして、残りの奥さん達、タタ、ナミニッサ、キャシー、アリアは、セリアスを交えてお茶の時間を過ごしていた。

　イルムはヤトファの体の状態を確認するために、飛空艇内にある部屋へと引き籠っている。

「それにしても、ワズ様がお強いのは存じておりましたが、まさか、奥方様達もここまでお強いとは思ってもいませんでした。やはり、それだけの強さがあるからこそ、ワズ様と共に居られるのでしょうか？」

　用意された茶菓子を口に含み、紅茶に口を付けて心を落ち着けた後、セリアスがそう切り出す。

　すると、奥さん達は顔を見合わし、にっこりと微笑んだ。

「ふふ。そんな事はありませんよ。そもそも、私はワズ様と出会う前は普通の町娘でしたから。まぁ、町娘と言っていいかはわかりませんが。今の強さを得る事が出来たのは、ワズ様に鍛えられたのもそうですが、ナミニッサから結界魔法を教えられたからですね」

　タタが、セリアスに問いに答える。

　すると、ナミニッサがにっこりと笑みを浮かべた。

「元々の素質があったというのもありますが、今の強さを得たのは、それ相応の努力をタタがしたからですよ。……まぁ、私にとっては奥さん仲間であると同時に、自慢の弟子でもありますね」

「ふふ。ありがとうございます。お師匠様」

　タタとナミニッサが顔を合わせて、互いに微笑み合う。

　仲良さそうな雰囲気にほんわかした空気が流れるのだが、セリアスは内心で驚いていた。

　何しろ、セリアスはワズの奥さん達は元々強いと思っていたのである。

　だからこそ、自分も更に強くなれば……と、頑張っていたのだ。

　でも、そうじゃないのなら、自分はどうすれば良いのだろうと悩み出す。

　そんなセリアスの心情を、キャシーとアリアが読み取る。

「大丈夫ですよ〜。ワズさんは鈍いところがありますからね〜」

「思い切って言ってしまえば良いのよ。多分、言わなきゃ気付かないかもよ？」

「え？　いや、その……」

　キャシーとアリアが何を言っているのかを察したセリアスは、頰を赤く染める。

「本当、自分の気持ちには正直なのに、相手の気持ちには気付かないですよね」

「私達も、最初は勘違いされてしまいましたよ」

「でも〜、今はこうしていますから〜」

「だから、上手くいくかどうかは、セリアス次第だから頑張って」

　何だかんだと言いつつも、奥さん達の声色にはワズへの温かな気持ちが含まれていた。

　セリアスは、頭を振って尋ねる。

「良いんでしょうか……その、私でも………………それに、皆さんは良いんですか？」

「私達？　大丈夫よ。もう、そういう話は済んでいるから」

「えぇ、実は私達の間では、既に話し終えています。その結果、こちらの世界で、私達と同じ思いをワズ様に抱いている方を求めているのです」

　タタとナミニッサの答えをセリアスはゆっくりと飲み込み、もう一度尋ねた。

「……えぇと、求めているとはどういう事なのでしょうか？」

「理由はそう難しくありません。こうして世界間での行き来が出来るようになった以上、ワズ様は今後もこの世界に関わっていく事が増えてくると思います。ですので、こちらの世界でワズ様の助けとなる支えが必要だと、私達は判断しました。何しろ、私達はイルムシュタッドでは新参者ですし、立場がありません」

　奥さん達が考えたのは、ワズが兄貴分として慕うグレイブの奥さん達の事だ。

　グレイブの奥さん達はその人数も多いが、立場や種族を超えて世界中に居た。

　その奥さん達が情報を共有し、協力し合ってグレイブを支えているのである。

　ワズの奥さん達は、それを世界間で出来ないかと考えたのだ。

「……言いたい事はわかりましたが……その、私でも本当に構わないのでしょうか？」

「……セリアス。ワズの事をどう思っているの？」

　アリアの問いにセリアスは一瞬逡しゆん巡じゆんするが、ここで誤魔化すのは駄目だと気持ちを吐露する。

「……好きです。私はファファルとの戦いで腕を失ったのですが、ワズ様はそれを何でもないように治してくれて、何も求めないんです。初めは、こんな人も居るんだなと思って、私もこんな風になりたいと憧れました。でも、憧れがいつの間にか好意へと変化していた事に気付いたのは、皆さんに『新しい奥さん候補でしょうか』と言われた時です。私は、ワズ様とそういう関係になりたいんだと。……笑っているワズ様の隣で、私も笑っていたいと考えるようになって……」

　セリアスの告白を、奥さん達はニヨニヨしながら聞いていた。

　その事に気付いたセリアスは、更に顔全体が赤くなる。

「す、すみません。……その、これまで騎士としての使命だけを胸に生きていたので、余りこういう事には慣れていなくて……」

「気にしなくて構わないわ。想いは一緒だから。それに、ワズ様なら、そういうセリアスの想いをきちんと受け止めてくれるから、頑張って」

「そうですよ。後は、それをワズ様に伝えるだけです」

「頑張って〜」

「この場にワズが居れば、話が早いんだけどね」

　奥さん達からの励ましに、セリアスは胸の内で頑張ろうと思う。

　無意識なのか、拳をギュッと握ってしまったので、隠し切れていないのだが。

　すると、ナミニッサが真顔でセリアスに告げる。

「だからこそ、セリアスには言っておく事があります」

「何でしょうか？」

「ワズ様は、身内を失う事を酷ひどく嫌います。それが奥さんとなると尚更でしょう。だから、奥さんとなった私達には、何が何でも生き残る事を求められます。……だから、セリアスもワズ様の奥さんになるつもりなら、決してご自分の命を軽く見ないで下さい」

「……はいっ！」

　セリアスの覚悟が籠った返事に、奥さん達は満足気に頷うなずくのであった。

　そんな時、飛空艇の周辺を回って警備していた乗組員の一人が叫ぶ。

「所属不明の集団が、こちらへと向かってきています！」

　その言葉に奥さん達とセリアスは即座に戦闘準備をして、声が聞こえた方へと向かう。
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　タタ、ナミニッサ、キャシー、アリアとセリアスは、声が聞こえた方へと駆ける。

　こちらですと合図を送る乗組員の周りには既に多くの乗組員が集まり、全員武装していた。

　そのまま合流して、飛空艇へと向かってきているという集団を待ち受ける。

「……やはり、このような場所に現れるという事は」

「間違いなく、盗賊の類でしょう」

「味方かもしれませんよ〜」

「それは無いと思うわ。どう考えても、普通に暮らしていけるような場所とは思えないし」

「そうですね。もし盗賊でなければ、魔物の集団とかでしょう」

　奥さん達とセリアスが思い思いに話している間に、森の中から人の集団が現れる。

　全員粗野な態度でニタニタとした笑みを貼り付けて武装しており、どう見ても一般人ではなく、盗賊と思われる集団であった。

「………………さすがイルムシュタッドか。世界が違うというのを実感するわね」

「どういう事ですか？」

　アリアの呟きに、タタが不思議そうな表情で尋ねる。

「いや、だって、こういう奴やつ等らの相手って、何故かワズが相手にしていたし、まさか私達がする事になるとは思っていなかったから」

　あぁ〜、と納得する奥さん達とは対照的に、セリアスは首を傾げるだけだった。

　そして、三十人程の盗賊と思われる集団と対たい峙じする。

「何も告げにここまで来て、一体何用なのか伺おう」

　セリアスが前に出て尋ねると、盗賊と思われる集団の中から、青髪の中肉中背の男が出て来た。

　その青髪の男がニタニタと笑みを浮かべながら、こちらへと向けて声をかけてくる。

「いやいやもうほんと、まいったよ。いやさ、上からの頼まれ事で、龍の素材を手に入れなきゃいけなくてさ。いや、俺は出来る男だから仕事はきちんとしたよ？　でもさ、ちょっと予定よりも大きいし、余った素材はそのままこっちの取り分だからさ、捨てる訳にもいかないと悩んでいたら……そんな時だよ」

　青髪の男の視線が飛空艇へと注がれる。

「良いね、飛空艇。バッチリのタイミングだよ。ちょっと貸してくれないかな？　いやいや、俺達の風貌に騙されないで。ちゃんと返すからさ……取りに来られたらだけど」

　ギャハハハッ！　と、青髪の男の後ろに居る集団から笑い声が響く。

「何やら騒がしいが、何事だろうか？」

「多分、盗賊にでも襲われているんじゃないのか？」

「……なら、間に合ったという事」

「そういうのは、夫殿の担当だと思っていたんだが」

「でも、お兄ちゃんはここに居ない。なら」

「余達が好きにしても良いという事だな！」

　散策と飛空艇内に居た、サローナ、ナレリナ、ハオスイ、マオ、カガネ、ファファルが合流するのだが、ハオスイとファファルの服が少し汚れている事には触れてはいけないのだろう。

　タタ、ナミニッサ、キャシー、アリアが満面の笑みで迎え、奥さん達とセリアスが先頭に立って盗賊の集団を迎え撃つ。

　乗組員達は、大国ガーリスに居た頃に奥さん達の強さを知ったので、邪魔をしないようにそそくさと一定の距離を取って盗賊の集団と対峙する。

　主に、ファファルの戦いに巻き込まれないために。

　だが、そんな事を知らない青髪の男と盗賊の集団の笑みは崩れない。

　いや寧ろ、奥さん達の姿だけを視界に捉えて、その目が欲に塗まみれていく。

「かしら〜、あの女達は見た事無いレベルの上玉ばかりですぜ！」

「人数も揃ってるし、是非ともお相手しないと〜」

「全員売るのは止めて、数人回して下さいよぉ〜！」

　盗賊集団の勝手な言い草に、奥さん達は殺意をその身に宿す。

「おいおい、あんまり怖がらせてやるなよ。何やら、女達がやる気満々になっているじゃねぇか」

　奥さん達の殺意を感じつつも、青髪の男は余裕の姿勢を崩さない。

　その姿からは、どこか絶対の自信があるように見える。

「この方達には手出しさせないっ！」

　そう言って、乗組員の一人が飛び出し、持っていた剣を振るうが難なく回避し、他の乗組員達が追撃で魔法を放つが何でもないように弾はじく。

　飛び出した乗組員は、このままでは危険だと一旦下がる。

　けれど、乗組員達は驚いていた。

　この飛空艇の乗組員達は、ワズと奥さん達、イルムとヤトファという重要人物が乗っているため、一定以上の戦力を保持している者が集められたのである。

　その戦力は騎士並みに高いのだが、その攻撃を回避されたのだ。

「おっと危ない危ない。これだから、男を相手にするのは嫌なんだ。全然楽じゃない」

　そう言う割には青髪の男は余裕のままである。

　だが、その言葉にセリアスが反応した。

「その言い方……高い身のこなしと、魔法に対する防御力の高さ……まさか『トッド』か！」

「トッド？」

　セリアスの言葉に、ナミニッサが尋ねる。

「はい。盗賊団『黒鳥の鉤爪クロウ・オブ・ブラツクバード』の団長『トッド』。有名な盗賊です。本人にそれ程高い攻撃力はありませんが、剣をかすりもさせない高い身のこなしに、魔法も防ぐ魔導具を所持しています。その上、ある魔法の精密なコントロールを得意としているため、巷ちまたでは『女の敵』と言われています」

「あぁ、そういえば名乗っていなかったな。俺がその『トッド』で間違いないぜ。でも、そんなに俺って有名だったのか。しかし、『女の敵』ってのは失礼だなぁ。まぁ、間違っちゃいないけど。女は特に俺を攻撃出来ないしな」

　青髪の男──トッドが、正解だと告げ、セリアスは苦々しい表情を浮かべた。

　乗組員達も、集団の正体を知り、一層警戒を強める。

　けれど、イルムシュタッドに詳しくない奥さん達は、不思議そうな表情を浮かべていた。

　ファファルも同じように不思議がっていたのは、そういうのに興味が無かったからだろう。

　なので尋ねる。

「セリアス、『女の敵』とはどういう事だ？　どうして、女性は攻撃出来ない？」

「……トッドの得意魔法は、重力操作なのです。あの高い身のこなしは、自分の体を常に魔法で覆って軽くしているため。……逆に、攻撃を与えた瞬間……トッドは、相手の体重を増やすのです。それも、十キロ単位で……」

　セリアスの説明を聞いて、奥さん達の大半は、それは嫌だと思った。

　女の敵と言われるのも納得してしまう。

　けれど、それは大半が思った事。

「さぁ、かかってくるなら、かかってこいよ！　言っておくが、俺が増やせる体重は数百キロに及ぶっっっふぉあっ！」

　言葉の途中で、トッドは顔面を左右から殴られる。

　殴ったのは、ハオスイとファファルだ。

　トッドを殴った瞬間、ハオスイとファファルの体に重力操作の魔法が作用するが、二人は何でもないように立っていた。
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　ハオスイとファファルの二人を除いた、この場に居る全員が、えええええっ！　と驚きの表情を浮かべ、ナレリナが思わず尋ねる。

「ハ、ハオスイ……ファ、ファファル……セリアスの話をちゃんと聞いていたか？」

「……ちゃんと聞いてた。けど、問題無い」

「聞いたが、特に何とも思わないな。別に強いという訳でもないし」

「………………えっと、二人は……体重が増えても気にしないの？」

　タタが思い切って尋ねた。

「……体重が増える事は嫌。でも、体形が変わる訳じゃないし、私達の場合、そもそもそこまで深刻な問題じゃない」

「主様の力を考えれば、キロ単位で増えたとしても気付かないと思うのだが？」

　ハオスイとファファルの答えに、他の奥さん達は、それはそれでと思うのだが、妙に納得してしまう。

「……安心して良い。こいつは」

「余とハオスイで相手をしよう。余達の攻撃をどれだけ回避する事が出来るのか楽しみだ」

「……どっちが多く当てられるか、数で勝負」

「良いだろう。勝つのは余だ！」

　自分の魔法を恐れないハオスイとファファルを見て、逆に恐れたのはトッドの方である。

　そもそも、ハオスイとファファルの動きに全く反応出来なかったのだから、自分よりも上である事を、身を以もつて知ってしまったのだ。

「ひゃあああああぁぁぁぁぁ〜！」

「……逃がさない」

「安心しろ！　命までは取らない。ただ、原形を留とどめられているかはわからんがな！」

　叫びながら森へと逃げるトッドを追うハオスイとファファル。

　その光景を見て、他の奥さん達は任せる事にした。

「なら、私達は私達で出来る事をやっておくか」

「こういう奴等は、きちんと潰しておかないとな！」

　サローナとマオの言葉を切っ掛けに、全員で盗賊の集団へと向かっていく。

　そもそも、盗賊の集団の中でトッドは抜きん出た存在であり、その他は数だけの大した事無い集団だった。

　正に一方的な圧倒劇はあっという間に終わり、乗組員達によって盗賊の集団は縛り上げられていき、それが終わる頃に、森の中からボコボコにされているトッドを引ひき摺ずりながら、ハオスイとファファルが戻ってくる。

「……私の勝ち」

「いいや、この大打撃は余が付けたモノ。だから、余の勝ちだ」

「……違う。その前に私が付けていた」

「「……ぐぬぬ」」

　張り合いながら戻ってくるハオスイとファファルを見て、奥さん達は微笑みを浮かべた。

　ちなみに、ハオスイとファファルにかかった重力操作は、トッドがボコボコにされた時点で解け、元に戻っている。

　そして、盗賊の集団全員を縛り終わって一息吐いていた頃、その場にワズとメアルが、ナーゼ一家を連れて戻ってきた。








第九章　大丈夫そうなので、次へと向かいます
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　奥さん達とセリアスさんから、俺がメアルと共に龍山へと向かっていた間に現れた盗賊達について聞き、盗賊達は『転送』の魔法で、大国ガーリスの王都に居るルマルフ宛で送る。

　というか、あれ？　そういうのって、俺が相手をするんじゃないの？

　女の敵とか言われている奴なら尚更である。

　でも、実際はハオスイとファファルによってボコボコにされ、俺の出番は無かった。

　何やら、イルムシュタッドに来てから、活躍した覚えが無い。

　………………そもそも、ちゃんと戦った記憶がございません。

　いやいやいやいや、違う違う違う。

　今は新婚旅行で来たのであって、戦いに来た訳ではないんだから、これで良いんだ。

　……でも、それで奥さん達が戦うというのはどうなんだろう？

　………………良し。これからは、こういう事が起これば俺が率先して向かおう。

　むんっ！　とやる気を漲みなぎらせる。

　すると、ナミニッサとセリアスさんの会話が耳に届く。

「そういえば、随分と大人数でしたけど、これで全員だったのでしょうか？」

「いえ、違います。確か、『黒鳥の鉤爪』は下部組織です。その上には、『盗賊王』と呼ばれている者が率いる少数精鋭の盗賊一団『永遠の栄光グローリー・オブ・エタニテイ』が居ます。『黒鳥の鉤爪』を捕まえたのが私達という情報は、間違いなくどこからか伝わるでしょうから、いずれ、『永遠の栄光』も現れると思われます。より一層、警戒しておいた方が良いかもしれません」

「そういえば、上からの頼まれ事とか言っていましたね。それが『永遠の栄光』という訳ですか」

「恐らくそうだと思います。ただ、そうなると『永遠の栄光』に依頼を出せる人物というのも気になりますが……龍素材を使って何をしようとしていたのかが気になります」

　……なるほど。そんな盗賊組織が居るのか。

　良し！　どんと来い！　何でも来いだよ！

　全部、俺が纏めて相手してやるさ！

　もちろん、害があると判断してからだけど。

　ふふ……ふふふ……ふはははははっ！　[image: ]たぎってきたぁ〜！

「それで、何やら変な笑みを浮かべて考えているところ悪いけど、そろそろあっちを紹介してくれない？」

　アリアの声で、我に返る。

　指し示す方向へと顔を向ければ、ナーゼ一家とファファルが仲良く話していた。

「ほぉ〜、これがナーゼの子かぁ〜。将来が楽しみな顔立ちだな」

「……あ〜、あ〜」

「すみません、ファファル様。まだ上手く言葉を発せないようで……ただ、ファファル様の事を気に入っているようです」

「ちょっ！　あなた、ファファル様って……あの魔王ファファル様？」

　ナーゼの奥さんであるレフィさんが、ファファルの事を知って驚いている。

　……というか、そのレフィさんに抱かれている娘のパルフェちゃんが、ファファルに触れようと手を前に突き出してもがいていた。

　……何故か、このままファファルと仲良くさせると、戦い大好き龍に育ちそうな未来が見える。

　それはナーゼも同じなのか、ファファルとパルフェちゃんを交互に見て、う〜んと悩んでいた。

　ファファルが魔王なだけに、どうすれば良いのかわからないのだろう。

　なので、俺は奥さん達とセリアスさんを連れて向かい、ナーゼ一家を紹介する。

「それじゃ、まずはナーゼ。ほんと、色々とお世話になった龍で、その奥さんのレフィさんと、お子さんのパルフェちゃん。それで、こっちが俺の奥さん達とセリアスさんね」

　奥さん達とセリアスさんの事を一人ずつ教えて、互いに紹介し終わると、奥さん達とセリアスさんの興味はパルフェちゃんへと向く。

　レフィさんに抱かれるパルフェちゃんを皆で見て、時折触れたりして和気藹あい々あいとしている。

　朗らかな雰囲気にほっこりしていると、ナーゼが話しかけてきた。

「改めて助かりました。ワズ様」

「ん？　あぁ、龍山での事か。別に良いよ。ナーゼはもう仲間だしな。助けるのは当然だ」

「そう言って頂けると嬉しいです。ほんと、ワズ様の味方へと転じた自分を褒めてあげたい。……そういえば、ルマルフ様はお元気ですか？」

「あぁ、元気だったよ。今は、大国ガーリスの王都で、王都守護騎士団の団長をやっているよ。ナーゼの住処を教えてくれたのも、ルマルフだから」

「そうだったのですか。ルマルフ様にもお礼を述べた方が良さそうですね。……それにしても、ワズ様の奥方様は大勢居ますね。龍が居る事にも驚きましたが、あのような小さな子まで」

　そう言って、ナーゼが指し示したのは、ハオスイだった。

「……あぁ、ハオスイな。俺の奥さん達の中で一番強いぞ」

「ほぉ〜、一番ですか………………え？　もしかして、ファファル様よりも？」

「うん」

「………………世の中は広いんですね」

　ナーゼがポカンと口を開けて言う。

　というか、そもそも世界が違うんだけどね。

　そこで思い付く。

「なぁ、ナーゼ。これからどうするつもりだ？　やっぱり、龍山に戻るのか？　それとも、どこか別の住処を探すのか？」

「そうですね……龍山はさすがにもう懲り懲りですし、出来れば他の住処を探したいところなのですが、パルフェにとって安全な場所となると、見つけるのは難しいですね」

　ナーゼが困りましたと頰を搔く。

　なら大丈夫かな？

「なら、俺達の世界に来るというのはどうだ？　それも、ラグニールの城に」

「えぇと先程の龍王様の名前ですよね？　という事は、龍王様のお城にという事ですか？」

「そうそう。安全なのは間違いないし、そこにはリイシャさんも居るから」

「おぉ、リイシャ様も。確かに、そこなら安全そうですね」

　ナーゼが、うんうんと頷く。

　どうやら、かなり好感触のようだ。

　だけど、一つお願いしておかないといけない事がある。

「それで何だけど、実は今、ラグニールの奥さんのメルさんが妊娠中なんだ。大変だと思うから、出来れば色々と手伝って欲しいんだけど？」

「なるほど。それなら問題は無いです。そもそも、安全な場所にただ住むのは気が引けますし、何かする事があった方が落ち着きます。……ですが」

「わかってる。レフィさんと相談してみてくれる？」

「はい」

　ナーゼから了承を得たので、俺とナーゼも奥さん達とセリアスさん、レフィさんのところへと向かい、楽しく会話を交わす。

　龍山での出来事も教え、ラグニールとメギルさんが現在こちらへと来ている事も話すと、ハオスイとファファルが行きたがった。

　何でも、どっちがより多くの龍を倒せるかの勝負がしたいそうだ。

　……止めておきなさい。

　ラグニールとメギルさんに任せておけば大丈夫だと伝えて、何とか落ち着いて貰うのだが……結局、我慢出来ないと俺が相手をする事になった。

　ハオスイとファファルが満足するまで鍛錬を行い、その後、レフィさんと今後の事を相談したナーゼから、ラグニールの城へ向かいたいと伝えられたので、明日ラグニールとメギルさんのところへと向かったあとに、連れていく事にする。

　そしてこの日は、ナーゼ一家も交えて楽しくご飯を食べ、明日に備えて早めに寝る事にした。
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　翌日、飛空艇で龍山へと向かう。

　乗組員の人達には、龍山の龍達は大丈夫だと説明をしておいたので、難なく進んでくれた。

　あの後どうなったかの確認をしておかないといけないので、まずは俺だけで様子を見に行く事にし、奥さん達は、万が一飛空艇が襲われた時の事を考えて残って貰う。

　目的地近くに着陸した飛空艇からそのまま飛び出し、駆けていく。

　そして、昨日ラグニール、メギルさんを残した場所に辿り着いた。

　………………。

　………………えぇ〜っと。

「お前達は何だい？」

『『只の蜥蜴とかげですっ！』』

「そんな上等なモノじゃないだろ？　蜥蜴に失礼だとは思わないのかい？」

『『失礼しました！　ただ、生きているだけの、何の役にも立たない、何でもない存在ですっ！』』

「その通りさ。なら、お前達はどうしてここに居るんだい？」

『『立派な龍になるためですっ！』』

「なれるとでも？」

『『そのためにここに居ますっ！』』

「どうやってその立派な龍になるつもりだい？」

『『弱音は吐きません！　そのための指導をお願いしますっ！』』

「……臆病者は要らないよ？　逃げたり、反抗したり、泣き言を吐いたり、指示に従わなかったり、少しでもそういう態度を取れば、それは無能だ。わかっているね？」

『『はいっ！　お願いしますっ！』』

「なら、まずはこの山の周辺を走ってきな」

『『何周でしょうか？』』

「決まっているじゃないか。私が良いと言うまでだよ。時間は有限なんだから、私の時間をこんな事に使うんじゃないよ。ほら、さっさと行きなっ！」

『『イエス、マムッ！』』

　そう叫んで、十数頭の龍達が隊列を組んで駆けていく。

　………………。

　………………視線を戻すと、メギルさんと目が合った。

「そんなところでポケッとして、一体どうしたんだい？」

「いや、えっと……これ、現実かなって？」

「何惚とぼけた事を言っているんだい？」

「………………何でもないです」

　ゆっくりとメギルさんのところへと向かう。

　……とりあえず、聞いておくか。

「あの龍達は何だったの？　昨日と違って、何やら規律正しくしているように見えたけど」

「あぁ、私なりに躾をしているんだが、あれらはまだ良い方さ。まだまだ反抗的なのが多くて困るねぇ」

「反抗的なのがまだ居るの？」

「かなりプライドが高いのが多くてねぇ。でもまぁ、時間の問題だとは思うけど」

　そう言って、メギルさんが視線を逸そらす。

　その動きに合わせて、俺も視線を動かすと、森の中で動いている存在が居た。

　んん〜っと目を凝らして確認すると、ラグニールが暴れているのが見える。

「グワハハハッ！　どうしたどうした！　異世界の龍達は、その程度の力しかないのかっ！　この程度で、よくあれだけの大言が吐けたものよ！　この我が、鉄拳制裁してくれるっ！　存分に味わうが良い！」

　上機嫌のラグニールが、高笑いを上げながら周囲に居る龍達を、尻尾を振り回して薙ぎ払う。

　……全然鉄拳使ってない。

　よく見れば、ラグニールの周囲には、屍しかばねのように数多くの龍達が沈んでいた。

　ぴくぴくと動いているため、死んではいない。

　それにしても、あんなに生き生きとしているラグニールを見るのは久々だな。

「燃えている！　燃えているぞ！　我の脂肪が！　最近は戦いらしい戦いが無かったため、少々たるんでしまったのだ！　もっと我の脂肪を燃焼させてくれっ！」

　………………うん。頑張れ。

　別にたるんでいるとかは思わないけど、きっとラグニールにしかわからないんだろう。

　なるほど。ラグニールが龍山の龍達の心を折って、メギルさんが指導している訳だが、今素直に従っている龍達は、早々に心が折れたという訳か。

　うんうんと頷きながら、心が折れていない龍達の方へと視線を向けると、あの紫色の龍が居た。

「ぐぅ……この化け物龍め……。だが、俺は認めん！」

「ほぅ……まだやる気か？　良いぞ。貴様も、我の脂肪を燃焼させる手助けをさせてやろう！」

「ふざけるなっ！　矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな人に使われている龍に負けるものかっ！」

　そう叫ぶ紫色の龍が、ラグニールへ向けて跳び、体を回転させながら尻尾を打ち付けた。

「……愚かな」

　ラグニールが凶悪な笑みを浮かべる。

　自分に向けて襲いかかる尻尾を片手で簡単に受け止め、そのまま流れるような動きで、もう片方の手で空中へと殴り飛ばす。

　ラグニールは飛んだ紫色の龍の先へと回り込み、今度は煩わしそうに尻尾で叩き落とした。

　紫色の龍はそのまま地面に激しく体を打ち付け、大きな土煙が上がる。

「彼我の力の差も理解出来ぬ分際で、一体どちらの方がふざけているというのだ！　安心しろ！　きちんと手加減してやったのだから死んではおらんぞ！　グワ〜ッハッハッハッ！」

　空に飛び続けるラグニールが腕を組んで、そう告げる。

　その姿は、まさに龍王そのもので、威光が溢あふれていた。

　……まぁ、紫色の龍の方は気絶しているようなので、ラグニールの声が届いているかどうか怪しいけど。

　何やら、久々にラグニールの格好良い姿を見たような気になった。

　さすがラグニールと思っていると、メギルさんが声をかけてくる。

「それで、奥さん達はどうしたんだい？」

「え？　あぁ、まだ飛空艇で待って貰っているよ。ここの状況がわからなかったし。……あっ、そうだ。またで申し訳ないけど、ラグニールとメギルさんにお願いしたい事があるんだ」

「ん？　何だい？」

　まずはメギルさんに……そして、まだ空で高笑いを上げていたラグニールを呼んで、ナーゼ一家の事を説明して、城に住まわしても構わないか聞いた。

　すると、何でもない事のように言う。

「何だ、そんな事か。構わんぞ。それにちょうど良い」

「そうだねぇ。私と馬鹿義息子は、ちょっとここの躾に時間が欲しいと思っていたところさ。メルが心配だからどうしようかと思ったけど、頼って良いのならお願いしたいねぇ」

　ラグニールとメギルさんの了承も取れたので、急いで戻り、今度は飛空艇で乗り付ける。

　奥さん達とセリアスさんにはここであった事を教え、ラグニールとメギルさんにはナーゼ一家を紹介しておく。

　セリアスさんは、俺の家族だからと妙に納得していた一方で、ナーゼとレフィさんは終始緊張しっ放しだったのだが、ナーゼの娘であるパルフェちゃんは、この現状を見て喜んでいる。

　………………この子、将来どうなるのかが本気で心配だ。

　まぁ、これからラグニールの城に住むのだし、きっと大丈夫だろう。

　どうか、メルさんのように穏やかな龍として育って欲しい。

　飛空艇の乗組員達は、現実を受け止めるのに必死のようだ。

　そして、早速ナーゼ一家を連れて「世界間転移」でラグニールの城へと飛び、メルさんに事情を伝える。

「……という訳なんだけど、勝手に決めてごめんね」

「構いませんよ。私の出産も直ぐという訳ではありませんし、母が生き生きとしているのなら問題ありません。きっと楽しんでいるのでしょう。ですが、母と夫が戻ってきたい時はどうすれば良いのでしょうか？」

　そうだ。それがあった。

「久し振りね〜、ナーゼ。そちらがあなたの家族かしら？」

「はい。レフィとパルフェです。これから宜しくお願いします」

　ナーゼ一家の事はリイシャさんに任せても大丈夫そうなので、それじゃと別れの挨拶を済ませ、ナーゼ一家からお礼を述べられながら、イルムシュタッドへと戻る。

　そのままイルムと相談して、念じればイルムが送ってくれるそうなので、その事をラグニールとメギルさんに伝えておいた。

　一応、余り時間はかけないように念を押しておく。

　そして、今日はこのままここで一泊し、元々ナーゼに会う事が目的だったという事もあり、龍山には特に興味無かったので、翌日、ラグニールとメギルさんに見送られながら、「水」のクリスタルがある水の都ガルドレーンに向けて出発した。








別章　執事、古巣に戻り、目的を得る
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　私とティアンが次に向かったところは、城塞都市リニックです。

　ここに居るワズ様の知り合いと言えば、領主となられたレーガン様に、その妻であるケーラ様と娘のルーラ様、それとタタ様がお世話になっていましたギャレット様でしょうか。

　ルーラ様とはそれなりに接する時がございましたが、その他の方々とは復興のお手伝いで顔を合わせた程度ですので、私とティアンの事を覚えて頂けていれば良いのですが。

　程なくして城塞都市リニックへと辿り着き、特に問題も起こらず、中へと入ります。

「まずは宿の確保をしておきましょう。今まで野宿でしたので、ここでしっかりと疲れを取っておきましょう。幸いにして、ここには『風かぜの光ひかり亭てい』という、ケーラ様が経営している宿がありますから、そこに泊まりましょうか」

「はい。………………宿に泊まり……フロイド様と二人っきりで……」

　ティアンが、ふふふ……と、何やら嬉しそうに笑みを浮かべています。

　……あっ、鼻血が出ていますよ。

　指摘して拭いてあげますと、ティアンが高々と手を上げました。

「どうかしましたか？」

「お聞きしたい事があります！　凄く大切な事です！」

「何でしょうか？」

「……えぇと、その……泊まる部屋は同室でしょうか？」

「そうですね。お金に余裕はありますが、節約はしておいた方が良いと思いますので同室のつもりでしたが、嫌なら別にしますよ？」

「嫌だなんて滅相もありません！　節約は大事です！　是非とも、同室でお願いします！」

　ティアンが何やら興奮していますが、一体どうしたのでしょう？　私とティアンは既に恋人同士なのですから、同室でも別におかしくはないと思うのですが？

　そう思うのですが、ティアンは問題無いと先へ進もうとします。

　……足取りが軽くなって、急いでいるようにも見えますが……。

「フロイド様っ！　早く宿へと行きましょう！」

　朗らかな笑みを浮かべるティアンの後を追います。

　宿屋「風の光亭」へ向けて歩を進めていきますと、ふと視界に留まる人物が居ました。

　建物同士の隙間にある物陰に潜み、そっとどこかを窺うかがっています。
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　さすがに放置は出来ないと、ティアンに一旦止まるようにと声をかけ、こっそりと気配を消してその人物の背後に立ちました。

　そのまま、その人物の耳元で囁ささやきます。

「何をしていらっしゃるのですか？　不審者そのものですよ、レーガン様」

「あひゃあっ！」

　物陰に隠れていた不審者──レーガン様が飛び跳ねます。

　恐る恐るこちらへと顔を向け、私の姿を確認すると、ほっと安堵の息を吐きました。

「……確かフロイドだったな。驚かすなよ……ワズは一緒じゃないのか？」

　レーガン様がキョロキョロと周囲を確認します。

　そこにはティアンしか居おらず、ティアンがレーガン様に向けて一礼しました。

「……見覚えがあるな……確か、ワズんところのメイドでティアンだったか？」

「はい」

「そうか……見たところお前達しか居ないようだが、ワズはどうした？　一緒に居ないのか？」

　レーガン様が不思議そうな表情を浮かべて尋ねてきたので、現在、新婚旅行中である事を伝え、私とティアンは休暇を頂き、のんびりと大陸中を回っている事を伝えます。

「なるほど。今はそんな事になってんのか」

「ところで、レーガン様はどうしてこのような場所に？　領主様の行動とは思えませんが？」

「そうだったっ！」

　レーガン様が思い出したように叫び、再び物陰に潜んでジッと何かを見始めました。

「一体何を見ているのですか？」

「私も興味あります」

　私とティアンも同じように物陰に隠れ、レーガン様が見ている方向へと視線を向けます。

　そこにあったのは、なんて事はない普通の武器屋でした。

　はて？　あの店がどうかしたのでしょうか？

　………………。

　………………はっ！　まさか、あの店で何かしらの悪事が行われているのではないでしょうか？

　そして、その現場、もしくは証拠を押さえようと、こうして領主であるレーガン様が自ら赴いたと………………なるほど。この世界の平和は私が守ります。

　ここは一つ、私も協力しましょう。

「……あの店ですか、レーガン様」

「そうだ」

「一体、あの店で何が行われようとしているのですか？　こうしてレーガン様が居られる以上、只事ではないのでしょう」

「その通り、緊急事態だ。実はな………………最近、あの武器屋の倅せがれと、ルーラがよく一緒に居るのだ！　しかも、帰りが遅い時もあるっ！」

　………………。

　………………おや？

「……それだけですか？」

「他に何があるっ！　一大事だぞっ！　ルーラに……ルーラに男が出来たかもしれないのだ！　そんな事、許せるはずがないだろうっ！」

　……思っていた事と違いますが、レーガン様の表情は鬼気迫るモノがありましたので、このままでは行き過ぎてしまう可能性もあると判断します。

「ですが、いずれそういうお相手を見つけるのですから、それが今というだけでは？」

「確かにいずれそういう時は来るだろう……だが、早過ぎる！　早過ぎるのだ！」

　……これは退く気が無いようですね。

　ティアンも、どうしようもないと首を振ります。

　……これは困りましたね。

　そもそも、ここにこうして居る以上、領主としての仕事を放っているでしょうから、恐らく、ギャレット様が代行している可能性が高いでしょう。

　となると、ギャレット様にお伝えするのが無難でしょうか？

　そう判断して、ティアンにその事を伝え、ギャレット様への伝言を頼みます。

　ティアンがギャレット様のところへと向かうのを見送った後、武器屋へと視線を向ければ、嬉しそうな表情を浮かべたルーラ様が出てきました。

　それだけではなく、ルーラ様と共に、同年代くらいの少年も一緒に。

　短髪の活発そうな少年です。

　二人は、何かしらの会話を交わした後、共にどこかへと向かいました。

「ぐぬぬ……やはりか！　追うぞっ！」

「そっとしておくという選択は？」

「ないっ！」

　レーガン様が二人の後を追いますので、私も一緒に同行します。

　何やら楽しくなってきましたね。

　二人はその後、装飾店に寄り、露天で小さな石を買い、軽食店の中へと入ると、窓際の席に座って会話を交わしながら、何かをしているように見えました。

「よし、突入！」

「かしこまりました」

　レーガン様と共に、軽食店の中へと入ります。

　こういう時は堂々としていた方が怪しまれないため、普段通りに動き、ルーラ様達の様子が見える位置を陣取りました。

　ルーラ様は満面の笑みを浮かべ、向かいに座る少年から教わりながら、短剣を組み立てているようです。恐らく、装飾店で鞘さやを買い、石は鍔つばの部分に付けるのでしょう。

　……ですが、どうして短剣を？

　と思いましたが、どうやらルーラ様と少年の関係は、男女の付き合いではないと思われます。

「……どうやら、俺は間違っていたのかもしれんな」

　レーガン様も、違うと理解したのでしょう。

　浮かべる表情は真面目そのもので、娘を優しく見守る父親そのものです。

「そうですね」

「ルーラがあんなに嬉しそうな表情を浮かべているんだ。武器屋の倅なら、ルーラを幸せに出来るのかもしれんな。……父親として拒絶するのではなく、受け入れてやる事が大事な時が来たのか」

　……全然わかっていませんでした。

　それこそが、間違っていると思うのですが。

　さて、これからどうしましょうかと考えていると、レーガン様の動きがピタッと止まり、苦笑いを浮かべました。

　視線をずらせば、ルーラ様がこちらを見ています。

　………………ふむ。どうやらバレたようですね。

　ルーラ様が眉尻を上げて怒った表情を浮かべて、こちらへと歩んできます。

「お父さん、どうしてここに居るの？　仕事はどうしたの？」

「いや……それは、その……」

　レーガン様がしどろもどろになりながらも、どうしてここに居るのかを正直に告げます。

　顔の前で指先を合わせながら言っていますが、その行為は何も生み出さないと思いました。

　全てを聞き終えたルーラ様は、大きく溜息を吐きます。

「お父さん、仕事を放ってきちゃ駄目でしょ！」

「はいっ！　すみませんっ！」

「何か勘違いしているようだけど、テレン君は短剣を作るのを手伝ってくれただけだからね。そもそも、テレン君は、防具屋のニンフィちゃんとお付き合いしているんだから。こうして手伝って貰っている事は、もちろんニンフィちゃんも知っているし」

　ルーラ様がそう言うと、一緒に居た少年が恥ずかしそうに頭を搔きます。

　なるほど。あの少年が、テレン君という訳ですね。

　良かったではないですか。やはり、お付き合いはしていないようで。

　私はそう思うのですが、レーガン様はやってしまったとアワアワしています。

　……まぁ、自業自得ですね。

　そして、ルーラ様がまだ出来ていない短剣を、レーガン様へ見せるように前へ出しました。

「もうバレちゃったから言うけど、この短剣は、私とお母さんからのプレゼントだよ」

「……プレゼント？」

「そう。そろそろお誕生日でしょ？　ギャレットさんとも相談して、領主様になって大変だと思うけど、ちゃんと元気で居て欲しいから、少しでも身を守る手段を持って欲しかったの。こんなのでも無いよりはいいと思って」

「そんな事はないぞっ！　ちゃんと常に身に着けておく！　ありがとう、ルーラ！」

　レーガン様が歓喜の涙を流しながら、ルーラ様を抱き締めました。

　すると、このやり取りは店内に居る人達にも見聞きされていたようで、至るところで拍手が起こります。

　もちろん、感動的な場面であるため、私も一緒に拍手を送りました。

　ルーラ様も、嬉しそうに抱き締められながら言います。

「ちゃんと生きてね、お父さん」

「あぁ……あぁ……」

「それに、もしそういう相手が出来るのなら、ちゃんと紹介したいし。出来れば、ワズお兄ちゃんみたいな、頼りになる人が良いなぁ」

　ピシッとレーガン様が固まりました。

　その肩に、ポンと手が置かれます。

　ギャレット様の。

「良かったな、レーガン」

「全然良くないぞ！　ワズ、殺すっ！　……あれ？　どうしてここにギャレットが？」

「お父さん、ワズお兄ちゃんに何かしたら、怒るからねっ！」

　ルーラ様の言葉で、レーガン様が何やら暴れ始めますが、ギャレット様によって連れていかれます。

　レーガン様、ギャレット様とすれ違うように、呼びに行っていたティアンが私の下まで参りました。

「これで良かったのですか？」

「はい。ありがとうございます」

「離せ、ギャレット！　まだ、ルーラに聞きたい事があるのだっ！」

「はいはい。それはあとでも出来るだろ。今は、仕事の方が大事だからな」

「いってらっしゃ〜い！　お仕事頑張ってね〜！」

　ルーラ様に見送られながら、レーガン様とギャレット様が仕事へと戻りました。

　けれど、どうやらここは平和のようですね。

　ここで私が活躍するような事は無さそうですので、早々に次へと向かいましょうか。

　ですが、その前に「風の光亭」で存分に英気を養う事にしました。
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　城塞都市リニックに、ティアンのための観光も兼ねて、少しの間滞在致しました。

　着いた当初は、領主であるレーガン様が物陰に隠れて様子見をしているという非日常感でワクワクしましたが、なんて事はない、家族の日常という話で決着します。

　……しましたか？

　………………まぁ、父親の大きな愛が起こした出来事という事にしておきましょう。

　父の愛は大きくて偉大でした、と。

　あの後、レーガン様は無事に完成した短剣を送られて、喜びの涙を流していましたが、「ワズ」という言葉に対して敏感に反応するようになり、ケーラ様とギャレット様は、気にし過ぎだと笑い、ルーラ様からは、ちゃんとしなさいと怒られ、レーガン様はしゅんと項うな垂だれていました。

　しかし、それにしても、ルーラ様の理想とする相手がワズ様だったとは、このフロイド、全く察しておりませんでした。

　悔しい思いが胸一杯で、世界中の人達に向けて高々と叫びたくなります。

　………………。

　………………。

　人よ！　世界中の人達よ！　世界一の執事は誰ですか〜？

　………………。

　………………えぇ、その通りですね。わかっていらっしゃいます。

「……フロイド様？　一人空を見上げて、うんうんと頷いていますけど、どうかされましたか？」

「いえ、何でもありません。少々考え事をしていただけですので」

　ベッドの上で上半身を起こしたティアンが尋ねてきたので、無難に返しておきます。

　……少々考え事に囚とらわれていたようですね。

　いくら節約をした方が良いとはいっても、やはり同室というのはこういう時に困ります。

　まぁ、ベッドは別だったので、ゆっくりと眠る事は出来ましたが。

　それにしても、ルーラ様が理想の相手としている事をワズ様にお伝えした方が良いでしょうか？

　レーガン様からは、絶対に伝えるなと念を押されましたが、やはり執事という立場上、主に秘密という訳にはいきませんし、仕方ありませんね。

　それに、そもそもルーラ様はワズ様を理想とすると言っただけで、男として好きと言った訳ではありませんし、意識しているとも思えません。

　ルーラ様がそう呼ぶように、「お兄ちゃん」という認識なのでしょう。

　……。

　………………ですが、そう、ですがっ！

　やはり、ワズ様へお伝えしておきましょう。

　周りがどう騒ごうとも、どうするかは本人達次第なのですから。

　ただ、これをお伝えするのは、ワズ様が新婚旅行から戻ってからになるでしょう。

　前に出会えたのは、偶然でしかないのですから。

　それに、現在私の方にも困った問題が起きています。

　……城塞都市リニック、平和過ぎます！

　レーガン様が上手くやっているのか、ギャレット様が掌てのひらで転がしているのかわかりませんが、特にこれといった悪事がありません。

　素行の悪い者も居るには居るのですが、何かあれば直ぐに警備の者達が飛んできます。

　なので、治安も良く、住人達も皆笑顔で日々を過ごしていました。

　………………。

　……いえ、それがどれだけ素晴らしい事であるかは理解しています。

　えぇ、理解していますとも。

「平和」……何て素敵な響きでしょう。

　ですが、ここで私が望むような出来事は起こらないと思うと、どこかやり切れません。

　ですので、私とティアンは次へと向かう事にしました。




　次に目指したのは、私の古巣と言っても良いマーンボンド王国の王都です。

　どんな時でも、王族というのは問題を抱えているものです。

　それが世界規模なら、尚良し。この執事に、全て任せて貰いましょう。

　ついでとばかりに、どこかの貴族の秘密でも暴くとしましょうか。

　……そういうの、私得意ですので。

　そして私とティアンは、マーンボンド王国の王都へと入り、城へと向かいます。

　城の正門からそのまま中へ入ろうとしたのですが、その前に門を守っている兵士様二人に止められてしまいました。

「そこで止まれ。執事とメイドの恰好をしているようだが見ない顔だ。城に何の用だ？」

「いいか、決して動くなよ。怪しい動きを見せれば、即座に捕縛するからな」

　全然怪しくなんてありません。

　只の執事とメイドでございます。

　ですが、その反応で気付く事がありました。

　王城を守っているのに私を知らないとなると、最近勤め出した方達でしょうか？

　なので、私は素直にお答えします。

「決して怪しい者ではございません。以前、この城の執事として勤めていたフロイドと申します。本日、城へと参ったのは、ギヴィリオ王様やナヴィリオ様へ、挨拶に来ただけですので」

「……怪しいな」

「……そうだな」

　一体、私のどこが怪しいのでしょう？

　さっぱりわかりません。

　ティアンに向けて、私のどこが怪しいのかわかりますかと、ポーズを取ります。

「清廉潔白な真面目な執事だと思いますが？」

「ですよね」

　ふむ。よくわかりませんね。

　……まぁ、この際、どこが怪しいとかは良いでしょう。

　今重要なのは、城内へ入れるかどうかです。

「わかりました。それでしたら、ギヴィリオ王様かナヴィリオ様に確認して頂いても大丈夫でしょうか？　確認を取って頂ければわかりますので」

「……なるほど。つまり、俺かこいつのどちらかが伝令に向かい、一人残った方を殺る気だな？」

「なっ！　そういう事だったのか！　危なく、俺が残るところだったぜ。助かったぜ、相棒！」

「良いって事よ、相棒！」

　そう言って、兵士様二人が互いに片目を閉じて、腕を打ち付け合います。

　かなり的外れな意見なのですが……これは困りましたね。

　このまま立ち往生していても仕方ありませんし、後で謝る事にして、やはり強行突破しかないでしょうか？

　出来れば、ここで知り合いでも現れてくれれば、話が早いのですが……。

　と、困り果てていると、城内から出て来た人物が声を張り上げます。

「あぁ！　やっぱりフロイド様です！　それに、えっと……ティアン様？」

　こちらを見てそう言いましたのは、私が初めてワズ様とお会いした時、同じくその場に居たメイドであり、金色の髪で、二重人格のメイド、「クミア」、もとい「クムア」でした。

　少々おどおどしているので、今はクミアの方だと思われます。

　確か今は、ナヴィリオ様の専属メイドに昇格し、ワズ様の友の一人で、同じくナヴィリオ様の専属騎士となったオーランド様とお付き合いしているはずですが、これで中に入る事が出来ますね。

　クミアは、こちらに向けてテトテトと駆けてきます。

　こちらまで近付きますと、兵士様達は驚きの表情を浮かべながらクミアに尋ねます。

「お知り合いの方ですか？」

「はい。以前、私と共にナミニッサ様に仕えていた執事です。身元は私と、今は居られませんがナミニッサ様が保証致しますので、通して貰って構いませんよ」

「はっ！　かしこまりました。疑って申し訳ございません」

「本当に執事だったのですか。申し訳ございませんでした」

　門を守る兵士様達は頭を下げて、道を譲るように移動します。

「いえ、気にしていませんよ。城門を守っているのですから、当然の事です」

「失礼致します。お仕事、頑張って下さい」

　私とティアンは、兵士様達へ気遣うように頭を下げ、クミアと共に城の中を進みました。

　クミアがここに現れたのは偶然ではないようで、何でもナヴィリオ様が呼んでいるそうです。

「こうして会うのは久し振りですね、クミア」

「はい。復興をお手伝いして下さっていた時も、数回くらいしかきちんと会う事が出来ませんしたし。ティアン様もお久し振りです」

「えぇ、そちらも元気そうで何よりです」

「ところで、どうして私達が来る事がわかったのでしょうか？」

　私の問いに、クミアが何かを思い出すように言います。

「他の執事やメイドから、貴族様達が何故かそわそわしたり、カタカタと震え出したりという話を聞いて、あっ！　これは！　と思いました。確認するために門へと行ってみると、フロイド様とティアン様が居たという訳です」

　なるほど。

「えぇと……話が見えないのですが？」

　ティアンが困ったような笑みを浮かべます。

「あれ？　教えてないのですか？」

「そうですね。ワズ様と出会ってから、そういう事はしていませんから」

「そうなんですか。そうなると、ティアン様が知らないのも仕方ありませんよ」

　そう言って、クミアがティアンに私の過去を教えます。

　マーンボンド王家の執事として過ごした日々は、懐かしいですね。

「細かなお金の流れから、裏で起こっている売買の全てを言い当てたり、本人も気付かなかったような証拠を揃えたり、暗殺を未然に防ぎ、そのまま裏で関わっている全ての人を捕まえたりと、本当に凄かったんですよ」

「まぁ」

「それで、貴族様達からは『貴族潰しのフロイド』なんて恐れられています。でも、そういう事を言う貴族様達って色々後ろ暗い事があるんでしょうねぇ」

「そうだと思います」

　ティアンとクミアが楽しそうに話ながら進みます。

　時折、すれ違う貴族様達からは恐れの視線を向けられる時もあるのですが、執事やメイド達からは、深々とした一礼をされました。

　ですので、私も一礼を返します。

　そうしている内にナヴィリオ様の執務室へと辿り着きましたので、クミアがノックをして扉を開け、そのまま中へと入りました。

　室内に居たナヴィリオ様は、私達の姿を確認すると笑顔で迎えてくれます。

「復興の時にも会っているが、久し振りだな、フロイド。それにティアンさんも」

「はい。ご無沙汰しております、ナヴィリオ様」

「覚えていて下さり、ありがとうございます、ナヴィリオ様」

　挨拶を交わし終わると、ナヴィリオ様が不思議そうな表情を浮かべました。

「それで、今回はどうしたんだ？　ワズは居ないようだが？」

「現在、ワズ様と奥方様達は、新婚旅行へと行っておられます」

　ナヴィリオ様からの問いかけに、私はこれまでの事を簡潔に話します。

　ワズ様から、この世界の平和を守るのを任されたという部分を、かなり強調して。

　ナヴィリオ様から、何やら疑いの目を向けられました。

「……噓じゃないんだよな？」

「決して噓ではございません。確かに、そう言葉にされた訳ではないですが、執事として、主であるワズ様が心の中で思っている事を当てるのは造作もない事。細かい部分の齟そ齬ごはあるかもしれませんが、大きくは間違っていないでしょう」

「………………」

　何やら、ナヴィリオ様が言葉を飲み込むように喉をゴクッと鳴らします。

　どうかれましたか？　何か不安を覚えたような表情を浮かべておられますが？

　ティアンに、何か間違っているでしょうか？　と視線を向けますが、問題ありませんと頷いてくれました。

　私一人の判断であれば間違っている可能性も若干ございますが、こうして他の人の判断も仰いで肯定されたのですから大丈夫でしょう。

　このまま突っ走れば良いという訳です。

　ただ、クミアが苦笑いを浮かべながら私を見ているのですが、どうかしたのでしょうか？

「……まぁ大丈夫か。それなら、また頼るようで悪いのだが、助けて貰えないだろうか？」

　私とティアンの事情を聞き終えたナヴィリオ様が、そうお願いしてきました。

　もちろん、私としては異を唱えるような事は致しません。

「何なりとお申し付け下さい。どこかの悪徳貴族の横領から、気になる女性の趣味嗜し好こうに、イスコア王国内部でマーンボンド王国へと寝返りそうな者を見つける事まで、何でもやらせて頂きます」

「いや、特に最後の二つは必要無いから……ワズ、早く帰ってきてくれ……」

　何故か、ナヴィリオ様が溜息を吐きます。

　はて？　何か間違えましたでしょうか？

　やる気をアピールしただけですのに。

「でも、貴族が関係しているのは間違っていないかな」

　そして、ナヴィリオ様から依頼を受けました。

　その内容とは、とある伯爵様を調べて欲しいという事です。

　何でも、その伯爵様──イエット伯爵様は、どうやら非合法な事に手を染めているらしく、報告の上がっていない資金に、隷属の首輪も所持して、何人もの女性を攫さらっているそうなのですが、どれも明確な証拠は挙がっておらず、現在は黒に近い灰色状態で難航していると教えられました。

　何でも、自分まで届かないように、上手く下の者達を使っているそうでして、ナヴィリオ様も、何人もの密偵を放ったそうなのですが、誰一人として帰って来られていません。

　また、他の貴族様との間も上手く立ち回っているそうで、明確な証拠がない限り、王族の強権を振るうのも難しいと難航していた時に現れたのが、私とティアンという事でした。

　……良いでしょう。任されました。

「かしこまりました、ナヴィリオ様。全て、この執事にお任せ下さい」

「及ばずながら、協力させて頂きます」

「う、うん。………………頑張ってくれ」

　そう言うナヴィリオ様は、もしかして早まったかもしれないという表情を浮かべていましたが、もう言質は頂きましたので、私とティアンは早速行動へと移りました。

　イエット伯爵様の悪事の証拠を集めなければならないため、私とティアンは、早速本人の屋敷へと向かいます。

「普通に尋ねて、普通に証拠を渡してくれると、話が早くて助かるのですが」

「それは無理でしょう。それに、そもそも、それだと面白くないのでは？」

「わかって頂けますか、ティアン」

「はい。こういう時は」

　という訳で、陽も落ち、夜も更けた頃、私とティアンの姿は、王都内にあるイエット伯爵様邸の門からは見えない位置にありました。

　外敵から守るように高い壁に、見るだけでわかる三階建ての立派なお屋敷。

　門には警備の者が直立不動で立っています。

　さぁ、こそっと侵入して、ごそっと証拠を頂く作戦を遂行しましょう！
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　まずは、私とティアンで壁を飛び越えます。

「独力でも出来ますが、やはり様式美にはこだわりたいですね」

「その通りです」

　という訳で、私は壁を背に立ち、ティアンがこちらに向けて駆けてきます。

　私は手で足場を作り、ティアンの足が乗ると、一気に上方へと持ち上げました。

「「とうっ！」」

　ティアンが一気に飛び上がり、壁の縁に手をかけて登り、私に向けて手を差し伸べます。

　私はその場で飛び上がり、その手を摑むと、ティアンが引き上げてくれました。

「では、行きましょうか」

「はい」

　そのまま二人で壁を越えます。

　すると、私達に気が付く存在が現れました。

「「「ガウガウガウッ！」」」

　訓練された犬達です。

　歯を剝むき出し、獰どう猛もうな表情を浮かべながら、こちらに向けて駆けてきました。

　さてどうしましょうかと考えていると、ティアンが私の前に立ちます。

「お任せ下さい」

「では、お願いします」

　私がお願いすると、普段はメイドとして動いているティアンから、魔王の気配が漂います。

　その気配は瞬く間に濃密なモノへと変わり、ティアンがゆっくりと手を前に突き出しました。

「止まりなさい」

　その言葉だけで犬達は口を閉じ、急停止します。

　そして、前足を器用に使い、ティアンに向けて敬礼を行いました。

　どうやら、いくら訓練されていようとも、犬達はティアンに対して逆らいませんと判断したようです。

「……宜しい」

　許しを得たと判断したのか、犬達は上げていた前足を下ろし、待機状態へと変わります。

　犬達の様子を見て、ティアンが満足気な表情を浮かべながら、私に尋ねてきました。

「……どうしましょうか？」

「そうですね。特に障害という訳ではないですし、好きなようにして頂いて構いませんよ」

「かしこまりました。では、散りなさい」

「「「ワンッ！」」」

　一吠えして、犬達がどこかへと去っていきます。

　……強く生きるのですよ。

　そして、私とティアンは屋敷へと向かいます。

　玄関扉へと張り付き、カチャカチャと、鍵穴をいじります。

　ほんの僅かな間の後、カチャンという音が響きました。

　ゆっくりと玄関扉を開きます。

「さて、中に入りますよ」

「さすがです、フロイド様。鍵開けの技術もお持ちとは」

「執事として、当然の嗜たしなみというだけですよ」

　主が鍵をどこかで紛失した際に必要でしょうから。

　そして、ティアンと共に開けた玄関口からこっそりと入ります。

　時間が時間だけに屋敷の中は真っ暗ですので、窓から入る月明かりだけが頼りでしょう。

　見回っている者も居るでしょうから、注意深く進まなければいけません。

　ゆっくりと進み、見回りの者が現れれば物陰に隠れてやり過ごしながら、まずはイエット伯爵様の執務室を目指します。

　こういう場合、恐らく豪華な扉の先がそうなのでしょう。

　丁度三階に他とは違う造りの扉がありましたので、玄関の時と同じく、カチャカチャといじって開錠し、中へと入りました。

　当たりです。

　豪華な机に見事な調度品の数々が並んでいますので、ここで間違いはないでしょう。

　ティアンと共に、早速証拠を探します。

「やはり、まずは執務机からでしょう」

「私は他を見てみます」

　私は執務机の引き出しを開け、中に仕舞われていた紙束を確認しますが、特に問題はありませんでした。

　まぁ、そんなわかりやすいところに隠す訳がありませんね。

　念のためという気持ちが強かったため、特に気落ちはしておりません。

　けれど、そういう物程、人は身近に、手元に置きたいと思うはずですので、執務室内にあるのは間違いないと思われます。

　ですので、次はどこを探しましょうかと考えていると、ティアンから声をかけられました。

「見つけました」

　その言葉に反応して視線を向けると、ティアンの手には額縁があり、それが飾られていたであろう壁の場所には、金庫がありました。

　メイドとして、着実に力を付けているようですね。

「お見事です、ティアン」

「ありがとうございます」

　そして、早速開けようとしましたが、金庫に鍵穴は無く、ダイアル方式でした。

　ですが、問題はどこにもありません。

　片手を金庫に触れさせ、適当に回していき、即座に開きます。

「どうやっているのですか？」

「微細な振動を感じ取る事が出来ればわかりますよ。これも執事の嗜みです」

　主が番号を忘れた際に必要でしょうから。

　金庫の中を確認すると、報告の無い金の流れが詳細に書かれている書類が見つかります。

　これで一つ手に入れました。

　ですが、ナヴィリオ様から教えられた情報によると、隷属の首輪を所持している可能性もございます。

　そちらも手に入れておいた方が良いのは間違いありませんが、王都内に持ち込むには少々危険が伴いますので、この屋敷内にある可能性は低いと判断しました。

　それに、この書類だけでも、王家の強権を使うのに充分な切っ掛けとなりますので、あとはナヴィリオ様に任せておけば大丈夫でしょう。

　となると、あとはこの屋敷から脱出するだけですが、そう上手くはいかないようです。

「全く……夜は眠る時間だというのに、無粋な輩やからが居たものだ」

「問題ありません。迅速に処理させて頂きます」

　声が聞こえた方へと視線を向けますと、執務室から出さないように、二人の男性が扉を塞いでいました。

　片方は、高齢の男性でナイトガウンを羽織り、もう片方の方は、筋骨隆々の武装した男性です。

　武装している男性の方が剣を抜き、こちらに向かってゆっくりと歩み寄ってきました。

　ティアンを招き寄せ、私の後ろへと回します。

「……私を守ってくれている……はぁ〜……」

　ティアンが謎の吐息を発しましたが、今は目の前の武装した男性に注意を向けておきましょう。

　そのまま切りかかってくるかと思われましたが、その前に高齢の男性が制止の声を発しました。

「待て。一応、どこから遣わされたのか確認したい。これを使え」

　そう言って、高齢の男性が武装した男性に渡したのは、二つの黒塗りの首輪でした。

　恐らく、隷属の首輪でしょう。

　ですが、これは好都合とも言えますので、是非とも手に入れておかねば。

　早速とばかりに行動へ移ります。

　武装した男性が持つ隷属の首輪を手に入れるため、一気に前に出て摑もうとしますが、スカッとかわされました。

　おや？　思ったよりも反応速度が良いですね。

「惜しかったな、執事服の男」

　武装した男性がそう言いながら、私に隷属の首輪を取り付けます。

　……ふむ。まさか、武装した男性の身体能力が私の予想よりも高かったため、少々油断してしまいました。

　やはりこれは、何かしらの強化を行っていると判断するべきでしょう。

　しかも、間違いなく非合法の。

「貴様ぁ！　何をしているっ！」

　ティアンが激昂して、武装した男性へと襲いかかります。

　ですが、その表情は余裕の笑みを浮かべていました。

「はははっ！　そう急くなよ、メイド。きちんとお前にも嵌はめてやるさ！」

「舐なめるなよ、たかが人間如きがっ！」

　魔王の力を解放しながらティアンが襲いかかりますが、武装した男性はその攻撃の全てをかわしていきます。

　また、武装した男性もティアンを無力化しようと攻撃を繰り出していますが、ティアンも上手く回避していました。

　これはいけませんね。

　魔王部分が出過ぎています。

　今後、ティアンにはもう少しメイドとしての振る舞いと、戦い方というモノを教えていった方が良いかもしれません。

　しかし、執事である私では、メイドの本質というモノを教えるのは難しい可能性がありますので、出来れば参考になるようなメイドが居れば良いのですが……。

　まぁ、それは出会えたらという事でも遅くはないでしょう。

「このっ！　このっ！　このっ！」

「この戦闘力。どうやら、只のメイドではないようだが、残念だったな。俺の方が上だ！」

　ティアンと武装した男性が、執務室内を縦横無尽に動き回っています。

　武装した男性は隷属の首輪を嵌める機会を窺っていますが、ティアンもそれはわかっているため、最も警戒して防いでいました。

　ただ、そのためにティアンも本来の動きが出来ていないのと、私の事を気にしているようでして、少々劣勢に立たされているように見えます。

　本来のティアンであれば、問題無く無力化する事も出来るのですが。

　………………。

　………………しかし、やはりおかしいですね。

　仮にも、いくら本調子ではないとはいえ、魔王でもあるティアンと一対一で互角以上に動けるというのは、普通ではありません。

　武装した男性の身体能力は、どう考えても異常であると思います。

　これは、金と隷属の首輪の他にも、何かしら手を出していると考えるべきでしょう。

　まぁ、ワズ様であれば、一発で終わるのは間違いないですが。

　しかし、これは、少々予定を変更した方が宜しいでしょうか？

　当初は、手に入れたこの紙束だけでも充分だと思いましたが、こうして隷属の首輪も手に入りましたし、イエット伯爵様と武装した男性も無力化して、共にナヴィリオ様へと渡した方が良いかもしれませんね。

　そう結論を出していると、私に向けて声がかけられました。

「そこの執事、何をぼうっと突っ立っている！　メイドを捕らえろ！」

　イエット伯爵様が、私に向けて苛いら立だたし気に命令してきました。

　その命令を聞いて、ティアンは苦く悶もんの表情を浮かべ、武装した男性は勝利を確信したかのような笑みを浮かべます。

　……ふむ。

　私は、ティアンと武装した男性がやり合っている場所へと赴き、二人の放つ拳を間に立って受け止めます。

　そして、そのまま武装した男性を蹴り飛ばしました。

「ぐはっ！　馬鹿なぁ！」

　武装した男性は壁に激突しながら信じられないというように私へ視線を向け、ティアンは驚きの表情を浮かべています。

「何をやっている！　この執事が！　攻撃する相手が違うぞっ！」

　イエット伯爵様が喚わめきますが、私はゆっくりと隷属の首輪へと手をかけます。

「キャストオフッ！」

　そう叫んで、そのまま隷属の首輪を無理矢理取り外しました。

「何っ！」

「馬鹿なっ！」

　イエット伯爵様と武装した男性が、驚きの声を上げます。

　一方、ティアンはさすがですと拍手をしていました。

「独力で外すとは思いませんでした。一体どうやってですか？」

「別に何でもありませんよ。そもそも、人が作った物で、私を縛る事は出来ません。ただそれだけです」

「それでしたら、どうして直ぐ動かなかったのですか？」

「今後の事を考えていました。どうするべきかを」

「それで、どうするのですか？」

「証拠も人も全て連れていきます。という事で、ティアンは引き続きあの武装した男性をお願いします。もちろん、私はもう大丈夫ですので、全力を出して頂いて構いません」

「かしこまりました」

　そう言ってティアンが一礼し、凄惨な笑みを浮かべます。

　これで大丈夫でしょうと思えるくらいに、ティアンからの圧力が増します。

「では、存分に遊んであげましょう。今まで、誰を相手にしていたかというのを、その身に刻んであげます」

　ティアンが一歩前に踏み出すと、武装した男性が襲いかかってきました。

「ふんっ！」

　ですが、ティアンは何でもない風に攻撃をかわし、そのままボディブローをかまします。

　武装した男性はその一撃で表情を歪ゆがめましたが、そこでティアンの攻撃は終わりません。

「先程までの生意気だった恨み！　私の攻撃をかわし続けた恨み！　フロイド様に隷属の首輪を嵌めた恨み！　フロイド様を操ろうとした恨み！」

　それはもう、ボッコボコにしています。

　殺しては駄目ですよ。

　一応、証拠……証人なのですから。

　その間に、私はイエット伯爵様の下へと向かいました。

　イエット伯爵様は、何故か驚きよう愕がくの表情を私に向けています。

　……はて？

「き、貴様は、フロイドというのか？」

「そういえば紹介がまだでしたね。執事のフロイドでございます」

　ティアンの叫びで私の名を知ったようですが、何故こうして驚かれているのでしょうか？

「ど、どうして、王都に居る！　もう居なくなったと聞いたぞ！」

「少し前に寄っただけですが？」

「何てタイミングの悪い！　どうしてここに、『貴族潰しのフロイド』が居るのだっ！　知っているぞ！　貴様に調べられた貴族は、その全てが潰されたという事をっ！」

「失礼な物言いですね。人権侵害ですよ。ただ、私が調べた貴族様達は、それだけ悪い事をしていたというだけですのに。もちろん、それはイエット伯爵様も含まれますが」

　これ以上の問答は不要と判断して、私はイエット伯爵様の首をトンと打って気を失わせます。

　その頃には、ティアンが武装した男性を無力化していました。

「では、ナヴィリオ様の下へ戻りましょうか」

「はい」

　左肩にイエット伯爵様、右肩に武装した男性を担ぎ、私とティアンは堂々と城へと戻ります。

　正義はこちらにありますので、邪魔しようと現れたイエット伯爵様の配下の方々は、ティアンによって全て無力化されました。
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「という訳でして、夜分遅くに失礼かと思いましたが、迅速な対応をした方が良いと判断しまして、こうして証拠と証人をお持ち致しました」

「あ、あぁ……ありがとう、フロイド」

　ナヴィリオ様の執務室で、証拠と証人を引き渡します。

　まだ寝ておられなかったのは幸いでした。

　恐らく、色々と仕事が溜たまっているのでしょうが、お体は大事にして頂きたいですね。

「けれど、充分な成果だよ。特に、強さを増しているというのは危険な感じがするな。気付かず対応が遅れていれば、どうなっていたかわからない。相変わらずの素早い対応はさすがだね、フロイド。ティアンさんも、ありがとう」

「ありがとうございます」

「お力になれたようで、良かったです」

　ティアンと共に一礼し、私達は執務室を後にしました。

　ナヴィリオ様から部屋を用意していると伺ったので、そちらで休む事にします。

　ティアンと同室だったのは、気を遣って頂いたのでしょう。

　二日後、イエット伯爵様は牢屋の中で自害したと教えられました。

　それから更に数日後、手に入れた紙束や家探しを行った結果、イエット伯爵様は、裏でかなり非合法な行いをしていたという決定的な証拠が見つかります。

　そのような行為をした目的とは、あの見た目に反して異常な力を発揮していた男性が飲んでいたという薬を完成させるためで、薬の材料費や実験などでかなりの金額が必要だったらしく、そのために報告を上げない金や、隷属の首輪を使用しての人身売買などを行っていたようです。

　武装した男性から得た情報では、その薬は完成していないために「試作強化薬」と呼んでいたそうで、そこは試作らしく、使用し続ければ人体への影響は計り知れないそうです。

　いえ、たとえ完成していたとしても、碌ろくな物ではないでしょう。

　それと、ナヴィリオ様が仰おつしやっていましたが、どう考えてもイエット伯爵様個人で行えるような事ではないので、どこかに協力者が居るのは間違いないと。

　そのため、他にも関わっている者が居ないか、徹底的に調べるそうです。

　それはつまり、イエット伯爵様の後ろには何かが存在している可能性と、この薬はまだどこかで製造されているかもしれないという予測が立ちました。

　当のイエット伯爵様から、詳しい話や目的が聞けなかったのが悔やまれます。

　武装した男性の方は、元Ｃランクの雇われ冒険者というだけでしたので、詳しい事は何もわかりませんでしたが………………ふむ。私の目には見えてきました。

　現在ワズ様の居ないこの世界で、私がやるべき事というのが。

　巨悪は、主が帰ってくる前に、執事の方で潰しておきましょう。

「何やら楽しそうに見えますが、どうかしましたか？」

「おや？　わかってしまいますか？」

「いつも私の目には、フロイド様しか映っていませんので」

「嬉しい事を言いますね。では、これからもお付き合い頂けますか？」

「はい。どこまでも共に」

　とりあえず、他にも情報が得られないかと、もう数日王都に滞在する事に致しました。








第十章　水の都ガルドレーンに居た者
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　次は「水」のクリスタルがある、水の都ガルドレーンへ向かう。

　別に急いでいるという訳ではないので、俺もそうだが、奥さん達も飛空艇の甲板にテーブルと椅子を用意して、トランプで遊んだり、のんびりと流れるイルムシュタッドの景色を眺めたりしていた。

　日差しがポカポカして気持ち良く、ふわぁ〜っと大きな欠伸あくびが自然と出てしまう。

　何か、このまま眠ってしまいそうだ。

　……眠気には逆らえず、そのままテーブルの上に突っ伏してしまった時、突然俺のステータスが空中に浮かび上がった。

「……何事〜？」

　眠気には勝てず、少々面倒臭い感じで言葉が出た。

　すると、表示されたステータスの一部が大きく膨らんでいき、そこから空のように青い髪の少女が飛び出し、落ちてくる。

「いや、ちょっ！」

　さすがにこのままでは不ま味ずいと、眠気で鈍る体を叩き起こし、何とか受け止めた。

「どうかしましたか？」

　俺の様子を察知した奥さん達とセリアスさんが駆け寄ってくる。

　その間に少女の姿を確認すると……花柄のパジャマだった。

　………………。

　………………そっかぁ〜、俺はまだ夢の中に居るんだね、きっと。

「……現実逃避はお勧めしない」

「ですよね〜」

　少女──空女神様が俺を現実へと引き戻す。

　いきなり顕現するので驚いた。

　出来れば事前に教えておいて欲しいと思うのだが、これまでそんな事は一度も無かったので、無理な相談だと諦めよう。

　いや、海女神様の時は、こちらから呼んだっけ………………例外だな。

　そう考えている間に、空女神様は俺から下り、隣に椅子を用意して座る。

　その頃には、奥さん達とセリアスさんもこちらへと来ていた。

「えぇと……空女神様がどうしてここに？　何か緊急の用件でしょうか？」

　ナミニッサがそう尋ねると、空女神様は違うと首を振る。

「……天気が良かったから」

　そう言って、そのままこてんとテーブルに突っ伏した。

　どういう事ですか？　と、奥さん達が俺に視線を向けてくる。

「………………多分だけど、天気が良くて、ポカポカして気持ち良く眠れるからじゃないかな？」

「……おぉ〜、さすが私を養う人」

　空女神様が、正解だと力なく拍手を送る。

　それに合わせて奥さん達も拍手をするのだが……何だろう、あんまり嬉しくない。

　というか、もう俺が養う事は確定しているの？

　すると、不思議そうな表情を浮かべて、セリアスさんが尋ねてきた。

「……こちらの少女はどなたでしょうか？　突然現れましたけど。……皆様の様子から、敵ではないというのはわかるのですが」

「そういえば、会うのは初めてか。こちらは空女神様。えっと、俺達の世界の神の一柱です」

「そうなんですか！　これは失礼しました。ガーリスで騎士をしています、セリアスと申します」

「……そう。宜しく〜」

　セリアスさんが緊張した面持ちで挨拶をするが、空女神様は力なく手を振るだけだった。

　……どうやら、かなり眠いのだろう。

「それにしても、違う世界の神まで呼ばれるとは、ワズ様は凄いのですね」

　セリアスさんが、感心するように言う。

　うぅん、違うよ。

　いや呼ぼうと思えば呼べるけど、寧ろ勝手に出てくるんです。

　そこに俺の意思は関係無いのであった。

「ふふ。違いますよ、セリアス」

「もの凄く簡単に言えば、ワズの中には私達の世界の女神様が五柱存在しているのだ」

「空女神様は、その内の一柱です〜」

「他に、光女神様、大地母神様、戦女神様、海女神様が居る」

　タタ、ナレリナ、キャシー、マオが順番に、セリアスさんへと簡単に説明を行う。

　この話を聞いたセリアスさんは信じられないと目を見開き、本当ですかと俺に視線を向けてきたので、その通りですと頷いておいた。

　何やら、セリアスさんの目が輝いたように見えるのは、きっと気のせいだろう。

「すみません！　やはり、騎士として戦女神様にお会いしてみたいのですが？」

　興奮気味のセリアスさんから注文が入る。

　……順応性が高い。

「すみません、セリアスさん。どうも世界が違うと、顕現するだけでもかなりの力を使うようでして……」

「そうなんですか……。でも、いつかお会いしてみたいです！」

　セリアスさんが、むん！　と拳を握って気持ちを高ぶらせている。

　その仕草が可愛くて、呼びたくなった。

　気持ちはわからなくもないけど、こちらの世界だと顕現時間が短いので、期待に応えられるとは思えま………………あれ？

　俺は思わず空女神様へと視線を向ける。

　そこには、ポカポカ陽気に完全敗北……自ら望んで眠ろうとしている空女神様が居るのだが、前に聞いた顕現時間はとっくに過ぎている……。

　俺の様子に奥さん達も気付いたのか、空女神様を見て首を傾げた。

　なので、俺は思い切って尋ねてみる。

「えっと、空女神様。一つ聞いても良いですか？」

「……何〜？」

「もう顕現時間は過ぎていると思うのですが？」

「……あぁ、それね。私はもう大丈夫になった。時間が大幅に延びた」

　………………そっかぁ〜、延びたのか〜。

　空女神様の答えに、うんうんと頷く。

　………………。

　………………えええええぇぇぇぇぇ！

　何で急に延びたの？　そんな劇的な事あったっけ？

「大丈夫になったとは、どういう事ですか？」

「……説明が必要なの？」

「お願いします」

「……眠いけど仕方ない。これも養って貰うため」

　あっ、それだったら別に良いです。

　けれど、そう言う前に空女神様はゆっくりと体を起こして、俺の方へ体を向ける。

　まさか寝ようとした体勢から起き上がるとは……。

　それだけ養って貰うという意志が強いという事か。

「……私の時間が延びた理由は単純。ワズが『風』のクリスタルの下へと行ったから。それでクリスタルの力が流れ、私は大丈夫になった」

「クリスタルが影響しているんですか？」

「……そう。私が司つかさどるのは『空』。『風』もその一部」

　なるほど、と俺と奥さん達、セリアスさんは納得する。

　どうやら、俺がクリスタルに近付く事でその力が流れ込み、イルムシュタッドでも容易に顕現出来るようになったようだ。

　………………待てよ。

「それでいくと、もしかして、他のクリスタルに近付けば、他の女神様達も？」

「……私と同じように顕現時間が延びる。『水』なら海女神、『火』なら戦女神、『土』なら大地母神が」

　……やっぱりそうなんだ。

　空女神様の言葉に、奥さん達とセリアスさんは、クリスタルは凄いのですねと喜んでいた。

　けれど俺は、一柱足りない事に気付く。

　もしかしてと、ステータスを確認した。





「海女神は、今か今かと心待ちにしている」

　次に向かうのは、『水』のクリスタルがある場所。

　出遅れてしまったのは致し方ないですが、今は二番目で納得しておきましょう。

　さぁ、早く次の場所へ！







「戦女神は、特に焦っていない」

　巡る順番を考えると、私は三番目か。

　でも、顕現時間が延びるだけありがたいな。

　あぁ、そんなに焦らなくても良いから。







「大地母神は、余裕の笑みを浮かべていた」

　残念でしたね、光女神。

　空女神も既にですが、私、戦女神、海女神はもう確定しています。

　つまり、既に勝ったも同然。

『光』のクリスタルが無くて、本当に残念ですね。







「光女神は、不条理を嘆く」

　どうして、この世界には『光』のクリスタルが無いんですかっ！

　これじゃ、私はどうすれば良いんですかっ！

　皆さんは顕現時間を延ばせるのに、どうして私は駄目なんですかっ！

　くそぉ〜………………はっ！　良い事を思い付きました。

　ワズさん、イルムに頼んで『光』のクリスタルを今直ぐ作って下さい！






　………………。

　………………無茶を言うなぁ、光女神様は。

　多分、無理でしょ？

　そう簡単に作れるようなクリスタルではないと思いますし、焦る気持ちはわからなくもないけど、無い物は無いので諦めて下さい。

　すると、光女神様の文面が変わる。





「光女神は、駄々をこねる」

　い〜や〜だぁ〜！　私だけ除のけ者ものなんて嫌だぁ〜！

　やだやだやだ〜！






　子供のように暴れている姿が容易に浮かんでしまう。

　………………仕方ないなぁ。いざという時は、前みたいに俺が力を注いで顕現させますから。

　そう考えると、今度は光女神様達の文面が全て変わる。





「光女神は、勝ち誇った笑みを浮かべた」

　ふっふ〜ん！　どうよ！　私とワズさんのこの絆きずな！

　最も早はや切ろうとしても切れぬ関係！

　ずぶずぶの関係なんだから！







「海女神、戦女神、大地母神は、生暖かい視線を向ける」

　そうだね。きっとそうだね。

　良かったね。






　何やら憐あわれまれている事に気付いて下さい、光女神様。

　そう思っていると、サローナが声をかけてくる。

「光女神様は、どういう反応をしているのだ？」

　その声で奥さん達の方へと視線を向けると、皆心配そうにしていた。

　どうやら、「光」のクリスタルが無い事に気付いたようなので、どういうやり取りだったのかを簡単に教える。

　一応、光女神様の人権？　神権？　を守る形で。

　奥さん達はそれで安心したのか、セリアスさんと共に再び思い思いに過ごし出す。

　ただ、空女神様は既にスヤスヤと眠っている。

　相変わらずの光女神様達に、どこか安心しつつ、俺もそのままテーブルに突っ伏して眠った。

　………………。

　……起きると、空女神様の姿はどこにもなかったので、多分あのまま延びた顕現時間が終了したのだろう。

　気持ち良いポカポカ陽気だったので、それも仕方ない。

　いや寧ろ、そんな陽気に包まれながらだったのだから、きっと空女神様は幸せだったに違いないと思う。

　うんうん。

「あっ、漸く起きたね、お兄ちゃん。そろそろご飯だよ〜……って、何を頷いているの？」

「ふわぁ〜い………………何でもない」

　隣に居たカガネから声をかけられたので、目を擦こすりながら答えておく。

　どうやら、俺が起きるのを待ってくれていたようだ。

「……何か待たせていたようで、ごめん」

「うぅん、大丈夫だよ。ばっちり、お兄ちゃんの寝顔は記憶しておいたから」

「……消して下さい」

「駄目〜」

　どうやら出来ないようだ。

　なら仕方ない。

　諦めて、カガネと共に飛空艇内にある食堂へと向かった。
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　それから数日後、のんびりと進んできた飛空艇が目的地である、水の都ガルドレーンに着く。

　ただ、さすがにのんびりし過ぎた。

　水の都ガルドレーンを眺めるために甲板へ出ていると、セリアスさんが事情を説明してくれる。

「……備蓄の食糧がそろそろ底を尽きそうですので、水の都ガルドレーンで色々足りない物を補充したいと思います」

「そうですね。大切な事なのでお願いします。えっと、金はどれぐらい必要なのですか？」

「問題ありませんよ。必要経費だと、オムロレル王様から潤沢な資金を預けられていますから」

「そうなんですか？　……何か、色々とお世話になります」

「お気になさらず。そもそもワズ様がイルムシュタッドを救っていなければ、私達はここにこうしていないのですから。……ただ、かなりの補充になりますので、少々日数がかかると思います」

「大丈夫ですよ。急いでないですし。……だから、宜しくお願いします」

　頭を下げると、奥さん達、イルム、ヤトファさんも同じように頭を下げる。

「はい。私に任せて下さい」

　微笑みながら、セリアスさんは頑張りますと拳を握った。

　そして、水の都ガルドレーンを囲うようにある大きな湖へ、飛空艇が大きく水しぶきを上げながら着水する。

　けれど、飛空艇はそのまま湖に浮き、水の都ガルドレーンに向けてゆっくりと進んでいく。

「……おぉ、浮いている！」

　何やら感動した。

「ふふ。飛空艇に搭載されている魔石の力で、この飛空艇は水の上でも浮く事が出来るのです。それに、飛空艇で水の都ガルドレーンへと入るのは、これが通常の手段なのです」

　セリアスさんが楽しそうに教えてくれた。

　おぉ、凄いな、飛空艇。

　やっぱり自分専用が欲しいと思っていると、甲板から身を乗り出して水の都ガルドレーンを眺めていたカガネと目が合う。

　俺の心情を読んだのか、任せてと親指を立ててきた。

　お願いしま〜す！

　飛空艇はそのまま水の都ガルドレーンの裏にあった港へと辿り着き、タラップを下ろして先に降りた乗組員さん達が何やら手続きをしている間に、俺と奥さん達、セリアスさんも揃って降りる。

　久し振りの地面にちょっと喜びつつ、俺は飛空艇へと視線を向けた。

　視線の先に居たのは、タラップから降りてくるイルムとヤトファさん。

「それじゃ、まずは呪いを解きに行こうか」

「宜しくお願いします」

　俺の言葉に、ヤトファさんが律儀に頭を下げて答える。

「ご安心下さい。ヤトファ様は、私がきちんとお守りしますので」

「まぁ、イルムに任せておけば大丈夫だけど、この都の中で戦いが起きる可能性もゼロじゃないから、もし何かあれば、俺が先頭に立つから」

　イルムと頷き合い、俺、奥さん達、セリアスさん、イルム、ヤトファさんは、「水」のクリスタルがある神殿へと向かう。

　乗組員さん達は、必要な物を買い揃えるために都の中へと散っていた。

　色々と都の中を眺めながら、神殿に向けて歩を進めていく。

　前に来た時は、緊急だったというか急いでいたので、きちんと都の中を見ていなかったが、今は至るところに人が居て、もの凄く活気がある。

　賑にぎわいを見ているだけで、平和であるというのがわかった。

　俺は前回とは違う明るい雰囲気に驚くばかりだったのだが、この都に初めて来た奥さん達は、色々と興味を惹ひかれるのか辺りをキョロキョロとしている。

　観光はヤトファさんの呪いを解除してからだからね。

　ただ気になるのは、やたらと執事服を着ている人が多いという事だろう。

　………………何で？

　不思議に思っていると、街道の中心で演説を行っている人が居て、その周囲に多くの人が集まっているのが見える。

　詩人か何かだろうか？

　近くまで行くと、何を言っているのかが耳に届く。

「この水の都ガルドレーンに住む人々は、全てが恐怖に包まれていた！　都の中は数あま多たの魔物が闊歩し、誰もが生きる事に絶望していたのだ！　しかし……そう、しかし！　天は、『水』のクリスタルは、この都を見捨てなかったのです！」

　大きく身振り手振りで、何やら誇大に語っている内容は、多分、前回の時の事を言っているのだろうと思った。

　奥さん達も興味を惹かれたようで、一旦足を止め、その続きを聞く事にする。

「この都を救ったのは、素敵な笑顔の少年と、執事服を颯さつ爽そうと着こなす男性でした！　突然都の中に現れたこの二人は、瞬く間に数多の魔物を全て一撃で沈め、恐怖で震える住人達を救っていきました！　そして、そしてぇ！　『水』のクリスタルを我が物にしている魔王を打ち滅ぼし、この都を救ったのです！」

　………………。

「正に救世主！　英雄の姿を見たのでした！　住人達は感謝の言葉を伝えようとしましたが、既に時は遅く、二人の英雄の姿はどこにありません！　一体どこにと住人達は思いましたが、答えは直ぐにわかります！　きっと、魔王と魔物に苦しめられている別のところへと向かったのでしょう！　何故なら、彼等はイルムシュタッドを救う英雄なのですから！　だからこそ、住人達は心の中で感謝し、決して、二人の英雄の事を忘れません！」

『おぉ〜……』

　……至るところから拍手が起こる。

　………………。

　………………うん。なるほどな。

　だから、執事服を着ている人が多いのか。

「……えぇと、素敵な笑顔の少年というのが夫殿……ではないよな」

　マオが躊躇ためらいながら言う。

　………………うん。絶対違う。

　それはシロだね。

　執事服を颯爽と着こなす男性というのは、間違いなくフロイドの事だろう。

　………………俺は、どこにも登場していなかった。

　よくよく思い出してみれば、前回、俺は「水」のクリスタルの浄化に向けて一直線だったので、この都の人とは余り接していない。

　がっつり関わっていたのは、魔物を沈めながら進んでいたフロイドとシロなのだから、俺の印象が無くても仕方ない……そう、仕方ないんだ。

　………………くっ！　悲しくなんてない！　ないんだから！

　だから、奥さん達は優しい目で俺を見ないで下さい。

　セリアスさんも、申し訳なさそうな表情を浮かべないで下さい。

　イルムは、ヤトファさんに詳しい説明を行わないで下さい。

　……止めて！　ほんとに悲しくなってくるから！

　というか、その話に出てくる魔王って、ティアンの事だよね！

　生きているから！　打ち滅ぼされていないから！

　怒るよ？　それ聞いたら、ティアン怒るよ？

　………………。

　………………いや、今のティアンなら、自分の事は良いから、もっとフロイドの事を褒め称えなさいと言いそうだ。

　絶対そう言うのは間違いない。

　となると、ここで聞いた事は知らせないようにしておこう。

　水の都ガルドレーンの人達に迷惑をかける訳にはいかない。

　………………もう良い。忘れよう。

　俺はここでは何も聞かなかったという事で。

「気になさらずに」

「私達はちゃんとわかっているからな」

　ナミニッサとナレリナの言葉に奥さん達がうんうんと頷き、ファファルがポンポンと俺を優しく叩いて気遣う。

　わっ！　と両手で顔を覆う。

　奥さん達に慰められながら、都の中心にある神殿へと向かった。

　神殿前の広場にかなりの人が集まり列を成していたので、大人しく並ぶ。

　中に入るのに少々時間がかかりそうだと、少しげんなりとしてしまうが、「水」のクリスタルのところに行くまでの我慢である。

　というか、四つあるクリスタルの内、「水」と「火」だけは気軽に見に行けるし、イルムシュタッドでは絶対の存在の一つだから、一目見たいと人が集まるのは当然だろう。

　それに、俺が結界を張ったため、どこにも移す事が出来ないのだから尚更である。

　………………あれ？　という事は、今の状況って俺が原因？

　………………もしそうだったら、知らん振りしておこう。

　そんな事を考えている間も、列は進んでいく。

　神殿の入り口に着くと、柄の悪い男達から何故か入場料を要求された。

　え？　金取るの？

　他の人達は大人しく払っているので、俺達も一応払っておく。

　何やら、どうにもきな臭い感じがする。

　特に、柄の悪い男達は奥さん達、セリアスさん、イルム、ヤトファさんへ、欲に塗れた視線を向けていたので、全部目潰ししてやろうかと本気で考えた。

　そのまま中へと入るが、まだまだ着きそうにない。

　そして、奥さん達と色々話したり、神殿内部の装飾に感嘆したりしていると、漸く辿り着く。

　……ただ、何やら騒がしい。

「そこをどけっ！　邪魔だ！　私の『水』のクリスタルを見せてやっているだけでもありがたいと思え！」

　……私の？

　一体誰がそんな事を言っているのだろうと、そのまま列の流れに沿って進むと見えてきた。

　上等な貴族服を身に纏っている灰色髪の青年が、何やら周囲へ喚いている。

　どこか人を見下したような目つきをしているので、嫌な感じだ。

　その灰色髪の青年の周囲には、入り口に居た柄の悪い男達の仲間と思える風貌の者達が何やら動き回り、「水」のクリスタルを守るように張られている結界をどうにか壊そうとしていた。

　剣で斬りかかったり、鈍器で叩いたり、魔法を放ったりしているようだが、どれも成果を挙げられていない。

　いやまぁ、そんな程度だと、いくらやっても無駄なんだけど。

　神官服を身に纏っている人達も近くに居て、こういう時は仲裁に入るべきなのに、顔を青くするだけで注意をするような事は一切していない。

　………………ん？　ちょっと待って。

　もしかして、入るのに金を取っているのは、この柄の悪い男達という事か？

　……どう見ても、この神殿の関係者には見えない。

　すると、同じ事を疑問に思ったのだろう。

　灰色髪の青年に向けて、声をかける筋骨隆々の男性が居た。

「お前が元締めかっ！　勝手に金を取るなんて、許されると思っているのかっ！」

「あぁん？　何だ貴様？　誰だ？　というか、誰に向かって口を開いているのか、わかっているのか！」

「誰だっつうんだ！」

　筋骨隆々の男性が指を鳴らしながら、ゆっくりと灰色髪の青年の集団へと近付いていく。

　争いが起こりそうな事を察知してか、周囲に居る人達がその場から離れていった。

　だが、灰色髪の青年は、勝利を確信しているかのような嫌な笑みを浮かべ、懐から何かを取り出して、見せつけるように掲げる。

　それは、半円形の物で、何やら紋章が描かれているように見えた。

「これを見ろっ！　これは約一年前、大魔王によって滅ぼされたルルテア王国の王家、グアッドクア王家の証だっ！　これは、ここの神官達にも認められている！　そうだよな？」

『……は、はい』

　灰色髪の青年の言葉に、神官服を身に纏っている人達が、ちょっと不本意ながら頷く。

　ただ、これでわかっただろうと、灰色髪の青年は口角を上げる。

「これでわかっただろう！　つまり、『水』のクリスタルを守護する者の証でもある！　大魔王が襲いかかってきた時、半分に欠けてしまったが、間違いなく本物だっ！　何故なら、私の名は『クードロ・グアッドクア』。その王家の生き残りなのだからな！」

　……本物なの、それ？

　そう思うのだが、オムロレルさんからも、こういうのが居ると聞いていたような覚えがある。

　周囲の人達は驚きで言葉を失っていた。

　セリアスさん、イルム、ヤトファさんへ尋ねるように視線を向けるが、断言出来ないと首を振られる。

「だからこそ、『水』のクリスタルの所有権は、この私にある！　なら、それをどう使おうが私の勝手だろう！　それに、こうしてここに居て、神殿の者達が何も言ってこないのだ！　私の身元の整合性は、それで充分だとわかったなら邪魔をするな！　叩き潰すぞ！」

　……王家の者という割には、何やら柄が悪いというか、それらしく見えない。

　だが、その周囲に居る者達が、手に持つ武器の先を筋骨隆々の男性へと向ける。

　筋骨隆々の男性は押し黙り、悔しそうに顔を伏せて列へと戻った。

　それで満足したのか、灰色髪の青年──確か、クードロは、嫌な笑みを浮かべて周囲に居る者達へ檄げきを飛ばす。

「作業に戻れ！　さっさと、この邪魔な結界を破壊しろっ！　この愚図共がっ！　……たかが結界にいつまで時間を取るつもりだ。依頼を出した奴等も一体何をしている……」

　クードロが何かを呟きつつ、再び結界の破壊作業へと戻る集団。

　それを眺めつつ、俺達は列の流れるままにこの場を後にする。

　どうにも、あの場で動くのは面倒臭い事になりそうだと判断して。

　奥さん達もそれを理解していたのか、あの場では何も言わず、神殿の外に出て一息吐いてから言葉を発する。

「……何やら面倒そうな者が居たな」

「ごめんなさいね、ヤトファさん。直ぐに呪いを解かないで」

「いいえ、あのような状況であるならば仕方ないと思います」

　サローナが嫌そうな表情を浮かべ、ナミニッサがヤトファさんを気遣う。

　ヤトファさんは気にしないで下さいと笑みを浮かべるが、さすがにこのままという訳にはいかないので、どうにかしないといけない。

　なので、確認するために、セリアスさんに尋ねた。

「あの、クードロという奴が持っていた王家の証というのは、本物なんですか？」

「神殿の者達が認めたというのなら、恐らく本物なのでしょう。確かに、クリスタルを守護する王家の方々には、それを示す証があります。それに、グアッドクアというのは、『水』のクリスタルを守護していた王家の名で間違いはありません」

「そっか」

　という事は、やっぱり証は本物で、王家の者という事で間違いはないという事か。

　個人的には好きになれない人物だけど、あの場に行って結界を越えないと、ヤトファさんの呪いを解けないのは事実である。

　けれど、それをすんなりとやらせてくれるようには見えなかった。

　さてどうしたものかと考えていると、セリアスさんが何かを思い出すように呟く。

「……ただ、なのですが」

「ん？」

「私の記憶に間違いがなければ、グアッドクア王家に、あれぐらいの年齢の男性は居なかったはずです」

　その言葉に、全員の注目が集まる。

「それは確かですか？」

「……私の記憶違いという可能性もありますし、確証はありません。ですが、もし私の記憶が正しいのなら、男性ではなく女性だったはずです」

　おっとこれは、もしかして偽者という可能性が出てきたのか。

　確かに、王家の者という割にはそれらしい態度ではなかったし、周りに居た者達も騎士や兵士には見えない。

　なら、王家の証はどうなんだろうと思うのだが、大魔王はクリスタルのある場所で相当暴れていたようだし、そのどこかで拾ったという可能性もある。

　………………。

　ただ、これには証拠が無い。

　あのクードロというのが偽者であると、証明出来ないのだ。

　せめて、誰かに確認出来れば良いんだけど。

　手詰まり感に困っていると、セリアスさんがそうだと手を打つ。

「ワズ様、時間はかかりますが、一度ガーリスの王都へと戻りませんか？」

「え？　どうして？」

「オムロレル王であれば、各王家との親交もありましたし、あのような者が居たかどうか確認が取れると思うのです」

「なるほど」

　………………うん。いけるな。

　それに、時間に関しては「転移」を使えば良いので問題無いし、いざという時は、オムロレルさんと一緒に戻ればいけるだろう。

　奥さん達、イルム、ヤトファさんも、それが出来るならそうした方が良いと頷いている。

　………………あれ？　というか、そもそもイルムが神の威光で押し切れば良くない？

　そう思ってイルムを見ていると、ゆっくりと頭を下げられた。

「すみません。今の私は只のメイドですので」

　どっかの執事みたいな事を言われた。

　やっぱ、兄妹だわ。

　なら、早速「転移」で大国ガーリスの王都へと向かおうとした時、どこからか発せられた悲鳴が耳に届いた。
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「……今、悲鳴が聞こえた？」

　そう言って周囲を見渡すが、特にそういった事が起きている様子は見えない。

　あれ？　俺の勘違いかな？

「……悲鳴ですか？　私は特に聞こえませんでしたが……」

　ナミニッサがそう言って、奥さん達、セリアスさん、イルム、ヤトファさんへと視線を向けて確認するが、誰も聞こえていないと首を傾げた。

　やっぱり俺の勘違いかと思った瞬間、再度耳に届く。

「また聞こえた！」

　もう一度周囲を見渡すけれど、やはり見えない。

　奥さん達に視線を向けるが、聞こえていないと首を振る。

　となると、俺にだけしか聞こえていないという事は、ここではない何ど処こかの可能性がある。

　どうにもその事を気にしていると、奥さん達が笑みを浮かべた。

「気になるのだろう？」

「行って下さい。私達は飛空艇に戻っていますから」

「場所がどこか特定出来ていない以上、共に動けば邪魔でしかない」

「今回は主様に任せよう。気を晴らしてくるが良い」

　サローナ、タタ、ナレリナ、ファファルが、俺を送り出そうと言ってくる。

　見れば他の奥さん達も問題無いと頷いていた。

　その心遣いに感謝して飛び出そうとしたのだが、待ったがかかる。

「メアルと共に行って下さい〜」

「……迷子対策」

「ここは広いからな。私と違って夫殿は鼻が利かないし」

「お兄ちゃんは、前も迷っていたしね」

「予防策よ、ワズ」

　キャシー、ハオスイ、マオ、カガネ、アリアがそう言う。

　それはアレかな？　大国ガーリスで行ったデパートでの話を持ち出しているのかな？

　そんな昔の事を………………でも、その気遣いを無駄にする訳にはいかないよね、うん。

「それじゃ、行こうか、メアル」

「うん〜！」

　メアルを頭の上に乗せて、俺は飛び出す。

　ただ、飛び出しはしたけど、悲鳴が聞こえた方角くらいしかわからないので、まずはそちらの方へと進んでみるが、街道は人が多く速度を上げられないため、屋根伝いに移動を開始した。

　今度は注意しているので、せめてもう一度聞く事が出来ればわかると思うんだけど。

　そう思うのだが、悲鳴は上がらない。

　だが、その代わりという訳ではないが、争う音が耳に届く。

「あそこか？」

　その場所は、大通りから外れに外れた、余り人が寄り付かないようなところだった。

　近くまで行くと、複数の男女が言い争っている声が聞こえる。

「いい加減、大人しくしろっ！」

「こちらとしては、無駄な傷を付ける訳にはいかないんだ！　丁重に連れてこいと言われているからなっ！」

「だが、それはそっちの女だけだ。テメェは違うがな」

「それが、あの者の指示ですか？　許容出来ませんね」

「無理はしないで下さい、ルシエル。いざという時は私を置いて逃げて下さい」

「それは出来ません、ラヴィ」

　屋根の上から様子を確認してみると、袋小路に武装した男性が三人と、女性二人が居た。

　女性二人は男性三人に追い詰められていて、女性の一人は双剣を構え、もう一人を庇かばうように立っている。
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「どうするの？」

　メアルの問いに、俺はう〜んと考える。

　………………ふむ。とりあえず、介入するか。

　屋根の上から飛んで、丁度中間地点に下り立った。

「どうも、こんにちは」

『………………』

　無視である。誰も反応してくれない。

　いやいや、挨拶をしたんだから、挨拶を返すのが普通じゃないの？

「こ、こんにちは」

　双剣の女性に庇われている女性が、挨拶を返してくれた。

　この女性、良い人である。

　それだけで、もう女性二人の方に味方したくなった。

　でも、一応確認をしておかないと。

「それで、どちらが悪者？」

　交互に指差しながら尋ねる。

『………………』

　また無視である。

　……もう泣くよ？

「いやいやいやいや、いきなり目の前に現れて、どちらが悪者かだと？」

「何なんだ、こいつは？　馬鹿なのか？」

「どうでも良いんだよ！　邪魔者は消せというお達しだ！　用があるのはそこの女だけ！　それ以外は必要ねぇ！」

「いきなり現れて驚きましたが、私が隙を作るので逃げなさい。この者達は、クードロの手下です」

　……クードロ？　……手下？

　あぁ、あの「水」のクリスタルを自分の物だと言っていた奴か。

　なら、敵だな。

「良し、お前等の方をとりあえず潰す」

　そう言って、俺は男性三人の方を指差す。

　まぁ、そんな事はないと思うが、もし女性二人の方が悪かったという事も考え、念のため警戒はしておこう。

　挨拶を返してくれたし、杞き憂ゆうだと思うけど。

「いやいやいや、何でだよ！」

「だって、そのクードロって奴、何か嫌いだし」

「そこで判断すんのかよ！　……いや、確かに、良い人とは言えないけどさ」

「だよね！　俺もそう思う」

「でもな、俺等の立場だと、素直に従うしかねぇんだよ」

「……でも、良くは思っていないんですよね？　それはあなた達だけですか？」

「「「……いや、他にも思っている奴は居るさ」」」

「……なら、反乱すれば？　だって、人数はそっちの方が多いんだし、そのクードロって奴は強そうに見えなかったし」

「「「………………」」」

　男性三人は、顔を見合わせながら黙ってしまう。

　あっ！　これ、いけるかもしれないと考えているな。

「………………ちょっと、相談しても良いか？」

「どうぞ」

　許可すると、男性三人は話し合いを始めた。

　ちょっと長引きそうだったので、その間に女性二人の方へと視線を向ける。

「それで、そちらはどなた様？　どうして、クードロの手下に襲われていたんですか？」

「……そういうあなたは何者でしょうか？　敵ではなさそうですが、味方とも言えません」

「只の通りすがり……では通用しないでしょうし、どう言えば良いか……」

　う〜んと悩む。

　……男性三人に襲われている女性二人の前に、突然現れる知らない男性。

　……特に撃退するでもなく、言葉を交わすだけ。

　………………。

　………………うん。怪しさ満点だな。

　さてどうしようかと思っていると、背後から声がかけられる。

「……え〜と、ちょっと良いですか？」

「ん？　あぁ、どうするか決めたの？」

　振り向くと、男性三人が恥ずかしそうに頭を搔いていた。

　抜いていた武器は既に鞘へと納められ、戦意は無いように見える。

「はい。とりあえず、俺達三人で決められる事ではないと思うので」

「もって帰って、不満に思っている皆で決めようかと」

「すみません、こんな後回しにするような決断で」

「全然良いよ。うん。気にしないで」

　先程までの雰囲気はどこへやら、かなり丸くなっていた。

　いやまぁ、敵対しないだけ楽である。

「……で、えっと、それじゃ、こちらの女性達は……どうするの？」

「いや、連れていかないです」

「だって、連れていっても喜ぶのはクードロの野郎だけなんで」

「だからもう、興味無いです。好きにして下さい。あっ！　ここで会った事は誰にも言わないので安心して下さい」

「「「それじゃっ！」」」

　揃って手を上げながら別れの挨拶を軽く済ませ、男性三人はこの場を後にする。

　その背中は、何やらやる気に満ち溢れて大きく見えた。

　一体、クードロの事をどれだけ嫌っていたのだろう。

　ただ、そんな男性三人に俺は言葉を投げかける。

「頑張って下さ〜い！　応援してま〜す！」

「「「おうっ！」」」

　俺の言葉に手を振り返しながら、男性三人は消えていった。

　……うん。是非とも頑張って欲しい。

　それで、ついでにクードロを『水』のクリスタルの結界前から居なくしてくれれば、こちらとしては寧ろありがたい。

　頑張って下さいと、心の中で祈っておく。

「………………えぇと、これは、私達は助けられたと解釈して良いのでしょうか？」

「それで良いんじゃないでしょうか？　彼が上手く取りなしてくれたのは間違いないのですし、信じてみても良いのでは？」

「ラヴィがそう言われるのでしたら」

　これでやっと、話が出来るかな。

「……それで、あなた様は、どちら様でしょうか？」

　双剣を構えている方の女性が、訝いぶかしむような視線を俺に向けながら尋ねてきた。

　完全に警戒は解かれていないようだ。

　まぁ、それは仕方ないんだけど、庇われている方の女性は、何やら俺に期待しているかのように、キラキラとした目を向けていた。

　名乗る前に、改めて女性二人の姿を確認する。

　まず、双剣を構えている方の女性は、黒髪を後ろで纏め、顔立ちは整っているけど目尻が上がっているために、少々きつそうに見えた。

　……実際、睨にらまれているし。

　その服装はロングスカートのメイド服なのだが、上半身には鎧よろいを身に着け、後ろ腰に交差するように双剣を仕舞う鞘があった。

　そして、庇われている女性の方は、水色の長髪に、どこか愛くるしさを感じる顔立ちで、仕立ての良さそうなドレスの上にローブを羽織っている。

　こちらの女性は杖つえを持っているので、魔法を使うのだろう。

　……ただ、一番注目すべきはというか、人の視線をそこに集めてしまうというか、そう思える程に胸が大きい。

　多分、俺の奥さん達の誰よりも……。

　と、そうじゃなくて、まずは俺から名乗らないと。

「えぇと、俺はワズと言います。………………一応、冒険者……かな」

　名乗ってはみたものの、正直自信が無い。

　冒険者として動いた覚えは余り無いし、冒険者ギルドにだってここのところ行っていない……あっ！　そろそろ更新ぐらいしておかないといけないし、何らかのクエストを受けておかないと。

　それに、「完全神格化」があるけど神と名乗る気は無いので、冒険者という事にしておこう。

　まぁ、もしこの場にフロイドが居たら、過剰な紹介をしそうだけど。

「……怪しいですね」

　双剣を構える女性がそう言う。

　ですよね！　俺も言っていて、そう思う。

　けれど、庇われている女性の方は違った。

　頰を軽く膨らませて、双剣を構える女性を、めっ！　と叱しつ咤たする。

「駄目よ、ルシエル。助けてくれた人が名乗ったのだから、私達もきちんと名乗らないと」

「……かしこまりました」

　そう言って、双剣を構える女性が溜息を吐いた。

　何やら気苦労しているんだなと感じる。

　そして、双剣を鞘に仕舞い、ゆっくりと一礼した。

「失礼致しました。私の名前は、ルシエル。見てわかる通り、メイドをしております」

　うん。それは見ればわかる。

　そのままその女性──ルシエルさんは半身をずらして、もう一人の女性の姿を俺に見せた。

「そして、こちらが」

「ラヴィリン・グアッドクアです。宜しくお願いします。ワズ様」

「……」

「……」

　………………えっと。

「……ラヴィ。今、その名を出すのは愚策です」

「え？　そうなの？　でも、助けてくれた人に噓を吐くのはちょっと」

「そうではなく、この場合は、愛称だけでも良かったのです」

「………………あぁ！」

「「今気付いた！」」

　ルシエルさんと同じ事を言ってしまう。

　何というか、もう一人の女性──ラヴィリンさんは、どこか抜けているのかもしれない。

　そう思っていると、ルシエルさんと目が合う。

　………………。

「……わかって頂けましたか？」

「……そうですね……自分もちょっと、困った執事が居るので気持ちはわかります」

「……そちらも苦労しているのですね」

「「………………はぁ」」

　ルシエルさんと共に溜息を吐く。

　ラヴィリンさんは、そんな俺とルシエルさんを見て、オロオロしていた。

　……フロイド、元気でやっているかなぁ。

　ちゃんと、ティアンと仲良くやっているだろうか？

　………………って、そうじゃなくて。

「えっと、グアッドクアって、確かこの国の王家ですよね？　しかも、『水』のクリスタルのところに居るクードロの関係者ですか？」

「それは違いますっ！」

　俺がクードロの関係者かと尋ねると、ラヴィリンさんが力強く反対した。

　え？　違うの？　だって、同じ名字じゃないですか。

　どういう事かと思っていると、ルシエルさんが口を挟む。

「あの者は、現在確かにそう名乗っていますが、本来の名字は違います。正しくは、『クードロ・ウォルタ』。グアッドクア王家の名を勝手に語る賊です」

　そして、ルシエルさんが簡単に教えてくれた。

　グアッドクア王家、本来の最後の生き残りは、目の前に居るラヴィリンさんがそうであると。

　ルシエルさんは、そのラヴィリンさん付きのメイドだそうだ。

　という事は、クードロの方は偽者なのかというと、一概にそうとも言えないらしい。

　ウォルタ家というのは一応王家の遠縁に当たるそうで、それがどうして王家の名を語っているかというと、ラヴィリンさん以外の王家の者は、全て大魔王によって殺された事が一因である。

　ラヴィリンさんには戦う力が無く、戦いに参加出来なかったそうだが、グアッドクア王家は大魔王から「水」のクリスタルを取り返すために挑み、敗れ、その命を散らした。

　そして、ティアンも水の都ガルドレーンから居なくなり、大魔王も敗れた事を知ったクードロが、自らは生き残りの王族であると宣言し、「水」のクリスタルは自分の物であると主張し出したので、その事を知ったラヴィリンさんは、クードロを戒いましめるために接触したのだが、逆に反撃に受け、ルシエルさんの奮闘によってその場から逃げる事は出来た。

　けれど、ラヴィリンさんが持っていた王家の証は戦闘の最中に半分に割れ、その片方をクードロが手に入れた事で、更に王家の生き残りであるという話を助ける形になってしまう。

　実際にラヴィリンさんから割れた王家の証を見せて貰ったが、正直言って本物かどうかなんてわからないので、適当にへぇ〜と頷いておく。

　それでも、このままではいけないと、ラヴィリンさんとルシエルさんは水の都ガルドレーンまで来たのだが、正体がばれ、先程の状況に追い込まれていたという訳である。

　クードロの狙いは、その割れた王家の証のもう片方と、ラヴィリンさんの身柄を手中に収め、無理矢理婚姻を結んで本当に王家の者になろうとしているというのが、ルシエルさんの見解だった。

　まぁ、俺もそう思う。

　というか、俺にそこまで話しても良いのか？　と尋ねると、最初に男性三人をクードロの手下であると言った事で、俺の反応を見ていたそうだ。

　俺がどう答えるかによって、敵か味方かを判別するつもりだったようである。

　誰が敵か味方かわからない状況なら、それも仕方ないので気にしていないが。

「……というか、様付けした方が良いですか？」

「ラヴィで構いませんよ〜」

　ラヴィリンさん──ラヴィが、ニコニコと笑みを浮かべながらそう言うので、その言葉に甘える事にした。

　ルシエルさんは、好きなように呼んで下さいと諦めている。

　そこで一旦話を終え、俺はメアルに尋ねた。

「……メアルはどう思う？」

「わかんない。でも、噓吐いているように見えない」

　そっかぁ〜。

　確かに噓を吐いているようには見えないし、そもそも俺に噓を吐く理由が思い当たらない。

　そう思っていると、ラヴィが目を輝かせながら、メアルへと視線を向ける。

「可愛らしい龍ですね！　ちょっと抱いてみても良いですか？」

「それはちょっと……」

「止めて下さい、ラヴィ」

　俺とルシエルさんから止められて、ラヴィが落ち込む。

　メアルは俺の奥さんなので、たとえ女性でもそう簡単には抱かせません。

　落ち込むラヴィに尋ねるのもどうかとは思うのだが、最後に確認したい事を聞く。

「すみません、あと一つ聞いても良いですか？」

「……何でしょうか？」

「クードロを排除して、『水』のクリスタルを手に入れたらどうしますか？　やっぱり、同じように王家の物であると主張しますか？」

　この返答によっては、俺が協力するかしないかを決めさせて貰うつもりで尋ねた。

　すると、ラヴィは先程までの落ち込みはどこへやら、背筋を伸ばし、真面目な表情を浮かべて真摯に俺を見る。

「いいえ、致しません。クリスタルは、この世界にとって必要不可欠なモノであるのですから、誰か個人が独占して良いモノではありません。それは、各王家もまた同様であり、私達王家は、クリスタルを悪用しようとする者から守る、剣であり、盾であれと教え育てられています。だからこそ、私達は守護王家なのです。いくら遠縁であるとはいえ、クードロ・ウォルタの行いは、その教えに反しています。今は何故か手出しが出来ていないようですが、必ず止めなければいけません。クードロ・ウォルタの行いを止めた後は、大国ガーリスに赴き、助力を乞うつもりです」

　そう言うラヴィの雰囲気は、正に王族である事を証明するようなものだった。

　けれど、言い終わると同時に、へにゃっと相好を崩し、柔らかい雰囲気へと変わる。

　ルシエルさんは、さすが私の主と頭を下げていた。

　でも、そういう事なら、俺は協力出来るかもしれない。

　ただまぁ、ラヴィとルシエルさんの言葉を信じないという訳ではないが、念のために確認しておいた方が良いかもと考える。

　先程ラヴィも言っていたし、どうせなら、オムロレルさんのところに連れていくか。

　その方が、話が早そうだし。

「わかりました。それなら、色々と協力出来ると思います」

「……色々と協力ですか？　一体どのような？」

　ルシエルさんからそう尋ねられるが、俺は笑みを浮かべるだけだった。

　まずは奥さん達にもこの事を伝えないといけないし、セリアスさんなら、ラヴィが本当に王家の者であるかわかるかもしれないし。

「それに関しては、別の場所でお願い出来ませんか？」

「別の場所ですか？」

「はい。飛空艇の発着場に仲間が居ますので、まずは皆と相談してからで」

「わかりました。お供します」

「ラヴィ！」

　ラヴィが即決した事で、ルシエルさんが諫いさめるように声をかける。

　けれど、ラヴィは意思が固い事を示すように、その目は真っ直ぐに俺を見ていた。

「私は、彼……ワズ様を信じる事にしました」

「……わかりました。ですが、彼の真偽が定かになるまで、私は警戒しておきますので、そのつもりで」

「もちろん。それが普通ですよね」

「「……はぁ」」

　もちろん信じてくれるのは嬉しいのだが、さすがにいきなりだったので、俺とルシエルさんは揃って溜息を吐いた。

　ちょっと危なっかしいな、ラヴィは。

　そして俺は、ラヴィとルシエルさんを連れて、飛空艇の発着場へと向かった。
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　飛空艇の発着場まで戻り、奥さん達、セリアスさん、イルム、ヤトファさんに、ラヴィとルシエルさんを紹介して、どういった事情なのかを説明する。

　どうやら、俺が悲鳴を聞いたと教えてから、心配していたようだ。

　ただ、こうして無事な姿を見て、ほっと安堵しているようだが、何故か奥さん達の視線はある一点に注がれている。

『……大きい』

　ラヴィの大きな胸を凝視だ。

　女性同士だから問題無いとは思うのだが、これが男性だったら間違いなく捕まるだろう。

「……やっぱり、大きい方が好きなの？」

　メアルがそう尋ねてくると、奥さん達の視線が俺に注がれる。

　セリアスさんも、どこか反応しているように見えた。

「………………」

　何故か追い詰められているような気がする。

　だからだろうか……思わずポロリと口走ってしまう。

「……いや、俺はどちらかというと足の方が」

『足のケアを！』

　奥さん達が一斉に動き出した。

　待って！　違う違う！　いや、違わないけど、今は違うから！

　先にラヴィとルシエルさんの事を話し合いたいんだけど！

　けれど、奥さん達は本気の目だったので止める事も出来ず、奥さん達が落ち着くまで待つ事になり、奥さん達が一人一人、俺に足を見せつけに来るという時間があったのだが大変至福でした。

「……ワズ様、向こうの二人も待っていますし、そろそろ良いだろうか？」

　いつの間にか隣に立っていたセリアスさんに言われて、俺と奥さん達は漸く我に返る。

　そういえば、連れてきて待たせたままだった。

　ラヴィとルシエルさんは、乗組員の人達が用意したのか、少し離れた場所に用意されていた椅子に座って待っている。

　待たせてしまったようで、申し訳ない。

　奥さん達も、恥ずかしそうな表情を浮かべていた。

　ただ、気になるのは、セリアスさんが、俺に足を見せつけるように立っているという事だろうか？

　……えっと、褒めて欲しいという事で良いのかな？

「スラリとした綺麗な足ですね」

「あ、ありがとうございます」

　そう言うと、セリアスさんが嬉しそうに恥ずかしそうに笑みを浮かべる。

　奥さん達も、良かったですねとセリアスさんに声をかけていた。

　どうやら対応を間違わなかったようで、ほっと安堵する。

　でも、どうしてそんな事をしたのかはわからないけど。

「私もお見せした方が良いでしょうか？」

「……えぇと、私も救われている身ですし、見せた方が良いですか？」

　何故か、イルムとヤトファさんも参加しようとしてきたので、もう大丈夫ですと断っておく。

　そして、皆揃ってラヴィとルシエルさんが居るところへと向かい、今度はこちら側の皆を紹介したあと、セリアスさんに尋ねる。

　ラヴィが本当に王家の生き残りであるかどうかを。

「……厳密には偽者という訳ではないようですが、王家の名を語るのは重罪であるのは間違いありません。……ただ、失礼かもしれませんが、ラヴィ様がグアッドクア王家の生き残りという証明もまだ出来ていませんので、このまま鵜う吞のみにする訳には……」

　セリアスさんは、騎士という立場からそう言っているのだろう。

　ただ、信じたいという気持ちは感じられた。

　ラヴィもその事はわかっているのか、申し訳なさそうな表情を浮かべている。

　けれど、ルシエルさんの方は、セリアスさんに期待しているような目を向けていた。

「失礼致します。その事に関しては、そちらの騎士の方にご助力頂ければ問題は解決するかと」

「私ですか？」

「はい。見たところ、あなた様は大国ガーリスの騎士。そして、そちらにあるのは飛空艇です。私達を大国ガーリスまで連れていって貰い、オムロレル王に会わせて頂ければ、ラヴィの身元は証明されます。各クリスタルを守護する王家とは付き合いがありますので」

「確かに。オムロレル王様であれば、ラヴィ様の身元を証明する事が出来ます。ですが、会いたいと言われて、お会い出来る立場の方ではありませんし、そもそも、移動にそれなりの日数を要します。その間、クードロの横暴を黙認するのですか？」

「それは……」

　セリアスさんの言葉に、ルシエルさんも言葉が詰まる。

　ラヴィもその事が懸念なのか、どうすれば良いのか悩んでいた。

「事情はわかりました。どうにか出来ませんか？　ワズ様」

　奥さん達も気にかかるのか、ナミニッサが代表して尋ねてくる。

「ん？　どうにか出来るけど」

　尋ねられたのでそう答えると、セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさんが一気に詰め寄ってきた。

「「「どうにか出来るのですか！」」」

「は、はい。出来ますよ。飛空艇だと時間がかかるというのなら、移動魔法で行って帰ってくれば良いだけなので」

「「「移動魔法！　そんな事が出来るのですか！」」」

「は、はい」

　いやいや、セリアスさんは、大魔王戦の時に知ったと思うんですけど？

　ただ、これで話は簡単になったので、俺が移動魔法を使い、セリアスさんと共にラヴィとルシエルさんを連れて、オムロレルさんに会いに行く事になった。








第十一章　水の都ガルドレーンでの戦い
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　セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさんを連れて、「完全神格化」状態へと変わった俺は、移動魔法の「転移」を使って大国ガーリスへと戻る。

　突然目の前に現れるのもどうかと思うので、城の近くにしておいた。

　行って確認するだけなので、奥さん達、イルム、ヤトファさんは、乗組員達と共に食糧などの必要な物資を買いに行っておくと、水の都ガルドレーンに残っている。

　ただ、念のためという訳でもないが、もし何か起こった時は好きなように動いてくれても構わないと言っておいたので、きっと大丈夫だろう。

　ただ、移動魔法を使用して直接王都内に向かった事で、思わぬ来客が現れた。

「魔力の怪しい揺らぎを感知した！　まさか、王都を覆う結界を越えてくる輩が居るとはな！　だが、残念だったな！　王都には、王都守護騎士団・団長である、このルマルフが居るのだ！　さぁ、神妙にお縄に申し訳ございませんでした！」

　ルマルフがルシエルさんの姿を視界に捉えると、腰を直角に曲げて即座に謝った。

　突然謝られたルシエルさんは、困惑の表情を浮かべている。

「えぇと……」

「まぁ、ルシエル。この方と知り合いなの？」

「いいえ、ラヴィ。初対面です」

「……でも、随分と怖がっていますよ？　震えてもいますし……何かやったの？」

「記憶にございません。そもそもお会いした事がございませんので、やりようがないのですが」

「なら、私はルシエルを信じます」

「ありがとうございます」

「という事なのですが、これはどういう事なのでしょうか？」

　そう言って、ラヴィとルシエルさんが窺うように俺を見てくる。

　おっと。ルマルフの突然の行動に驚いてしまった。

　なので、俺はルマルフを連れて少し離れ、ラヴィとルシエルさんの方はセリアスさんに任せる。

「おい、ルマルフ。黒髪の女性に関しては、ティフィさんで慣れたんじゃなかったのか？」

「いや、ティフィさんは大丈夫になりましたが、他の黒髪の女性に出会うと、まだ体が委縮するというか、先程のような行動に自然となってしまうのです」

「……まだまだ時間がかかりそうだな」

「気長にやっていきます」

　ルマルフと共に溜息を吐く。

　セリアスさんの方へと視線を向ければ、申し訳なさそうな表情を浮かべて、ラヴィとルシエルさんに説明を行っていた。

「えぇと、あの方はこの王都の守護を任されている騎士団の団長で、私の直属の上司でもあるルマルフ様です」

「その団長様が、どうしてルシエルに過敏に反応していたのでしょうか？」

「あぁ……ちょっと過去に色々ありまして、偶たまに情緒不安定になると言いますか……黒髪の女性に対して過敏に反応してしまうと言いますか……。ですが、ルシエル様のせいという訳では決してないので、お気になさらず。時間が経てば落ち着きますから」

「「……は、はぁ」」

　……まだまだ時間はかかりそうだけど、いつか乗り越えてくれたらなと思う。

　そして、ルマルフが落ち着いた頃、不思議そうに尋ねられた。

「……あれ？　というか、どうしてここにワズが居るのだ？　それにセリアスまで……それで、そちらの二人はどちら様？」

　遅い！　気付くのが遅いよ！

　最初に、そういう対応をして欲しかった。

　でも、とりあえず話が出来る状態に戻ってくれたという事で、俺はルマルフに二人の事を簡単に説明して、オムロレルさんに今直ぐ会いたい事を伝える。

「……なるほど。わかった。では、こちらへ」

　ルマルフの案内で城へと向かい、そのまま城内を進んでいく。

　さすが王都守護騎士団の団長というべきか、オムロレルさんの居場所を把握しているようだ。

　そのままオムロレルさんの私室と思われる部屋の扉を開け、ルマルフが大きな声を上げる。

「オムロレル様は居られるか？　緊急の案件であるっ！」

「………………えぇと、ここはメイドの休憩室ですけど……どうしたんですか？　ルマルフ様。オムロレル王様でしたら、本日は執務室に居ますけど……以前のように、メイドと話をしに来たのではないのですか？　前にも言いましたけど、あんまり仕事中に抜け出すのは駄目ですからね？」

『………………』

　全員が沈黙する。

　というか、俺達の前にルマルフが居るから室内はよく見えないけど、中に居ると思われるメイドさんが、そう言う声が聞こえた。

　……そっかぁ〜……前は来ていたのかぁ……。

　急いでいたから、ついつい足が向いたのかな？

　でもこれは、致命的なミスである。

「……なるほど……以前から姿を見かけない時がありましたが、こういう事だったのですか？」

　セリアスさんから、底冷えするような声が発せられる。

　当事者でもないのに、ビクッと体が跳ねそうになった。

　だが、当事者であるルマルフは本当に体を跳ねさせ、ゆっくりと振り返る。

「……えっと、ほら？　……何て言えば良いのかな？　ちょっと結婚に焦っていた時期がありまして……」

　そうだね。ルマルフは独り身だから、そういうのが必要だよね？

　わかる。わかるよ。

　でもそれは、仕事が終わってからするべきだったね……。

　いや、気持ちはわかるよ。うん。気持ちはね………………うん？　あれ？　確か……。

「……ルマルフって、最初はシロを狙っていなかったっけ？　それで闇女神さんがボコボコにしたような覚えが」

「それ以上は言わないで下さい！　というか、私は元々、男でも女でも大丈夫です。ただ、今はこうして定職に就き、今後の事を考えた時、ふと愛する者との子供が欲しいと思いまして」

　ルマルフが拳を握り、力強く宣言する。

　室内に居るメイドさんは、そんなルマルフに対して拍手を送っていた。

　何か良い話風な雰囲気が流れている。

「そういう思いは立派だと思いますけど、でも、仕事中にする事ではないと思うのですが？」

　ニッコリと怖い笑みを浮かべながら、セリアスさんがジリジリとルマルフに近寄っていく。

　きっとアレだな。

　王都を守るという大切な仕事なのだから、真面目にしなさいという事なのだろう。

　ルマルフが助けを求めるようにチラチラと俺へ視線を向けてくるが、残念ながら今回は、セリアスさんの言う事の方が正しいと思うので、諦めろと首を振る。

　すると、セリアスさんに追い詰められたルマルフが、思いもしない事を口走った。

「ま、待ってくれ！　確かに仕事中だったのは悪かったと思う！　け、けど、私だけじゃないから！　ディソールの仲間達で独り身の者達も一緒だったから！」

　セリアスさんが、ルマルフを逃がさないように、ガシッ！　と力強く肩を摑み、そのままゆっくりと俺の方を向いた。

「すみません。ルマルフ様と、ちょっと談笑をしたいと思いますので、先にオムロレル王様のところへ行って貰っても良いですか？　道順はわかりますね？」

「………………はい」

　絶対、談笑じゃ済まないと思う。

　それに、わからないと言える空気でもない。

　ルマルフが見捨てないでと手を伸ばしてくるが、俺はその手を取る事が出来なかった。

　涙を堪こらえながら、ゆっくりと扉を閉めていく。

　……大丈夫……大丈夫だよ、ルマルフ。

　きっと、直ぐに仲間が呼ば……増えると思うからさ……。

「えぇと……」「……」

「さっ、行こうか」

　ラヴィはどうすれば良いのかわからずオロオロして、ルシエルさんは我関せずと佇たたずんでいた。

　そんな二人を連れて、俺は涙を拭いて歩を進める。

　兵士さん達に道順を聞きながら、オムロレルさんの執務室へと向かった。
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　オムロレルさんの執務室に着いた俺はノックをして返事を貰い、ラヴィ、ルシエルさんと共に中へと入る。

　部屋の中にはオムロレルさんの他に、オレリアさんとディソールが居て、早い再会を喜んでくれたのだが、こちらの事情を伝えると、まずは変装とか、そういうのではないかどうか、本人であるかを調べる検査が始まった。

　執事さんが来て、何か箱型の魔導具を持ち運び、ラヴィとルシエルさんをピカピカと光らせる。

　どうやら、これで変装とかをしていた場合、それが解けるのだと教えてくれた。

　そして、他にも色々やっていたが、一通りの検査が終わり、本人であると証明されると、オムロレルさんが真剣な表情を浮かべて、ラヴィへと視線を向ける。

　その視線を受けて、ラヴィとルシエルさんが、オムロレルさんに対して跪ひざまずく。

「ラヴィリン・グアッドクアよ。父君と母君の事は残念ではあるが、よくぞ生き残ってくれたと、今は喜んでおこう。もし望むのであれば、葬儀の方はこちらで手配しておくが？」

「ありがとうございます、オムロレル王。その言葉を受けたく思いますが、今は早急に片付けなければならない問題があるため、全てはそのあとであると考えております」

「ふむ。……先程名が出た、クードロ・ウォルタの件か？」

「はい。王家の名を語るだけではなく、『水』のクリスタルを我が物にしようとしている危険な者です。かの者を処罰しない限り、父も母も安らかに眠る事は出来ないでしょう。それは私も同じです。どうか、『水』のクリスタルを守るため、兵をお貸し願えないでしょうか？」

　ラヴィが懇願するように言う。

　その言葉を受けて、オムロレルさんは少しの間思案した後、黙って俺に視線を向ける。

　オレリアさんとディソールも俺を見ていた。

　振り返って確認するが、後ろには誰も居ない。

　………………どうして俺を見るの？

「……ワズ様にお聞きしたいのですが？」

「何を？」

「お連れした女性達が、グアッドクア王家、最後の生き残りである、ラヴィリン・グアッドクアと、そのお付きのメイドのルシエルであるという事は、私達が保証致しますが、これからどうされるおつもりですか？」

「え？　そりゃもちろん、ヤトファさんの呪いを解くためには『水』のクリスタルに接触しないといけないから、それを邪魔しそうな奴は排除するつもりだけど？　……あれ？　少しは控えた方が良い？」

　生かして捕まえた方が良いのだろうか？

　まぁ、やる事は変わらないので、別にそれでも良いんだけど。

「いいえ。クードロ・ウォルタがやっている事は全て重罪です。ワズ様のお好きなようになさって下さい。後ろ盾として、大国ガーリスが付きましょう。ですが、創造神イルムシュタッド様も共に居られるのですから、必要無いかもしれませんが」

「いやいや、そんな事ないから。そう言って貰えて助かるのは事実だし」

　何しろ、メイド服姿のイルムを創造神だと言っても、信じて貰えるかどうか怪しいし。

　それだったら、大国ガーリスの名を出した方が、色々と有効な手になりそうである。

　ただ、俺とオムロレルさん達はそれでも良いが、この会話に付いていけない人達が居た。

「えぇと……話が見えないのですが、創造神イルムシュタッド様と共にというのは、一体どういう事でしょう？」

「それに、オムロレル王様から『様』付けされている、あなたは一体何者なのですか？　いくらセリアス様が居たとはいえ、ここまで普通に入って来られた事といい、この国の兵士達も気軽に話しかけていますし、只の冒険者とは思えないのですが？」

　ラヴィとルシエルさんである。

　余程不可解だったのか、俺とオムロレルさんを交互に見て、説明して下さいと目が訴えていた。

　……そういえば、簡単に説明しただけで終わっていたな。

　そう思い出していると、オムロレルさんがラヴィとルシエルさんを安心させるように笑みを浮かべる。

「そうですな。一つ言える事は、ワズ様が関わる以上、誰が相手でも大丈夫という事ですな」

「「……は、はぁ」」

　訳がわからないと、ラヴィとルシエルさんは首を傾げる。

　すると、オレリアさんが優しく諭すように言う。

「ワズ様は、約一年前にイルムシュタッドへと召喚され、各魔王と対峙し、各クリスタルを守り、果ては大魔王を倒した、この世界にとっての救世主様です」

「「………………えっ？」」

　ラヴィとルシエルさんが揃って驚きの表情を浮かべて、俺の方へと視線を向ける。

　ども、救世主です………………とは、自分で言いたくありません。

　頭を搔きながら、小さく会釈した。

「えぇと……つまり、ワズ様が、約一年前に突如として現れたという救世の英雄様なのですか？」

「「「そうそう」」」

　ラヴィの困惑した言葉に、オムロレルさん、オレリアさん、ディソールが揃って頷く。

　というか、待って。

　救世の英雄って何？

　俺って、そんな風に言われているの？

　恥ずかしさで悶えそうになっていると、ルシエルさんが確認するように尋ねてきた。

「……ですが、確か……水の都ガルドレーンで広まっている話だと、魔王を退けて『水』のクリスタルを守ったのは、笑顔の素敵な少年と、執事服の男性であったはずですが？」

　またそれか。

　……まぁ、別に笑顔が素敵ではないし、執事服を着ている訳じゃないし、疑われても仕方ないのはわかっている。うんうん。

　………………。

　………………別に良いんだけどねっ！

　ただまぁ、疑問に思っているようだし、ちゃんと答えておかないと。

「それは俺の仲間の二人で、執事服の方がフロイドで、笑顔の少年がシロの事だよ。あと、もう一人女性を加えて、俺達は四人で召喚されたんだ。『水』のクリスタルの時は、水の都ガルドレーン全体に魔物が居たから、フロイドとシロが駆逐している間に、俺がティアン……魔王と対峙して、そのあと誰も手出し出来ないように、『水』のクリスタルの周辺に結界を張っておいたんだ」

「ワズ様は凄い方だったのですね！」

「……」

　ラヴィは素直に驚き、楽しそうに笑みを浮かべていたのだが、ルシエルさんは俺を訝しむように見てくる。

「……えっと、信じられませんか？」

「いえ、さすがにオムロレル王様達も頷いていますので、疑いようはありません。……ですが、何と言えば良いのか、こう……見た目に反して理不尽な存在だったのですねと」

　ぐはっ！

　地味に何かを食らった気がした。

　すると、ラヴィが不思議そうに首を傾げる。

「えっと、ラヴィも何か聞きたいのかな？」

「はい。ちょっと気になったのですが、水の都ガルドレーンに居た魔王は、ティアンという名前なのですか？」

「そうですよ」

「……でも、言い方に親しみを感じましたけど？」

「あぁ、それは、今はメイドとしてフロイドと共に居るからですね」

「「……え？」」

　ラヴィとルシエルさんが何故か固まるが、俺は口早に伝えていく。

「それを言うなら、先程会ったルマルフはここを襲った魔王でしたし、『火』のクリスタルのところに居た魔王のファファルは今一緒に居るし、『土』のクリスタルのところに居た魔王ズードは、俺が居た世界でのんびりしていますよ」

「「………………は？」」

「けどそれを言うなら、ファファルと創造神イルムシュタッドには、ラヴィとルシエルさんはもう会っていますよ？　水の都ガルドレーンの発着場に居た、赤髪の背の低い子がファファルで、メイド服を着ているのが創造神イルムシュタッド……イルムです」

「「………………」」

　そこまで一気に言ってから気付く。

　ラヴィとルシエルさんが、完全に固まっていた。

　……一体いつから？

　目の前で手を振ってみても、全く反応が無い。

「……う〜ん……一気に情報を与えたせいで、飲み込むのに時間がかかっているのかな？」

　そう判断するのだが、何故かオムロレルさん達は、違う違うと首を振っていた。

　……何が？

　理由はさっぱりわからないが、とりあえず、オレリアさんが様子を見つつ詳しく説明しておきますと言うので、任せる事にした。
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　オレリアさんが、ラヴィとルシエルさんに詳しく説明している間、俺はオムロレルさん、ディソールと話をしながら待つ事にした。

　和気藹々と言葉を交わしている時に、そういえば龍山から送った盗賊達はどうなったのだろうかと思ったので尋ねると、オムロレルさんとディソールの表情が険しいモノへと変わる。

　何でも、捕まえた盗賊団『黒鳥の鉤爪』の頭であるトッドが、その上に存在している盗賊団『永遠の栄光』の手引きで逃亡したそうだ。

　オムロレルさんも即座に似顔絵など、トッドを特定出来る御触れを出して警戒を呼び掛け、多くの兵士達も捜索に向かったのだが、見つける事は出来なかった。

　となると、もし姿を現すのなら、実際に捕まえた俺と奥さん達の前だろう。

　それに『永遠の栄光』の力を借りたというのなら、そっちも絡んできそうだ。

　オムロレルさんとディソールから心配するような言葉をかけられたが、大丈夫と返しておく。

　それと、水の都ガルドレーンで起こっている事を知った事で、オムロレルさんとディソールは、『黒鳥の鉤爪』へ龍素材を手に入れてくるよう依頼したのは、クードロではないかと言う。

　王家の名を出して依頼し、龍素材を使用して結界を打ち破ろうとしていたのではないかと。

　……なるほど。その通りだと思う。

　まぁ、たとえ龍素材を使用しても結界を打ち破るのは無理だけど。

　あの時は確かに急いでいたけど、だからといって、そんな柔やわな結界を張ってはいない。

　そこまで話し終えた時、セリアスさんが戻ってきた。

　………………何故か、手を拭きながら。

　それを不思議に思ったディソールが尋ねる。

「えっと、念入りに手を拭いているが、何かあったのか？　セリアスさん」

「大丈夫です。きちんと教育しておきましたから」

「何を………………いえ、何でもないです」

　ニッコリと微笑むセリアスさんに恐怖を覚えたのか、ディソールが口を噤つぐむ。

　そうだね。そこに触れない方が良い。

　ルマルフなら、きっと生き残っているさ……ディソールの仲間達も……多分。

　すると、ここでラヴィとルシエルさんが戻ってきたのだが、二人に説明を行っていたオレリアさんは、どこか誇らし気なというか、やり切った表情を浮かべていた。

　その結果が、

「ワズ様は、魔王すら従える程、とても凄い人だったのですね」

「ワズ様は、魔王すら恐怖させる程、恐ろしく理不尽な存在でございます」

　という、何やら両極端な返答だった。

　あれ？　同じ事を聞いたんだよね？

　……まぁ、どう捉えるかは人それぞれだし、別に良いけど。

　けれど、オレリアさんから俺の事を教えられたようだし、これで話も出来るようになったので、早速尋ねる。

「それで、どうしますか？」

「どうするとは、何をでしょうか？」

「俺はもう水の都ガルドレーンに戻って、クードロが邪魔するようならぶっ飛ばしますけど、一緒に来ます？　それとも、ここに残っておきます？」

「いいえ、お邪魔でなければ共に行かせて下さい。グアッドクア王家の名を語っている以上、私は結末を見届けたいと思います」

「私も、ラヴィに仕えるメイドとして、不届き者の末路を見たいと思います」

　ラヴィとルシエルさんは、共に来る事を望んだ。

　なら、さっさと行って終わらせるか。

　ラヴィとルシエルさんも、早くクードロの事から解放されたいだろうし、ヤトファさんの呪いも解いてあげたい。

　オムロレルさん達と一時の別れの挨拶を交わし、この場からで構わないと許されたので、俺は「完全神格化」して、セリアスさん、ラヴィ、ルシエルさんと共に、水の都ガルドレーンの飛空艇発着場へと「転移」した。

　すると、奥さん達の中で、サローナ、ナミニッサ、ハオスイ、アリア、ファファルと、少し離れた位置にイルム、ヤトファさんは直ぐに見つけたのだが、他の奥さん達の姿がどこにも見えない。

「おかえり」

「おかえりなさいませ」

「おかえり。ちょっと時間がかかったようだけど、何かあったの？」

　俺の姿を見つけたサローナ、ナミニッサ、アリアが声をかけてくる。

　ちなみに、ハオスイとファファルは、近くにある開けた場所で模擬戦を行っていて、かなり白熱しているため、俺に気付いていない。

　乗組員の人達も、歓声を上げながら模擬戦を見ていた。

「う〜ん、まぁちょっとね。ところで、他の奥さん達は？」

「この場に居ない皆は、都へ買い出しに行っている」

「思っている以上に色々と消費してしまっていまして」

「まぁ、前もって決めていたように、数日間はこの都に滞在して補給する事になると思うわ」

「そっかぁ……」

　まぁ、飛空艇内に詰め込める量にも限界があるだろうし、それは仕方ない。

　となると、やっぱりクードロを先に片付けておくか。

　下手に放置して、奥さん達が絡まれても嫌だし。

「イルム、ヤトファさ〜ん！　これからもう一度、『水』のクリスタルのところに行くよ〜」

　少し声を張り上げて、イルムとヤトファさんを呼ぶ。

　すると、イルムの名を出した途端、ラヴィとルシエルさんがそわそわし出す。

「……えっと、どうしたの？」

「ワズ様！　つまり、あのメイド様が、創造神イルムシュタッド様なのですね！」

「……あぁ、はい」

「それにしても、創造神イルムシュタッド様をメイドとするなど、不敬だと思わないのですか？」

「……いや、イルムが望んでしている事ですし」

「創造神イルムシュタッド様をメイドにするなんて、さすがワズ様ですね！」

「……ど、どうも」

「本当に望んでいるのですか？　神をメイドにするなんて……どんな弱みを握って？」

「……いやいやいやいや、そんなの握っていないから！」

「ですが、どのように創造神イルムシュタッド様とお会いしたのですか？」

「えっと、色々あって、起きたら……だったかな」

「なるほど。では、メイドの主という立場を利用し、夜な夜な創造神イルムシュタッド様の体を弄んだりは？」

「していません！　俺には奥さん達が居るんだから、そんな事する訳ないでしょ！　………………じゃなくて、ちょっと落ち着いて貰っても良いですか！」

「「はい」」

　イルムに会えて興奮しているのかもしれないけど、そんな一度に話しかけられても対応出来ないから。

　落ち着いている間に、イルムとヤトファさんがこちらへと来た。

「どうかされましたか？」

　イルムが不思議そうに尋ねてくるので、ラヴィとルシエルさんがイルムの事を知ったと教えると、優しい笑みを浮かべて二人に向けて一礼した。

「どこまでお知りになったかはわかりませんが、ここに居るのはワズ様に仕える只のメイドですので、どうかそのおつもりで接して下さい」

　さらっと俺に仕えるとか言う辺り、どこかの執事の関係者であると思う。

　ラヴィとルシエルさんは、イルムにいきなり一礼された事でオロオロとしていたのだが、きちんとその言葉を受け止め、わかりましたと頷いた。

「……わかりました。創造神イルムシュタッド様がそう望むのであれば、私から言う事はございません。少しの間だけかもしれませんが、宜しくお願い致します」

「私はラヴィの言葉に従います。宜しくお願い致します」

「はい。宜しくお願い致します。私の事は、気軽にイルムとお呼び下さい」

　それはどうしようかと、再び悩み出すラヴィとルシエルさん。

　……きっと、これが普通の対応なのかもしれない。

　まぁ、俺はフロイドと光女神様達で慣れたけど。

　ラヴィとルシエルさんが悩んでいる間に、俺はヤトファさんに声をかける。

「それじゃ、これから呪いを解くに行くので、一緒に行きましょう」

「はい。宜しくお願いします」

　ヤトファさんが、むんっ！　と拳を握る。

　そんなに張りきらなくても大丈夫ですよ。

　触れるだけなんで。

　ヤトファさんの了承を得たので、次にサローナ、ナミニッサ、アリアへ尋ねる。

「それじゃ、これからヤトファさんの呪いを解きに行くけど、どうする？」

「もちろん、共に行こう」

「ちゃんとクリスタルを見たいし、行くわ」

　サローナとアリアは一緒に来ると言ったのだが、ナミニッサは残りますと首を振った。

「連絡のために誰か残っていないといけませんし、私が残っておきます。元々、ハオスイとファファルの模擬戦を、切りの良いところで止めるつもりで残っていましたから」

「だったら、今止めて皆一緒に行けば良いんじゃない？」

「それも考えましたが、相手側に二人が満足するような敵が居られるのですか？」

「………………」

　うん。居ないね。絶対居ない。

「切りの良いところで止めてあげて下さい」

「はい。任されました」

　そして、俺、サローナ、アリア、イルム、ヤトファさん、ラヴィ、ルシエルさんで、『水』のクリスタルがある神殿へと再度向かう事にした。

　左にサローナ、右にアリア、二人と腕を組みながら都の中を進んでいく。

　両腕を取られているので、咄とつ嗟さの時に動けないかもしれないけど……まぁ大丈夫だろう。

　それに、いざという時は「完全神格化」して、二人共守れば良いだけだし。

　今は、両腕に感じる確かな柔らかさを嚙み締めておこう。

　………………何だろう、ほわほわする。

「……うぅ、恥ずかしい。けど、こういうところでもアピールした方が良いって、タタが言っていたし」

「やっぱり、触ってみると、ちゃんとガッシリしているわね。硬い硬い。ほら、サローナも触ってみたら？」

　アリアが俺の二の腕を触りながら、そんな事をサローナに尋ねる。

　けれど、顔を真っ赤にしているサローナは、何か一杯一杯なのか、耳に届いていないようだ。

「……聞こえてないね」

「……そうね。聞こえていないわ」

　けど、恥ずかしいと言いつつも、俺の腕を解ほどこうとはしない。

　俺と奥さん達だけの時は、このように恥ずかしがらないのだが、知らない人達が周囲に居ると、まだこういう事は恥ずかしいようだ。

　一方、そんな俺達の後ろから付いてきているイルム、ヤトファさん、ラヴィ、ルシエルさんはというと、

「……やはり、イルムシュタッド様をイルムと気軽に呼ぶのは、ちょっと」

「そうですよ。ラヴィの言う通りです」

「私は気にしないのですが。それに、イルムシュタッドだと長いですし、呼びにくいでしょう？」

「ラヴィリン様もルシエル様も大丈夫ですよ。イルム様は、そういう事を気にしていないようです。私も最初は緊張しましたけど、もう気にしなくなりました」

　おぉ、ヤトファさんが擁護している。

　どうやら、イルムと共に居る事で、かなり打ち解けたようだ。

　それでも、ラヴィとルシエルさんは、う〜んと悩んでいる。

　そんなに悩まなくても良いと思うのだが、思い出してみれば、大国ガーリスの人達も次第に慣れたと言っていたし、こういうモノだろう。

　ラヴィとルシエルさんも次第に慣れると思うので、それまで頑張って欲しい。

　けれど、イルムには別の思惑があるようだ。

「それに、こうして他のメイドに出会える時を待っていました……ルシエル様！」

「は、はい！　何でしょうか？　イルムシュタッド様」

「イルムで構いませんよ。……いえ、それもですが、私は大国ガーリスでメイド修行をしていました。ですが、まだそれは終わっていません。私はまだ満足していないのです。ですので、是非とも、メイドの先達であるルシエル様にご教授願いたいと」

「………………えええええぇぇぇぇぇっ！」

　ルシエルさんが驚きの声を上げる。

　俺も驚きだ。

　まさかイルムがそんな事を考えているとは思わなかった。

　しかし、後ろを向いて歩く訳にもいかないというのが悔やまれる。

　会話しか聞こえていないが、惜しい瞬間を見逃したような気がした。

「そ、そんな、畏れ多いです！　イルムシュタッド様！」

「そう言わずに！　メイドマスター・ルシエル！」

「マ、マスター？」

「光栄な事ですよ！　頑張って！　ルシエル！」

「ラ、ラヴィ！」

「凄いです。つまり、イルム様の上司になるんですね」

「ヤ、ヤトファ様！」

　外堀は埋められていた。

「……うぅ、恥ずかしいけど、この腕は解きたくない」

「後ろは白熱しているようね」

「そうだね」

　まぁ、なるようになるだろう。

　そう判断して、先を進んだ。
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　神殿まで来たのだが、周囲が何やら騒がしい。

　よく見ると、神殿の中から多くの人が逃げるように出てきている。

　これは何かあったな。

　誰かに事情を伺いたいと思った時、神殿から飛び出してくる人達の中に、見覚えのある三人を見かける。

　ラヴィとルシエルさんを助けた時に、クードロへ反抗すると言っていた三人だ。

　サローナとアリアの腕を解き、俺はその三人の行く手を遮る。

「ちょっと待った！」

「「「わぁっ！」」」

「わぁっ！」

　俺の登場に驚いた三人が武器を構えたので、こっちも戦闘体勢を取る。

「ちょっと待って！　落ち着いて！　多分、味方だから！」

　落ち着くように促すと、そこで漸く俺と気付いたのか、三人がほっと安堵して構えを解く。

　これで話が出来るけど、未まだ神殿から人が出て来ているので手短に済ませた方が良いだろう。

「何があった？」

　俺の問いに、三人は簡潔に答えてくれる。

　あのあと、三人は自分達と同じようにクードロへの反抗意思がある者達を集め、実際に反抗を起こした。

　どうやら、クードロが王家の名を騙かたっていたという事に加え、元々そこまで人望も無かったらしく、人数的には反抗する方が勝ち、クードロ側に残っていた者達を瞬く間に鎮圧する。

　残るはクードロだけだという時に、問題が起こった。

　追い詰められたクードロが、神殿内に保管されていた本を手に取った途端、異常が発生する。

　三人からの話によると、本から黒い靄もやのようなモノが立ち上り、クードロの体を包むと、神殿内の床からアンデッド系の魔物が次々と現れたそうだ。

　反抗した側は即座に対処したのだが、魔物が現れる速度の方が早く、次第に追い詰められて撤退を余儀なくされた。

　神殿内に残っている人達を助けながら外へと出たところで、丁度俺が声をかけたそうだ。

　そこまで聞いた時、神殿から気持ち悪い魔力の波動というか、黒い波動が一気に広がる。

　かなり広範囲に波動が広がったと思う。

「ワズさん！」「ワズ！」

　サローナとアリアの緊迫した声に反応するように、地面からアンデッド系の魔物が次々と這はい出てきた。

　ゾンビや骸骨が多い気がする。

「サローナ、アリア、イルム、ルシエルさん！」

「任せて！」

「わかったわ！」

「心得ております」

「お任せ下さい」

　俺の声に応えるように、サローナとイルムがヤトファさんを、アリアとルシエルさんがラヴィを守るように周囲を固めた。

　俺も地面から這い出て来るアンデッド系の魔物に対して構えを取る。

　周囲に居た人達も覚悟を決めたのか武器を構えると、神殿内から高笑いを上げながら、黒い靄に体を包まれるクードロが出て来た。

「アーッハッハッハッ！　滅べ滅べ！　世界よ滅べ！」

　常軌を逸しているとしか思えない発言である。

　アレだろうか？

　王家と名乗ってはみたものの、あんまり人も付いてこないし、クリスタルも手に入らないし、ましてや裏切られるしで、もうどうにでもなれと自や棄けになったとか？

　………………。

　いや、さすがにそれはないか。

　それに、どう考えても正常な思考をしている状態には見えない。

　やはり、手に持っている本を中心に立ち上る黒い靄の影響だろうか？

　ただ、余り考え続けている時間は無い。

　アンデッド系の魔物が至るところから次々と現れているのだ。

　この周辺は俺達が居るからまだ大丈夫だけど、他のところはどうなっているのだろう。

　黒い波動は都全体まで届いたようにも見えた。

　他の奥さん達が買い物で都内に出ているから、もしここと同じように異変が起こっているとするならば、察して対処してくれているかもしれない。

　そうである事を祈ろう。

　今やるべきなのは、大元だろう本をどうにかする事である。

　そう判断して、クードロへと一気に迫る。

「はた迷惑な──」

　そんな俺の動きを察してなのか、地面から大量のアンデッドが塊で現れ、そのまま俺を包み込んで空へと舞い上がっていく。

　死臭が凄い！

「これでやれると、思ってんのか！」

　邪魔をするアンデッドの塊を浄化するため、「完全神格化」して聖なる力を体外へと放射する。

　聖なる力を浴びたアンデッドの塊が浄化され、漸く俺の体が自由を取り戻す。

　終わったら風呂と洗濯だな！

　このままアンデッドの塊を浄化しつつ、本を片付けるために動き出そうとした瞬間、今度は手の形を取った黒い靄が俺の体を摑んで拘束する。

　咄嗟に反応出来なかった。

　何故なら、その黒い靄は、ヤトファさんが背負う大剣から立ち上っていたモノだからだ。

　その大剣と本が黒い靄で繫つながっている。

「え？」

　こちらの方を見ていたのか、俺が摑まった黒い靄が自分の背負う大剣から発している事にヤトファさんが気付く。

「な、なんで！　私、何もしていないのに！」

　嫌な予感しかしない。

　このままではいけないと、先程と同じように聖なる力を対外へと放射する。

　だが、黒い靄はそのまま存在していた。

　大国ガーリスの時は、これぐらいで霧散していたのに！

　ならばと、もっと力を込めて放射して、そこで漸く黒い靄は霧散して消える。

　けれど、前とは違い、それで終わらなかった。

　大剣から発している黒い靄は、そのままヤトファさんの体を覆うと、次に繫がっているクードロ側の黒い靄を引っ張るようにして全てを取り込んだ。

　黒い靄から解放されたクードロがそのまま倒れる。

　視線を戻せば、ヤトファさんの表情から感情が消え去り、緑色だった目は赤く変色していた。

　その目が、俺の姿を捉える。

「………………」

　ヤトファさんが大剣を構えて、俺に襲いかかって来た。

　普通であれば問題無く無力化出来るが、ヤトファさんの攻撃速度は思った以上に速く鋭く、中々隙を与えてくれない。

　しかも、確実に俺を殺しに来ていた。
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「ヤトファさん！」

　声をかけるが、反応が無い。

　その声でサローナ、アリア、イルム、ラヴィ、ルシエルさんも、ヤトファさんの異変に気付くが、周囲に現れるアンデッド系の魔物の数に翻弄されていた。

　クードロが倒れたのに、まだまだ現れ続けている。

　となると、残る原因は一つしかない。

「こっちは俺に任せて、誰か本の確認を！」

　俺の言葉にサローナが反応する。

　サローナが風の魔法でアンデッド達を薙ぎ払ってクードロまでの道を作ると、アリアが駆けて本を手に取って確認する。

「……駄目ね。指輪の力があっても読めない」

「見せて下さい！」

　ルシエルさんに守られながら、ラヴィがアリアの下へと行き、本を確認する。

「……条件指定が施されています。特定の種族、もしくは関連する力を宿していないと読めません。この本が死者を扱うというのなら、それに関連する者でないと読む事は不可能です」

　ラヴィが俺にも聞こえるように説明してくれる。

　ヤトファさんの猛攻を遮りながらなので、正直ありがたい。

　しかし、指輪の力でも読めないのは困った。

　これでは、アンデッド系の出現を止める事が出来ない。

　というか、死者に関係する者じゃないと読めないとか、どれだけ厳重なんだよ！

　でも、こっちにはイルムが居る。

「イルムは読めないのか？」

「申し訳ございません。私は「生」に関する存在なので読めません」

「……マジで？」

「イエス、イエス」

　その返答に脱力しそうになって、ヤトファさんの大剣をギリギリで回避する。

　危なかった。

　しかし、イルムが読めないとなると、もう駄目じゃね？

　……創造神って、そんなに自由でもないのかもしれない。

　でも、こうなると誰も読め……いや、待てよ。

　あいつなら読めるかもしれない。

　そう思った俺は瞬間的に「世界間転移」をして、あの本を読めると思われる人物を連れて来た。
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　ワズ達が神殿前でアンデッド系の魔物達を相手に戦いを繰り広げている時、水の都ガルドレーンの至るところで、同じようにアンデッド系の魔物達が次々と現れていく。

　けれど、元々支配されていたところを解放されたという経緯もある事で、水の都ガルドレーンに住む人達は二度とそんな事にはさせないと防衛意識が高かった。

　そのため、警備兵の数が多いという事もあるが、住民達も率先してアンデッド系の魔物達を相手に戦いを繰り広げていく。

　全ては、自分達の都を、「水」のクリスタルを守るために。

　だが、この戦いにおいて最も活躍した者達は他ならぬ異世界から来た、ワズの奥さん達である。







「……何やら、都全体の雰囲気が変わりましたか？」

　飛空艇発着場に居るナミニッサが、異変に敏感に気付く。

「言われてみると、確かに空気が変わったような……」

　ナミニッサの傍そばに居たセリアスも、敏感に反応する。

　それは、模擬戦をしていたハオスイとファファルも同じで、互いに拳を引き、ナミニッサの下へと駆けて来た。

「……何か変」

「どうにもきな臭い雰囲気に変わったな」

「二人共がそう感じるのなら、間違いないでしょうね」

　一体何が？　とナミニッサが思った時、明確な変化が現れる。

　地面から次々とアンデッド系の魔物がその姿を現したのだ。

　普通であれば、まずは最初に驚くだろう。

　実際、飛空艇の乗組員達は、突然の事に驚いている。

　けれど、ナミニッサ、ハオスイは元の世界で多くの魔物を相手取っていた経験があり、ファファルは元々魔王という性質なので、何でもない事のように受け止め、セリアスは大魔王戦を経験しているので、心に余裕があったのだ。

「どうやら、何かが起こっているようですが……恐らく、ワズ様が既に関わっているでしょう」

「……間違いない。だから、私達のやる事は決まっている」

「この都を守れば良いのだろう？」

「その通りです。出来る事をやっていきましょう」

　ファファルの問いに、ナミニッサ、ハオスイ、セリアスが頷く。

　四人の中では、既にワズが関わっている事が確定していた。

　だからこその即断即決。自分達が出来る事をやるだけである。

　この場に居ない他の奥さん達も、同じようにしている事だろうと、ナミニッサは思った。

　そして、一番戦果を上げられる方法を、ナミニッサはハオスイとファファルへと告げる。

「では、これも二人の勝負ですね。どちらがより多くの魔物を屠ほふる事が出来るのでしょうか？」

「……もちろん私」「余だ！」

　バチバチと火花を散らしたハオスイとファファルが、早速行動へと移る。

　もの凄い勢いで、圧倒的な蹂躙を行っていく。

　その光景を見て、乗組員達も何かしなければと行動を開始する。

「はいはい。それでは、私達も行動しましょう。まずは周囲の安全の確保と通達を。ワズ様が関わっている以上、この事態は必ず収束します。それまで頑張りましょう」

「はい」

『了解しました！』

　ナミニッサの指示の下、セリアスと乗組員達も迅速に動き出した。







　買い物に出ていた他の奥さん達も、水の都ガルドレーンに起こった異変に気付いて、行動を開始する。動揺が見られないのは、やはりワズと共に行動し、戦いを経てきた経験によるモノだろう。

　そして、奥さん達による蹂躙という名の巡回が始まる。

「こっちに来ちゃ駄目〜！」

　メアルがファイアブレスでアンデッド系の魔物を次々と燃やし尽くしていく。

　ただ不思議なのは、そのファイアブレスが妙に輝いているだけではなく、燃え広がず、正確にアンデッド系の魔物だけを焼き尽くしているという事だ。

　これが、白龍としての力なのかもしれない。

「ふふふ……あらあら駄目ですよ。ちゃんと順番通りに出てきて下さいね」

　タタは結界魔法を巧みに使い、アンデッド系の魔物が出現しそうになると結界の壁で蓋をして、出現数を大幅に減らして魔物の数を調整していた。

　その事により、戦う場所を広く使えるようになっていて、この都の警備兵や、奥さん達と共に行動していた乗組員達が主導で行っている戦いの援護に重点を置いて動いている。

「全員無茶をするな！　負傷者は向こうに結界で守られた場所があるから、そこで傷を治せ！」

　ナレリナは周囲へ檄を飛ばしつつ、ワズお手製の大剣に炎を纏わせて一気に蹂躙していく。

　その勢いは凄まじく、ハオスイとファファルの蹂躙速度に匹敵していた。

　けれど、元々の性質とでも言うべきか、周囲に危険な場所を見かければ、そちらに向かって即座に駆けつけるという、敵を屠るのではなく、命を守る事を優先している。

「しっかりして下さい〜！　直ぐに治りますから〜！」

　キャシーは、奥さん達の介入によって、アンデッド系の魔物の出現速度よりも殲せん滅めつ速度の方が高くなったため、重傷者の運搬を目的に行動している。

　重傷者を見つければ魔物達を薙ぎ払いながら一直線に向かって回収し、治療場所へ連れて行く。

　元・マーンボンド王国の騎士として、恥じない動きをしていた。

「そこ！　あっちも！　そっちもぉ！　もう居過ぎ！　それに臭い！」

　マオは持ち前の速度を活かして、最前線よりも先行してアンデッド系の魔物を駆逐していく。

　これは人助けを行うと共に、既に出現しているアンデッド系の魔物をある程度減らす事によって、他の者達がこの場に進行しやすくしているのだ。

　ただ、臭いのせいで、マオの顔は非常に険しい。

「いきますよ〜！　『全域回復』！　続けて、『指定範囲浄化』！」

　カガネの魔法によって、周囲に居る負傷者の傷が治り、アンデッド系の魔物の密度が高い場所が浄化される。

　一部を除いて全ての魔法が使えるため、回復と攻撃の両方を担っていた。

　警備兵は戦闘職が多かったため、回復が出来る者は非常に喜ばれる。

　こうして奥さん達は警備兵と乗組員達を率いて、水の都ガルドレーンを右回りに進んだ。

　左回りは、ハオスイとファファルを筆頭に、ナミニッサ、セリアスと乗組員達が回っていた。

　こうして、奥さん達とセリアスは、水の都ガルドレーン全域に現れているアンデッド系の魔物を一掃していく。

　そう遠くない内に、ワズが全てを解決するだろうと信じて。







６






「………………あれ？　何でこんなところに？　というか、ここはどこじゃ？　確か薬草の畑を弄いじっておったはずなのに？」

　俺が「世界間転移」で連れてきた人物は、普段とは違って頭に手拭いを巻き、農作業用らしき服を纏い、手には鍬くわを持ちながらキョロキョロと周囲を確認しているので、ヤトファさんの猛攻をかわしつつ声をかける。

「ニール！　手を貸してくれ！」

「ワズかっ！」

　ニールが俺の姿を捉える。

「というか、ここはどこじゃ？」

「事情はあとだ！　サローナとアリアが居るところに行ってくれ！」

「何やら切羽詰まっておるようだの。……それに、周囲にアンデッド系の魔物か」

　周囲を確認したニールは、顎に手を当てて考えたあと、サローナとアリアが居るところへと向かってくれる。

　これで、アンデッド系の魔物が次々と現れる方は大丈夫だろう。

　あとは、ヤトファさんの方に集中するだけだ。





　ニールがサローナとアリアが居る場所へと向かう。

　確実に格上の存在であるニールの出現に、周囲で戦う警備兵と反乱を起こした者達は、目の前のアンデッド系の魔物を相手取るのに忙しくて気付かなかった。

　それは幸いな事だろう。

　気付けば、間違いなく恐慌状態へと陥っていたに違いない。

　だからこそ、実際に対峙する事になったラヴィはカタカタと震え出し、そんなラヴィを守るために、震えながらもルシエルが前に立つ。

「……い、一体何者ですか？」

「何を言っているのかわからないが、ワシを前にして正気を保つか。中々の傑物のようじゃな」

　ニールの骸骨顔が、笑みを浮かべる。

　けれど、サローナとアリアは、それを冷ややかな目で見ていた。

「格好付けないで下さい。この状況を解決するのが先です」

「そもそも、そんな恰好では締まらないわ」

「……それは仕方ないじゃろう。ワズにいきなり連れて来られたんだからの！」

　農作業用の姿をしたニールが肩を落とす。

　ラヴィとルシエルは、圧倒的な存在感を放つニールを相手に、気軽に声をかけるサローナとアリアへ驚きの表情を向ける。

　サローナとアリアは、小さく笑みを浮かべた。

「大丈夫。私達の味方だから。ワズさんの友達の一人で、私達の世界で最高のネクロマンサーであるニール様です」

「こうして対峙しているからわかると思うけど、その力は本物よ。……まぁ、恰好の事は気にしないで。ワズの友達は変なのが多いだけだから」

「変じゃないから！　ワシ、変じゃないから！　ラグニール達の中では常識人として通っておるから！　寧ろ、外付け常識……みたいな？」

「「それはない」」

　サローナとアリアにバッサリと斬られ、ニールは頽くずおれた。

　その様子を見て、ラヴィとルシエルは大丈夫そうだなと、体に入れていた力を抜く。

「……それで、どうしてワシがここに連れて来られたのかの？」

　ゆっくりと起き上がったニールが、サローナとアリアに尋ねる。

　少し泣いているように見えるのは、きっと気のせいだろう。

　そして、サローナとアリアが、ニールへ簡単な説明を行い、問題の本を渡す。

　本を受け取ったニールは、ペラペラとページをめくって確認した。

「……どうですか？　読めますか？」

「……ふむ。問題は無い。この本……『死者操書』というらしいが、世界が違えど、ネクロマンサーであれば読めるようになっておる。内容は、その名の通り死者を好きなように操れるという感じじゃ。ワシが言うのも何だが、死者を冒ぼう瀆とくしておるのぅ。そこで気を失っておるのが元々の使い手か？」

　ニールがクードロを指差して確認するが、サローナとアリアは首を振る。

「いえ、確かに持っていたのはそこの男ですが、どうにも感じが違うと言いますか」

「最初は黒い靄のようなモノが取り付いていたのよ。その本から発生するように。でも今その黒い靄は、全部あっちに」

　アリアが指し示したのは、ワズに襲いかかっているヤトファだ。

　ニールがその姿を確認する。

「……黒い靄のようなモノが何かはわからんが、今はそういう異物のようなモノを本からは感じん。恐らく書の力が発動したのは、それが原因で間違いなさそうじゃが、ただ、現在現れ続けている魔物達に関しては、この書の力が暴走している可能性がある」

「……止められる？」

「………………ふむ」

　ニールが顎に手を当て、「死者操書」の内容を確認しつつ黙考する。

　そして、僅かばかりの時間が経つと、ニールが口を開く。

「造作もないが……」

　そこで言葉を区切り、ニールはワズへと声をかける。

　何やら目が輝いているように見えるのは、きっと気のせいではないだろう。

「ただし、条件があ〜る！」






　こっちはヤトファさんをどうにか無力化するので忙しいのに、ニールが何やら声をかけてきた。

　ヤトファさんの大剣をかわしつつ、返答する。

「条件って何だ！　条件って！　俺達友達だろ！　無償でお願いします！」

「断る！　そもそも、いきなりこんなところに連れられてきたワシの心情を考慮してくれても良いのではないか？」

　ぐっ！　それを言われると……。

「条件って何だ！」

「え？　聞いてくれるのか？」

「そっちから言った事だろ！」

　というか、ヤトファさんの勢いが増しているから、早く言って欲しいんだけど！

「ならワシの条件は一つ………………ワシもハーレムを連れて、こっちの世界で旅行して良い？」

　思わずずっこけそうになる。

　その隙を突くように、ヤトファさんが大剣を振るってきたので、両手で挟んで受け止めた。

　……思った以上に力も強い。

　気を抜くと、そのまま押し込まれそうだ。

　何とかこの状態を維持しつつ、ニールへ声をかける。

「この世界での事は、イルムに聞いてくれ！」

　とりあえず、この世界を歩かせるかもしれないのだし、イルムに丸投げしよう。

「イルム？」

　ニールが誰？　と首を傾げているような気がする。

　サローナとアリアが説明する前に、イルムが答えた。

「私の主はワズ様ですので、ワズ様がお決め下さい」

　丸投げ返された！

　こうなると、もう俺が決めるしかない。

　それに、心の余裕もそんなにないので、即断即決である。

「よぉ〜し、わかった！　その条件で良いぞ！」

「では、ワシのハーレムを連れて来ても良いのだな？」

「おう。連れて来い！　連れて来い！」

「好きなところに行っても良いのか？」

「おぅ。行け行け！　迷惑かけないなら、好きなところに行け！」

「もちろん、旅行の費用はそちら持ちで？」

「……調子に乗るなよ？」

「……すみません」

　強いんだから、自分で稼ぎなさい！

　ニールもそれはさすがに通らないとわかっていたのか、協力すると言って、本を手に取って何やら呟き始める。

　翻訳の指輪があっても何を言っているのかわからないが、何やら呪文のように聞こえた。

　これでもう大丈夫みたいなので、あとはヤトファさんをどうにかするだけである。

　しかし、いくら普通の状態ではないとはいえ、「完全神格化」状態の俺に匹敵するのは、やはり異常だ。

　黒い靄の影響であると思うのだが、もしかしたらヤトファさん自身にも何か秘密があるのかもしれない。

　でも、今はそういう余計な事を考える時ではない。

「いい加減、目を覚まして欲しいんだけど！」

　そう言いながら、ヤトファさんを摑んでいた大剣ごと遠くへ投げる。

　ヤトファさんは体勢を整えながら着地すると、そのまま大剣の切っ先を俺に向け、更に黒い靄を立ち上らせた。

「ガアアアァァァッ！」

　獣のような叫びと共に、再び襲いかかって来る。

　どうやら、戦意は全然萎えていない。

　ただ、やはりというべきか、クードロが持っていた本の時と同じように、ヤトファさんを包む黒い靄は大剣から発せられている。

　まずはそれをどうにかしないといけない。

　ヤトファさんの猛攻を回避しつつ、解決策を思考する。

　まず、ヤトファさん自身を傷付けるのは論外だ。

　大剣を弾き飛ばすなり何なりして、物理的な距離を開ければとも思うのだが、その考えは振り払う。

　恐らく、一時的に物理的な距離を開けたとしても、黒い靄が伸びて手元に戻るだろう。

　大剣を壊した場合は、呪いがどうなるかわからないため、これも出来ない。

　となると、まず取るべき手段は大国ガーリスの時と同じように、聖なる力で対抗する事だ。

　でも、ヤトファさんは呪いでそういう事が効かない可能性もあるので、狙うなら黒い靄の方かもしれない。

　そもそも黒い靄が原因なんだから、それをかき消せば元に戻る可能性がある。

　ただし、大国ガーリスでの時よりも、もっと力を込めないといけない。

　本から発せられていた黒い靄と交わった事で、より強くなっているような気がした。

　そう結論付けて、力を溜めつつヤトファさんからの攻撃を回避し続ける。

　その時、ふとカガネから言われた事を思い出す。

　こういう決め時は、何かしら決め台詞ぜりふを言いながらするのが王道であると。

　前回は急だったという事もあり、「神キック」という何の捻ひねりもない言葉で終わったけど、今回は色々と考える事が出来る……と思ったが、攻撃をかわしながらだと上手く思考が纏まらない。

　このままやっても良いけど、思い出した以上は何かしら言いたくなる。

　ふと、飛空艇でトランプをした事を思い出す。

　その時、俺の頭の中で点と点が線で繫がり、稲妻が走った。

　……これだ……これしかない！

　言うべき言葉が決まるのと同時に、もうこれくらいで大丈夫だと思うくらい力が溜まったので、大剣を中心に、ヤトファさんを傷付けないように聖なる力で包み込むように放射する。

　そして、言う。

「『ＪＯＫＥＲ』が放つ『浄化ジヨーカー』！」
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　……決まった。

　俺の言葉が正しいと証明するように、ヤトファさんの体を覆い尽くしていた黒い靄は全て霧散し、それは大剣の方も同様だ。

　抵抗らしい抵抗も見せずに、黒い靄はその姿を消した。

　すると、ヤトファさんが大剣から手を離し、そのまま倒れそうになったので急いで抱き止める。

　ふぅ、危ない危ない。

　様子を確認すると、ヤトファさんは気を失っているようだが、すぅすぅと穏やかな呼吸をしていた。

　大丈夫そうだなと思っていると、周囲の戦闘音が次第に小さくなっていく。

　視線を向ければ、アンデッド系の魔物が次々と倒され、新たに出てこなくなっていた。

　どうやら上手くいったようだと、ニールへと視線を向ければ、頭に巻いていた手拭いを取って、どこかやり遂げたような雰囲気を醸し出している。

　……その恰好だと締まらないなぁ。








エピローグ









　とりあえず、ヤトファさんは気絶しているので、「水」のクリスタルでの解呪はあと回しにした。

　体調的な部分もあるし、急いでいる訳ではないので、何日か様子を見たあとの方が良いかもしれない。

　ただ、ああいう事もあった訳だし、早く休ませた方が良いのはわかっているのだが、今はこの場で即座に片付けなければいけない問題がある。

　ニールの条件と、今回の出来事の収拾だ。

　といっても、ニールに関しては色々と準備があるだろうし、まずは一旦お帰り頂いた。

　ハーレムの人達にも説明しなければいけないしね。

　ただ、さすがにあの骸骨姿でウロウロさせる訳にはいかない。

　間違いなく、即行で討伐対象になって、俺に連絡が来る可能性大だ。

　なので、その辺りはあとで皆と相談である。

　ニールから教えられた「死者操書」に関しては、ちょっと危険過ぎるので、そのまま持ち帰って貰った。

　……だって、欲しいって言うから。

　もし悪用したらニールの命ごと浄化すると言い含めておいたので、多分大丈夫だろう。

　……恐らく。

　もしかしたら、自分の好みの骸骨を………………いや、深く追及するのは止よそう。

　という訳で、残る問題は今回の出来事の収拾である。

　水の都ガルドレーン全体で起こった事なので、この場だけの秘密裏で解決する訳にもいかず、もう大丈夫だと何かしらの事態収拾をつけなければ、安心して住めないだろう。

　これに関しては、ラヴィとルシエルさんからも、どうにか出来ませんかとお願いされた。

　俺達で決めても良いのかと思ったのだが、何でも、現在この国は、国民の中から選ばれた人達が集う、評議会と呼ばれる意思決定機関が国の舵かじ取とりを行っていて、グアッドクア王家はクリスタルに関する事であれば、独自の裁量権があるそうだ。

　今回はそれが適応されるらしい。

　すると、丁度その時、この場に居なかった奥さん達が、色んな人達を引き連れて現れる。

　助けた人達かな？

　なので、直ぐに呼び寄せて、情報交換と今後の対策を相談した。

　その際、俺がどうやってヤトファさんに纏わりついた黒い靄を払はらい退のけたのかを説明したのだが、全員から何とも言えない表情を向けられる。

　カガネからは、俺がそういう事をするのは未だ早いと言われた。

　………………何が？

　………………。

　そして、こうなった。

「此こ度たびの事、よくぞ治めました。頑張りましたね、ラヴィリン・グアッドクア」

「ありがとうございます。イルムシュタッド様」

　神オーラ全開のイルムが、メイドではなく創造神として、神殿前の広場に降臨している。

　それだけで、俺を除いたこの場に居る全員が跪いて頭を下げる。

　……何だろうな。俺もイルムの神オーラ全開は目の当たりにしているんだけど、特に跪こうとは思わない。

　………………慣れかな？

　よくよく考えてみれば、フロイドとは大体一緒に居たし、光女神様達も俺の中に居るようなモノなので、常に神オーラを受けている状態と言えなくもない。

　………………慣れだな。そう思っておこう。

　奥さん達も跪いているのだが、そろそろ慣れて欲し……待てよ。

　もしかして、この場の空気を読んで皆と同じように跪いただけという可能性もある。

　となると、この場で立っている俺は空気が読めないという事か。

　………………。

　………………いや、それは置いといて、俺はイルムへとスススッと近付き、ぼそっと囁く。

「……その恰好は何ですか？」

「え？　駄目でしょうか？」

　イルムが不思議そうに、自分が身に纏っている衣服を確認する。

「……そんなに駄目でしょうか？　このセーラー服」

「セ、セーラー服？」

　……何それ？

　改めてイルムの恰好を見てみると、普段のメイド服ではなく、上は襟部分が二つの三角形にスカーフのような物が垂れ下がっている白色の半袖で、下が紺色の短いスカートである。

　基準はわからないが、別に似合っていないという訳ではないと思うけど、今この場はこれではないという事だけはわかった。

「……というか、何でそんな恰好を？」

「カガネ様からマストアイテムだと聞き、ここぞという時に使うのだと教えられていましたので」

「それが今だと？」

「はい」

　……うん。絶対違うと思う。

　今はそのここぞという時ではない……というか、カガネはいつの間に用意していたの？

　チラッと確認すると、カガネは興奮した様子でこちらを見ていた。

　……跪いておいた方が良くない？

「……えっと、とりあえず、別の恰好にして貰っても良いですか？　この場はもっと神聖な服の方が合うと思うんですけど？」

「神聖な服ですか？　わかりました」

　イルムがそう返事して、光に包まれた。

　眩しさから一旦目を手で覆い隠し、光が収まるのを待ってから、再びイルムの姿を確認する。

　先程とは違う服装で、上が白で下が赤く、手足が隠れる程に長いモノだった。

「……えっと」

「これは巫女装束と呼ばれる服です。神聖な儀式を行う際に身に纏う装束らしいですよ」

「それもカガネが？」

「はい。マストアイテムの一つだと」

　一体、カガネの中にはいくつのマストアイテムがあるのだろう？

　知りたいような、知らない方が良いような………………でも、一つだけ言える事がある。

「それも駄目です。最初のでお願いします」

「最初というと、セーラー服ですか？」

「違います。それじゃありません。最初に会った時のでお願いします」

「……ですが、カガネ様のマストアイテムの方が、可愛いですよ？」

「………………」

「………………わかりました」

　イルムがもう一度光に包まれ、その次に見えた姿は、最初に会った時と同じく、真っ白な簡易な服に錫しやく杖じようを持っている状態だった。

　そうそう、それそれ。それでこその、創造神イルムシュタッドである。

「……やはり、これよりメイド服やセーラー服の方が好みなのですが。……そうです。お告げを行って、セーラー服姿の私の銅像を」

　それは止めて下さい。

　何とかイルムを説得し、話を進めて貰う。

　周囲の様子を確認してみれば、まだ跪いたままで、こちらの様子を窺っている者は見当たらず、イルムの次の言葉を待っているようである。

　先程までの会話は小声だったので、聞こえていないようだ。

　……いや、奥さん達は顔を上げて、俺とイルムを見ている。

　その表情は、早くした方が良いんじゃない？　と急せかしていた。

　いやだってさ、イルムの服装が……と、身振り手振りで伝えるけど、通じているだろうか？

　そして、イルムに先を促すように、手をゆっくりと振る。

　イルムがこくりと頷き、ラヴィへと視線を向けた。

「さて、私は全てを見ていました……」

　そう言って、イルムが事の発端と顚てん末まつを語っていく。

　それは俺達にではなく、この場に居る、水の都ガルドレーンの住人達に、今回の事はこういう事だったんですよ〜と、教える内容だった。

　もちろん、全ての首謀者は、そこで気絶しているクードロという事にして。

　……まぁ、間違ってはいないよね？

　そもそも、クードロが王家の名を騙ったのが発端だった訳だし。

　それと「死者操書」に関しては、既に破棄されたという事にしておいた。

　まぁ、実際このイルムシュタッドの世界から無くなった訳だし、間違っているという事にはならない。

「ラヴィリン・グアッドクア。それで間違いはありませんね？」

「はい。全て、創造神イルムシュタッド様が言われた通りでございます」

「では、一つ尋ねます。『水』のクリスタルを守護するグアッドクア王家の最後の生き残りとして、あなたはクリスタルをどう扱うべきだと考えていますか？」

「私は『水』のクリスタルを自分の物にしようとは一切考えておらず、その考えは死ぬまで変わらない事を、この場でお約束します。クリスタルは、この世界で正しく生きる全ての者に、その恩恵を甘受されなければなりません。『水』のクリスタルは、現在結界に覆われてはいますが、この場に残していく事をお伝えします。……あっ！　もちろん、拝観料などは取りませんから、安心して下さい」

　ラヴィの言葉に、この場に居る人達から歓声が上がり、イルムも満足するように微笑んでいた。

　この言葉は偽りなき真実である。

　まぁ、そうでないと、そもそも俺達が手伝ったりはしない。

　そして、場が静まると同時に、イルムが再度口を開く。

「大変素晴らしい答えです。その言葉が噓偽りではないという事と、『水』のクリスタルを守護するのはグアッドクア王家であると、創造神イルムシュタッドの名において宣言します」

「ありがとうございます」

　もう一度歓声が上がる。

「……それでは、あとは上手くやって下さいね」

「はい」

　イルムがラヴィにだけ届けるような小声でそう言って、歓声に包まれながら姿を消す。

　と同時に、俺の背後にメイド服姿で現れた。

「一仕事終えました」

　そう言って、鞭むちを俺に渡そうとしてくる。

　俺はフッと笑みを浮かべた。

「上手くいったのに、罰を与える訳ないでしょ？」

　イルムがしまった！　という表情を浮かべる。

「……なるほど。わざと間違えておけば良かったのですね。例えば、ワズ様にこの世界の全権を委ねるとか」

　それは止めて下さい。

　全力で拒否しておいた。

　そうしてイルムの相手をしている内に、ラヴィが話を進めている。

　といっても、あとはクードロとその一味に関しての事を伝えるだけで、加担していた者達は最初に現れたアンデッド系の魔物達によって全滅していたので、あとは生き残った反乱を起こした者をどうするかだ。

　クードロに関しては、ラヴィとの相談で大国ガーリスへ送って裁いて貰う事になり、残るは反乱を起こした者達に関してだが、これまでクードロと共に行動していたという事もあって、さすがに無罪放免とする訳にはいかず、どうすれば良いのか悩んだ結果、今回の出来事で少なからず都内の建物に被害が出ているので、まずはそちらの修繕を手伝わせる事にした。

　ラヴィの希望としては、そのあとは「水」のクリスタルの守護兵にしたいという事だったのだが、さすがにそのまますんなりというのは不安が残る。

　それに関しては、修繕が終わり次第決める事にした。

　……とりあえず、ラグニールとメギルさんのところに放り込んでみようかな。

　そして、ラヴィの言葉が終わると同時に、都内にアンデッド系の魔物が残っていないかと、被害状況を確認するために移動を開始する。

　もちろん、俺達もお手伝いした。




　後日、奥さん達、セリアスさん達と都内を散歩していると、吟遊詩人の詩が耳に届く。

「水の都ガルドレーンに降りかかった未曽有の危機！　それは、『水』のクリスタルを我が物にせんと、王家の名を騙る一人の男性から始まりました！　死者の安息は無残にも破られ、無慈悲な行進が始まる！　だがしかし！　それを阻むは、創造神イルムシュタッド様に選ばれた王女様と、共に戦う十一人の戦乙女と一頭の白龍！　それでは聞いて下さい！　タイトルは『神に選ばれし王女　十一人の戦乙女と一頭の白龍と共に』！」

　吟遊詩人の詩が始まる。

　………………。

　………………俺が居ないっ！

　いやいや、俺も頑張った……よね？

　……うん、まぁ……人前では頑張っていなかったけど。

　よく見れば、俺以外の皆に、周囲の人達は好意的な視線を向けていた。

　奥さん達、セリアスさん達は、嬉しそうにしたり、恥ずかしそうにしたりと反応は様々である。

　……あの……俺も一緒に居るんだけど。

　ただ、勘違いしないで欲しいのは、俺は別に語られたかったという訳じゃない。

　だって恥ずかしいし。

　でも、結果的に語られるのは仕方ないと思っていただけで……。

　………………ちくしょー！

　このあと、拗すねていると奥さん達とセリアスさん達に慰められた。








書き下ろし一「頑張れ、ルマルフ」
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　大国ガーリスに居る間、利用させて貰う事になった城内の家で休んでいると、訪問者を告げる音が鳴る。

　奥さん達は昼ご飯の準備中だったので、はいはいと腰を上げて、俺が出る事にした。

「はいはい。どなたで……あれ？」

　玄関の扉を開けると、そこには誰も居ない。

　………………ん？

　周囲を確認するが誰も居らず、何だったのかと視線を下げれば………………何か土下座している人が居た。

　……というか、ルマルフだな。

「………………」

「………………」

「………………またか？」

「ひぁいっ！」

　……勢いだけはあるな。

「まぁ、とりあえず上がれ。そろそろ昼ご飯が出来るから、食べながら話を聞くよ」

「ありがとうございます！」

　ルマルフと共に中へと戻ると、丁度昼ご飯の支度が終わっていたので、申し訳ないと思いつつ、ルマルフの分も用意して貰って、一緒に食べる。

「……んぐ。……それで、今日は何の用なんだ？」

「もぐもぐ……。美味しいご飯ですね。それで、実はワズ様に協力して欲しい事がありまして」

「何を？」

「私の黒髪に対する克服を手伝って頂けないかと……」

　………………。

「……ティフィさんか？」

　俺の呟きに、ルマルフの体がビクッと跳ねる。

「わかりやすいな……でも、何でティフィさん？」

「……何て言えば良いんでしょうか……胃袋を摑まれた……的な？」

「あぁ、そういえば、あの味が好みだって言っていたな」

「はい。それに、見ているだけでドキドキするのです」

　………………。

　………………。

「いや、トラウマが刺激されているだけじゃ……」

「違います！　そう、違うのです！　トラウマを刺激している時は、バクバクなのですが、ティフィさんの時はドキドキなのです！」

　ルマルフが熱弁を振るうが、何が違うのかわからない。

「……違うの？」

「違います！」

　……そっか。まぁ、本人がそう言うのなら、きっとそうなんだろう。

　ただ、俺としては、現在別の事が気になっていた。

『……もぐもぐ』

　奥さん達が誰も反応していないのである。

　無言で食事を続けているのだ。

　皆一緒の食事の時間を邪魔されて怒っているのかもしれない。

　………………正直言って、何か怖い。

　ルマルフもそれを感じ取ったのか、食事の手が止まり、大丈夫かなぁ……みたいな表情を浮かべて周りを気にしていた。

　すると、追加の料理を持ったカガネが台所から現れる。

「話は聞かせて貰ったぁ〜！　黒髪を克服したいなら、まずはこれでどうですか〜？」

　普段はツインテールにしている髪を振りほどき、長い黒髪をたなびかせる。

　そのまま手に持っていた料理をルマルフの前に差し出すが……すんなりと受け取られた。

「あっ、どもです」

「あっ、はい。どうぞ、召し上がれ」

　………………あれ？　普通の対応？

　俺とカガネが揃って首を傾げる。

「……って、どうして普通にしているんですか！　黒髪！　闇女神さんと同じ黒髪の長髪ですよ！」

「いや何と言いますか、雰囲気が違うと言いますか……あぁ、体の凹凸が違あああぁぁぁ……」

　全てを言い切る前に、膨大な魔力による魔法で身体強化を完全にしたカガネが、ルマルフを蹴り飛ばした。

　ルマルフはそのまま家の壁を壊して、外へと吹き飛んでいく。

　あ〜あ〜……そういう事を言うもんじゃないよ、ルマルフ。

　奥さん達も、これは当然の処置だと頷いている。

「魔王を成・敗！」

　カガネが、むふ〜と、何やらポーズを決めていた。
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「ルマルフ様、また来たんだね〜！」

「ま、まぁな。ここの料理は美味しいからな」

「そりゃ、お母さんが精魂込めて作っているもん。美味しいに決まっているよ。でも、料理だけが目的なのかな〜？」

「あ、あははっ！　な、何を言っているのかわからないな〜！　ここには美味しい料理を食べに来ているだけだし！」

　………………バレバレじゃないか。

　ただまぁ、ティフィさんの娘であるテレホからは、ルマルフに対する嫌悪感のようなモノは無い。

　おや？　これはもしや、ルマルフが大丈夫になったら上手くいくのか？　と思ってしまう。

「ワズお兄さんはお久し振りです。中々来てくれないから、もう来ないのかと思っていました」

「ごめんごめん。ちょっと色々あって……あれ？　俺の事知っているの？」

「ルマルフ様から聞きました」

「……お前」

「申し訳ございません！　話のタネに少々……」

　……まぁ別に隠すような事は特に無いから、別に構わないけど。

　こちらに向けて笑みを浮かべるテレホに、俺も苦笑を浮かべる。

　あのあと、俺達も大国ガーリスに留まり続ける訳にもいかないので、早々に結果を出すという結論になった。

　簡単に言ってしまえば、他の黒髪女性に慣れてからではなく、正直に話して、もう直接ティフィさんに慣れて貰おうという事だ。

　大丈夫になったあとの関係性については、二人の間での事なので関与はしない。

　ルマルフは最初恥ずかしいと抵抗してみせたが、どうせバレるのが早いか遅いかの違いでしかないので、奥さん達と共に無理を押し通す。

　……奥さん達の無言の圧力に屈したとも言えるが。

　まずは大丈夫になる事が大事とルマルフも同意したので、即座に行動へと移す。

　宿屋「大だい地ちの息い吹ぶき亭てい」へと向かい、食堂に入って席に座ると、テレホが注文を取りに来たのが、つい先程の事だ。

　ここには俺とルマルフしか来ていない。

　奥さん達は、セリアスさんと一緒に買い物へと出かけている。

「それで、今日は何にしますか？」

「本日のオススメを二つと、飲み物は紅茶で」

「かしこまりました〜！」

　注文を受けたテレホが調理場へと向かう。

　その後ろ姿を見ながら、俺はルマルフに尋ねた。

「……奢おごりだよね？」

「もちろんです。こう見えても、中々の高給取りですので」

「……まぁ、王都守護騎士団の団長だしね」

　その団長が今この時間に、ここに居て良いのだろうか？

　セリアスさんやディソール達に、しわ寄せがいっているような気がしないでもない。

「あぁ、ちなみに、もう俺は奥さんの手料理でお腹一杯だから」

「………………頑張ります」

　紅茶をのんびりと頂きながら、ルマルフが料理を二食分平らげるのを待った。

　ルマルフが頑張って食べ終わる頃には、食堂もひと段落し、ティフィさんがこちらへと現れ、俺に向かって一礼した。

　そこのルマルフ、悔しそうな表情を浮かべながら震えるんじゃない。

「というか、どうして一礼？」

「この前は世界を救った英雄様とは知らず、きちんと対応出来ずに申し訳ございません」

「いやいや、そんな事気にしなくて良いですから。あんまり気を遣われるのは好きじゃないから、普段通りで大丈夫ですよ」

「わかりました。では、そうさせて頂きますね」

　ティフィさんがにっこりと笑みを浮かべるので、俺も自然と笑みを浮かべる。

　だからそこのルマルフは、器用に震えながら嫉妬に駆られた目を向けない。

　ただまぁ、それでも気絶しない辺りは、成長が見られる。

　いや、意志の強さか？

　そうして、ティフィさんと軽く会話を交わしたあと、俺は本題に入る。

「実は、良ければティフィさんに協力して欲しい事があってここに来たんだ」

「何でしょうか？」

「実は……」

　といっても、さすがに詳しく教えて良いのかわからなかったので、とりあえず、ルマルフが黒髪の女性に酷い目に遭って以来、恐怖を覚えているとだけ教える。

「あぁ、なるほど。そういう事でしたか」

　思い当たる事があるようだ。

　まぁ、何度もここに来ているようだし、気付いていてもおかしくない。

「つまり、私に協力して欲しい事というのは」

「ルマルフが黒髪の女性を前にしても普段通りに出来るよう、慣れさせて欲しいんだ」

「わかりました。別に構いませんよ。しがない宿屋の女将おかみで良ければですが」

「ティフィさんだから、お願いしているんだよ」

　どういう事でしょうか？　と、ティフィさんが首を傾げるが、俺がこれ以上の事を言うのは違う。

　というか、本来はルマルフから言うべき事だと思うんだけど、当の本人はティフィさんが協力してくれる事が嬉しいのか、恥ずかしそうに頰を赤らめていた。

　そして、最初にした事は、視線を合わせる事である。

「………………」

「………………ふっ、ワズ様。これぐらい、どうって事はありません」

　ルマルフがそう言うのだが、下半身は生まれたての動物のように震えている。

　駄目じゃん。

　ティフィさんもその事がわかっているのか、可愛らしいモノでも見るように微笑んでいた。

　次にやったのは、直接触れる事である。

　とりあえず、ティフィさんにルマルフの手を握って貰った。

「それでは失礼します。日々の料理で荒れた手で申し訳ありませんが」

「いいえ、そんな事はありません！　この手は、ティフィさんが日々生きて頑張っている証なのですから！」

　言葉だけは素晴らしく、笑みを浮かべているのだが、今度は体全体が震えている。

　何か忙しいな、ルマルフ。

　まだまだ先が長そうだが、きっかけは与えたので、これで慣れていけば大丈夫だろう。

　あとは二人で頑張ってくれと、俺はこの場をあとにした。




　後日、ルマルフは毎日のように通い、ティフィさんが協力してくれた事で、面と向かって普通に話せるようになったと、嬉しそうに教えてくれた。

　てか、毎日って……。

　ティフィさんの仕事の邪魔はしないようにと、とりあえず注意しておく。

　今後、二人の関係がどうなるかはわからないが、とりあえず頑張れと応援しておいた。








書き下ろし二「ＩＦ・彼女が一緒に居た場合」









　ルーラが「女子会」に興味が無いというので、俺と一緒に大国ガーリスの王都内を散歩する。

　その際、ルマルフの姿が見えたので合流して、そろそろお昼なのでどこでご飯を食べようかと考えていると、ルーラが話し出す。

「それで、どこら辺に宿屋を建てるんですか？　やっぱりワズお兄ちゃんぐらいになると、大通り沿いの一等地ですか？」

「あれ？　そんな話していたっけ？」

「私とワズお兄ちゃんの仲じゃないですか！　言わなくてもわかりますよ！　安心して下さい！　私がきちんと運営してみせますから！　あっ、何て名前にします？　何だったら『ワズ＆ルーラ』とかでも良いですよ？」

　ルーラが上目遣いで尋ねてくる。

　早い早い早い！

　というか、何かわからないけど、いつの間に宿屋をやる話になっているの？

　どうやら、知らない展開がルーラの中で始まっているようだ。

「そうですね……あの辺りの土地であれば、直ぐにでもご用意出来るかもしれません」

　ルマルフが大通り沿いの一画を指し示しながら告げる。

「正しく一等地ですよ？　良いんですか？　……でも、もう建物がありますけど？」

「問題ありません。私を誰だと思っているのですか？　この王都の守護騎士団の団長ですよ？　とりあえず、巡回として中に入り、隠し持っていた危ない物をその場で見つけ」

「ルーラに要らん知識を覚えさせるな！」

　念入りにルマルフを黙らせた。

　もう魔王じゃないんだから、そういう事をしてはいけません！

　そうしてこの話は一旦保留という事で終わらせ、どこでご飯を食べようかと相談を始めると、突然声をかけられた。

「お兄さん達、そろそろお昼だけどウチの宿屋の食堂でご飯食べ……て……」

　声をかけてきたのは、黒髪の少女だった。

　その黒髪の少女と、ルーラが見つめ合う。

　大体同じくらいの年齢だろうか？

「……突然黙って、この二人はどうしたんですか？」

「さぁ？　俺にもわからん」

　ルマルフと小声でボソボソと話す間も、二人は見つめ合ったままだ。

　お互いに何か思うところでもあるのだろうか？

　すると、唐突に二人は腕を上げ、そのままガシッと力強い握手を交わす。

「「同志よっ！」」

　二人にしかわからない世界が、そこにあった……。

　と同時に、俺の全身を悪寒が襲う。

　……それは、ルマルフも同じだったのか、身震いして周囲を必死に確認していた。

　原因がわからないようだけど……多分、ルーラと黒髪の少女だと思う。

　そして、ルーラと言えば、アレしかない………………それを、ルマルフは知らない。

　そぉ〜っと、この場から離れようとした瞬間、ルマルフに肩をガシッと摑まれる。

「……何やら本能が訴えています……決してワズ様を逃してはならないと……巻き込めと」

　馬鹿なっ！　俺の動きを察するだと！

　ルマルフの勘の良さに驚いた一瞬の隙を突くように、ルーラと黒髪の少女が俺とルマルフの前に立ちはだかる。

「さぁ、ワズお兄ちゃん！　ご飯と一緒に『宿屋道』の勉強をしましょう！　大丈夫です！　テレホちゃんも同志！　場所を提供してくれるそうです！」

「こちらのお兄さんも一緒にどうぞ！　といっても、逃がすつもりはありませんから！」

「「いぃ〜やぁ〜……！」」

　俺とルマルフの絶叫が周囲に響き渡る。




　……そのあと、ルーラと黒髪の少女──テレホによって、こってりこんこんと「宿屋道」の勉強をさせられ、一日が終わった。
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　お礼だと言って私の腕をあっさりと治し、この世界……イルムシュタッドを大魔王の魔の手から救ったあの人は、自分の世界へと帰っていった。

　でも、あの人は言った……必ず、また来る。と。

　いつかはわからないけど、きっと約束は違えない人だと思うから。

　あの人に恋人だって居るし、奥方だって居るけど、それでも諦める気にはなれなかった。

　少しでも良いから、私の事を考えて欲しい。

　あの人の中で、ほんの数％でも良いから、その心の中に居場所を作って欲しいと願う。

　だから、何番目でも良いから、あの人の傍に居たいと、私は決意した。

　そう決意してからの私は……悶々とした日々を過ごす。

　こちらから向こうに行けない以上、会いに行こうにも会えないし、連絡手段も無いのだ。

　これでは、あの人の情報を得ようにも、何も知る事が出来ないのと変わりない。

　髪は長い方が良いの？　とか、胸は大きい方が好き？　とか、下着は透けている方が襲われるだろうか？　とか……色々と知りたいというのに、そういう事を知る術が無いのは困る。

　家庭的な勉強もしてはみるのだが、やはりこれまで戦いに明け暮れていた影響か、これといった成果にも自信にも繫がらない。

　でも、ここで諦める訳にはいかないので、城のメイド達にも手伝って貰う。

　ただ、あの人の行動の中で、クリスタルのある場所に向かった事はわかっていたため、その付近の情報を聞いてはみたが……特に有用なモノは無かった。

　精々が、武闘都市・エスレアデで、魔王ファファルに勝ち、恋人にしたという報告くらいだろうか。

　………………正直羨ましい。

　魔王ファファルに、腕を失った時以来の、本気の殺意を抱きそうだ。

　しかし、これはある意味朗報とも言える。

　……なるほど。つまり、あの人は、幼い顔立ちに、背は小さく、胸も大きくない子が好みという訳か。

　………………私の真逆か。

　今更低くも小さくも出来ないため、もう駄目かもしれない。

　どうしようかと悩み、誰かに聞いて欲しいと、仲良くなったメイド達に得た情報を教える。

　すると、本人から聞いた訳ではないのだから、まだ諦めてはいけないと慰められた。

　……確かにその通りだ。

　私は再び立ち上がる。

　メイド達から、私の体を使って籠絡すれば良いとか、房中術を教えましょうかと言われたが、顔から火が出そうな程に恥ずかしかったので、丁寧に断っておいた。

　それに、まずは一般的な家事が出来るようになっておかないと。

　そうして日々頑張っていた、ある日の事。

　私宛に小包が届く。

　送り主は……「求めれば協力は惜しまない親切な執事」から。

　………………怪しい事この上無い。

　しかし、この名で私に小包が届いた事の方が驚きである。

　この小包を持ってきたのが、イルムシュタッド様である事と何か関係があるのだろうか？

　疑問に思いつつも、私は念のために何が入っているのかを確認する。

　その中身は………………あの人の趣味嗜好や行動分析に加え、奥方様達の事が緻密に書かれている手帳……のコピーだった。

　………………なるほど。これであの人の事を学んでおけという事だな。

　全てを理解した私は、この手帳を参考にして色々と勉強していった。




　その一方を受けた私は、目的の場所に向けて一気に駆け、そして──。

「お久し振りです、セリアスさん」

「こうして再び会えた事を嬉しく思うよ」

　上手く笑みを浮かべられたかはわからない。

　けれど、今日この時から、私の新たな戦いが始まる。

　全ては、ワズ様の傍に居るために……。








あとがき









「ねぇ、ワズ君」

「あっ、いきなり始めるんですね。もう俺の紹介から始めないんですね」

「何を言っているのかわからないんだけど？」

　作者さんが首を傾げる。

　……本気でわかっていないようだ。

「そんな事よりさ、もしかしたらだけど………………俺は光女神達に殺されるかもしれない」

「………………笑えない冗談ですよ？」

「いやいや、本気で本当だから！　これでも危機感を覚えているから！」

　作者さんが必死に弁明する。

　その様子からは噓を吐いているようには見えないけど……。

「……どうしてそう思うんですか？」

「優しいんだ」

「……は？」

　作者さんの表情は至極真面目で、俺は意味がわからないと首を傾げた。

「だから、何かここ最近の光女神達が、俺に優しいんだって！」

「……それは……良い事なんじゃ？」

「ワズ君……わかっていないよ。こっちの世界には、殺す相手に敵意を隠すために贈り物をするなんて事もあるんだから」

「……つまり、それだと？」

「間違いなく」

　作者さんが力強く頷く。

　何やら確信を得ているようだけど、俺にはやっぱり光女神様達がそんな事をするとは思えない。

「……やっぱり、勘違いじゃないですか？」

「ワズさんの言う通り、勘違いですよ。優しくしたのは善意によるモノです」

「………………」

　………………いつの間にか、満面の笑みを浮かべる光女神様が傍に居た。

　ただ、作者さんを逃がさないようにと、ガッチリと肩を摑んでいる。

「そう……始まりは善意です。ワズさんの結婚式が終わり、再び日常が戻りました。そして、始まる新たな旅……私達はその旅に同行し、胸を躍らせました。ワズさんとのアバンチュールが始まるのだと……だからこそ、よくやったと褒めるため、作者さんに優しく接したのです」

　……アバンチュール？

「ですが、いざ始まってみれば、普段と変わらぬ出来事………………いいえ、寧ろ顕現時間が減っているというハンデを負う始末。やはり、躾が必要なようですね。……先程言っていた殺す相手に贈り物をするという話……そっくりそのまま実践してみましょうか？」

「やっぱりこうなったかぁ〜！」

　作者さんが光女神様の手を振り払って、一気に逃げ出す。

「待〜て〜、逃がすものかぁ〜！　約束しろ〜！　ワズさんとのアバンチュールを約束しろ〜！」

　逃げた作者さんのあとを追う光女神様。

　……まぁ、何だかんだと。

「いつも通りですね」

　俺の隣にいつの間にか立っていたフロイドが、しみじみとそう呟く。

「……フロイドはあとを追わなくて良いの？」

「まぁ、私はティアンと一緒に居させて貰っていますから、文句はございません」

「そっか……それじゃ、俺は光女神様を止めに行くかな」

　そう言って、俺は作者さんと光女神様のあとを追った。




　どうも、こんにちは。ナハァトです。

　ワズ君が光女神を取り押さえている内に逃げてきました。

　でも、取り押さえられた光女神は、これ幸いと恍こう惚こつの表情を浮かべて、ワズ君から離れようとしていなかったけど………………ワズ君なら大丈夫だよね？

　………………。

　………………さっ、という訳で、新たな話が始まりました。

　大筋に変更はありませんが、細かいところは書き直したり付け加えたりしていますので、なろう版を読んだ方でも楽しんで頂けると幸いです。




　三み弥やカズトモ様。

　奥さん達の花嫁衣裳……大変素晴らしかったです！

　ありがとうございます！

　ふおおぉ〜！　って言いました。ふおおぉ〜！　って。

　イルムの土下座には吹きましたけど。




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　そして、「コミックアース☆スター」でこの作品に関わっている皆様と、この本を手に取って頂いた読者の皆様には、感謝の言葉しかございません。

　本当にありがとうございます。

　それではまた、再びお会い出来る時が来ましたら、その時は宜しくお願い致します。
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